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ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日
本
全
体
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
内
１

７
９
市
町
村
の
内
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
社
会
増
と
な
っ
た
35
市
町

村
に
は
七
飯
町
も
含
ま
れ
、
上
位
５
番
目
と

な
る
な
ど
、
４
年
連
続
で
社
会
増
を
継
続
し

つ
つ
、
人
口
減
少
を
微
減
に
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観

光
に
お
い
て
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の
育
成
、
持
続
可
能

な
雇
用
体
制
や
人
材
確
保
な
ど
、
生
産
人
口

の
確
保
に
努
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ

っ
て
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
堅
実
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
七
飯
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
に
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
、
教
育
の
充
実
、
産
業

の
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
波
及
効
果
が

大
き
い
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
人
口
減

少
の
進
行
を
微
減
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
、
具
体
的

な
施
策
を
引
き
続
き
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
。

②
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を

整
え
る
。

③
食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産

業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④
七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び

込
み
・
呼
び
戻
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
七
飯

町
が
進
む
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
後
期
５
年
間
の
３
年
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
の
着
実
な
取
組
を

継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
に
臨
む
に
当
た
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
「
主
要
施
策
の
推
進
」
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
１
１
３
億
３
千
４

百
万
円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ 

主
要
施
策
の
推
進

　

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯

町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

第
１ 

安
全
・
便
利
な
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
交
通

網
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
１
路
線
の

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
関
連
で
３
橋
梁

の
修
繕
事
業
、
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
道
負
担
金
事
業
で
１
橋
梁
の
架

替
関
連
事
業
、
単
独
事
業
で
15
路
線
の
改
良

舗
装
及
び
排
水
整
備
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
七

飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
本
坑
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
早
期
完
成
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園
鹿
部
線
、

大
沼
公
園
線
、
大
野
大
中
山
線
及
び
七
飯
大

野
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

北
海
道
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

の
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か
、

藤
城
川
、
水
無
沢
川
及
び
蒜
沢
川
の
砂
防
事

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
２
河
川
の
浚
渫
工
事
、

１
河
川
の
排
水
路
整
備
な
ど
を
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保

全
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
や
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
未
来
に
つ
な
げ
成
長
し
続
け
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
町

外
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
七
飯
町

の
移
住
・
定
住
人
口
や
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
移
住
体
験
の
提
供
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
と
連
携
し
、
湖
水
や
流
入
河
川
の
監
視

と
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
現
場
の
状
況

に
合
っ
た
改
善
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
浄
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
分
別
の

徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
再
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
等

に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
事
業
を
順
次
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
訂
さ
れ
た
七

飯
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
七
飯
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

更
新
並
び
に
耐
震
化
を
行
う
ほ
か
、
隔
月
検

針
・
請
求
の
実
施
等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
水
道
料
金
の
適
正
化
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
更
新
を
効
率
的
に

進
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
の
汚
水
処
理
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

新
汚
水
処
理
方
式
の
選
定
に
必
要
と
な
る

調
査
・
設
計
等
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
等
の

概
算
建
設
費
用
の
算
出
や
懸
案
事
項
等
の

整
理
・
協
議
を
行
い
、
将
来
の
汚
水
管
路
更

新
等
を
見
据
え
た
下
水
道
事
業
の
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
七
飯
総
合
公

園
（
あ
か
ま
つ
公
園
）
の
噴
水
内
防
水
層
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
層
ひ
び
割
れ
補
修
の

ほ
か
、
階
段
手
摺
設
置
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
や
生
活
の

変
化
に
よ
る
様
々
な
健
康
課
題
に
向
け
て
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

的
に
自
ら
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
や
食
生

活
の
改
善
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
に
及

ぶ
「
第
４
期
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
従
前
ま
で
の
健
康
施
策
に

加
え
、
新
た
に
50
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
自
己
負
担
額

を
半
額
助
成
し
、
免
疫
低
下
に
よ
る
疾
患
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
に
よ
る
自
殺
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
、
役
場
窓
口
業
務
に
関

わ
る
職
員
が
町
民
の
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ

ン
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
、
人
材
育
成
事
業

と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」
を
新

た
に
導
入
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
実
施
結
果
を

基
に
、
よ
り
効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
施
策
の
展
開
に
向
け
て
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
既
存
交
通
手
段
に
加
え
、

新
た
な
交
通
手
段
の
可
能
性
を
含
め
た
総

合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
つ
つ
、
町
民
を
は
じ
め
、
人
々
の
移

動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
七
飯
町
空

家
等
対
策
計
画
」
を
更
新
し
、
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
空
き
家
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
な
ど
の
活
用
を
促
し
、
昭
和
55
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
と
周

辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危

険
な
特
定
空
家
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
Ｂ
団
地

９
号
棟
及
び
本
町
上
台
団
地
５
号
棟
の
屋
根
や

外
壁
の
改
修
工
事
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
そ
し
て
関
係
諸
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々

と
変
化
す
る
交
通
事
故
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
加
す
る
中
で
、
運
転
操
作
ミ
ス

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
継
続
し
、
交
通

安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
未
登
録
や
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
自
動
車
等
の
運
行
に
係

る
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
発
行
）
を
、

役
場
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所
で
も
取
り
扱

え
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に

向
け
、
警
察
や
地
域
及
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、

外
灯
組
合
や
町
内
会
等
、
関
係
団
体
と
協
働

し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
及
び
救
急
に
つ
い
て
は
、
七
飯
消
防

署
に
令
和
６
年
度
整
備
予
定
の
油
圧
救
助

器
具
購
入
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
、
引
き
続
き
、
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
や
災
害
時
な
ど
の

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
た
「
町
政
だ
よ
り
七
飯
町
」
や
毎
月
発
行

す
る
町
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
、
各
種
届
出
・
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
戸
籍
関
係
証

明
書
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
等
で

の
健
康
保
険
証
の
利
用
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
の
確
定
申
告
に
加
え
て
、
転
出

届
や
転
入
・
転
居
の
受
付
予
約
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
２ 

快
適
な
ま
ち

　　

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
連
携
し
て
、
人
身
被
害
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
農
業
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
大
沼
の
豊

　　

第
４ 

育
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、
町
内
外
で
運
営
さ
れ
て
い
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
状
況
な
ど

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
保
育
選
択
の
相

談
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
を
支
給
し
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
保
育
園
の
完
全
給
食
化
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
や
生
活
相
談
な

ど
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
立
及
び
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が

連
携
し
、
公
立
と
民
間
を
合
わ
せ
た
受
入
れ

可
能
数
と
利
用
者
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
立
と
民
間
の
利
用
料
差
額

の
助
成
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
最
大
４
千
円

を
６
千
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
公
立
学
童

保
育
の
み
が
実
施
し
て
い
た
多
子
世
帯
の
利

用
料
助
成
分
を
民
間
学
童
保
育
に
も
適
用
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
地
区
及
び
大
中
山
地
区
の
各
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
大
沼
多
目
的
会

館
で
実
施
し
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
、

地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
と
、
親
子
交
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
な
な
っ
ぷ

る
」
を
活
用
し
積
極
的
に
子
育
て
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
児
童
や
家
庭
に
対
し
て

は
、
昨
年
開
設
し
た
「
七
飯
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
下
、
庁
内
関
係
部
局
が

連
携
し
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保

な
ど
必
要
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

基
金
（
仮
称
）
」
の
創
設
を
検
討
し
、
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
方
針

に
お
い
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
へ
の
新
入

学
時
に
必
要
な
教
材
等
の
学
用
品
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
の
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
社
会
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
広
島
へ
の
平
和

大
使
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
開
し
、
平

和
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
町
内
中
学
生

６
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
コ
ー
ド
町
へ

の
海
外
交
流
派
遣
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
香
川

県
三
木
町
を
は
じ
め
つ
な
が
り
の
あ
る
自

治
体
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
助
言
、
保

健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
事
業
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
及
び
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
に
寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
子
育
て
に
必
要
な
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
成
長
の
確
認
と
と
も
に
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
す
る
５
歳

児
健
診
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
町
内
幼
保
職
員
・
教
育
委
員
会
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
健
診
後

の
ケ
ア
や
就
学
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
う
な
ど
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
や
属
性
・
世
代
を
問

わ
ず
「
相
談
支
援
」
「
参
加
支
援
」
「
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施

す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
や

共
助
の
促
進
を
図
る
た
め
、
要
援
護
者
支
え

合
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
な
ど
を
効
果
的

に
活
用
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
七
飯
町
第
５
期
総
合

保
健
福
祉
計
画
の
分
野
別
計
画
で
あ
る
「
第

５
期
地
域
福
祉
計
画
」
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
、

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
、
「
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
と

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
々
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
行
う
健

康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の

健
康
増
進
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

方
々
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
主
体
的
に
健
康
活
動
に
取
り
組
む

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

の
支
援
や
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
援
助
と
外
出
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
生
活
支
援
や
、
見
守
り
活
動
の
強
化
の

ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
補
助
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
総

合
的
な
相
談
支
援
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
自
己

負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
、
疾
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
増
加
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
な
が

ら
、
健
全
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
６ 

と
も
に
歩
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
議
会
が
協
力
し
合
い
、
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
の
声
を
生
か
し

た
町
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

「
町
民
の
声
を
生
か
し
て
創
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
町
政
運
営
の
参

考
あ
る
い
は
町
政
に
反
映
す
る
た
め
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

高
騰
等
の
歳
入
・
歳
出
両
面
に
お
け
る
影
響

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
の
経
費

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
重
要
施
策
の
推
進
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
第
６
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
積
極
的
な
確
保
と
し
て
は
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
有
利
な
補
助
金
の
確

保
や
徴
収
す
べ
き
歳
入
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
経
営
の
視
点

に
立
ち
、
未
利
用
資
産
の
売
払
い
や
利
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
、

町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す

が
、
町
民
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
と
な
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
施
策
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
施
策
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
「
町
民
の
声

を
生
か
し
て
創
る
七
飯
町
」
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
議

会
議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
と
積
極

的
に
対
話
し
、
協
調
と
融
和
に
よ
っ
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
５ 

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
等
に

関
係
す
る
外
食
産
業
は
上
向
き
基
調
の
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
等
の
影

響
を
含
め
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
食
料
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
中
、
担
い
手
の
確
保

や
、
集
出
荷
予
冷
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
産
地
の
差
別
化
と
高
品
質
で
安
全
、

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
や

七
飯
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
財
源
と

し
た
、
木
育
支
援
活
動
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

源
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
す
る
民
有
林
の
整
備
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
森
林
組
合
と
連
携
し
各
種

町
有
林
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
・
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
治
山
事
業
の
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漁
業
資
源

の
確
保
に
注
視
し
つ
つ
、
大
沼
環
境
保
全
対

策
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
水
質
改
善
に
資
す
る
活
動
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
産
業

振
興
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
「
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
給
」
及
び

「
商
工
業
経
営
安
定
資
金
融
資
利
子
補
給
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
拡
大
と
町
内
企
業
へ

の
活
力
を
与
え
、
域
内
循
環
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
な
な
え
赤
松
街
道
納
涼
祭
」、
「
な
な

え
町
グ
ル
メ
発
表
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
な
ど
と
協
力
し
、
創
業
支
援
事
業

及
び
函
館
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
に
お
け
る
事
業
な
ど
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
産
品
の
開
発
を
進
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
定
し
た

財
源
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
な
え
町
物
産

振
興
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
物
産
振
興
を
推

進
す
る
た
め
「
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
大
沼
国
定
公
園
を
中

心
と
し
た
優
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
今
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
」
を
見

据
え
て
、
体
験
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
大
沼
体
験
観
光
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

沼
湖
水
ま
つ
り
」
、
「
大
沼
函
館
雪
と
氷
の
祭

典
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用

し
、
食
・
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
求
職
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
国
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
く
ほ
か
、
南
渡

島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
に
対
し
て
通
年
雇
用
化
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
通
年
雇
用
に

必
要
な
資
格
や
技
術
向
上
を
図
る
た
め
の

技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
就
労
と
雇
用
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
教
育

課
題
解
決
の
た
め
、
全
教
職
員
の
創
意
が
発

揮
で
き
る
協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
減
少
に
伴
い
校
内
で
各
教
科
等
の

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
渡
島
教
育
局
や
渡
島
教
育
研
究
所
、
七

飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
学
校
経
営
の
改
善
等
に
努
め
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
学
校
を
目
指
す
に
は
、
地

域
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
中
学
校
区
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体

的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

⑵
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け

た
指
導
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
育
ち
と
９
年
間
の
学
び
の

連
続
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
重

点
教
育
目
標
達
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
活
用

す
る
力
を
育
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
確
立
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き

各
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま

す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

　

実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
中
で
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な

活
動
を
推
進
し
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
や
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
等
の
充
実

　

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
一
方
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
「
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
対
応
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

解
決
を
図
り
ま
す
。

　

「
七
飯
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
、
昨
年
度
改
定
さ
れ
た
「
北
海
道
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
も
７
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
児
童
生
徒
か
ら
標

語
を
募
集
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
虐
待
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
深
め
ま
す
。

⑸
生
徒
指
導
の
充
実

　

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

指
導
主
事
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
指
導
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
と

連
携
し
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
へ
の
通
級
や
各
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
等
に
課
題
が
あ
る
場
合

は
、
町
長
部
局
と
連
携
を
と
り
対
応
し
ま
す
。

　

校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
「
七
飯
町
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
巡
回
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

拡
充
等
に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

　

七
飯
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

は
、
低
い
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
生
活
習

慣
の
改
善
と
併
せ
て
、
学
校
体
育
の
充
実
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
、
が

ん
教
育
等
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各

学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
多

様
な
個
性
を
引
き
出
す
た
め
、
個
々
の
実
態

や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
適
切
で
一
貫

し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
や
町
立
学
校
に
お
け
る
校

種
間
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
で
適
正
就
学
に
向
け
た
相

談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

　

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま

え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
教
育
大
綱
と
し
て
策
定
し
た
教

育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
育

む
教
育
を
、
さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
あ
っ
て
は
「
夢
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
は
努
力
す
る
、
夢
を
も
つ
こ
と
が
今

を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
基
本
に
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
夢
と
希
望
を

抱
き
続
け
ら
れ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
卒
業
生
の
入
学
者
数
の
拡
大
、

定
員
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
担
当
部
局
と

連
携
は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
七
飯
高
校
の
魅
力
化
ア
ッ
プ

の
取
組
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

型
事
業
へ
の
着
手
も
予
定
し
て
お
り
、
事
務

事
業
、
施
設
管
理
の
見
直
し
は
必
須
の
課
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
影
響
に
配

慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

所
管
施
設
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ 

教
育
基
本
方
針

　

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成

す
る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
本
年
度
も
学
校
教

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備
、
地
域

色
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文
化
財
の

保
護
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委

員
会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１ 

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の

連
携
や
教
育
委
員
会
議
の
公
開
、
情
報
発
信
、

教
育
行
政
方
針
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
を

行
い
、
地
域
に
根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２ 

幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
期
の
教
育
は
、
能
力
開
発
、
身
体
育

成
、
人
格
形
成
、
情
操
と
道
徳
心
の
涵
養
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
す
。
教
職
員
の
資
質

向
上
は
も
と
よ
り
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育
施

設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
幼
児
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
自
然
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
児
童
生
徒

の
学
び
が
保
障
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
特
別
活
動
と
し
て
見
直
し

を
図
っ
た
学
校
行
事
等
に
つ
い
て
、
教
育
活

動
と
し
て
の
意
義
を
学
校
・
地
域
が
共
有
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の
成
長
を
支
援

し
ま
す
。

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
自
治
会
と
連
携
し
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
中
山
老
人
大
学
は
、
本
年
度
開

講
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
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針
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令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　　　

　　　　　　

　　　　

　　

 

　　　　

　　　　

　　　  

　　　　　　　　

　　　

 

　　　　

　　

 

　　　　　

　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　

　　　　

　　

　　

 

　　　

　　　　

 

　　　　

　

 

　　　　

　　　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　

 

　　　　　

　　

 

　　

 

　　

 

　　

 

　

　　

 

　　

　
⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
教
育
行
政
方
針
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ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日
本
全
体
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
内
１

７
９
市
町
村
の
内
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
社
会
増
と
な
っ
た
35
市
町

村
に
は
七
飯
町
も
含
ま
れ
、
上
位
５
番
目
と

な
る
な
ど
、
４
年
連
続
で
社
会
増
を
継
続
し

つ
つ
、
人
口
減
少
を
微
減
に
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観

光
に
お
い
て
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の
育
成
、
持
続
可
能

な
雇
用
体
制
や
人
材
確
保
な
ど
、
生
産
人
口

の
確
保
に
努
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ

っ
て
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
堅
実
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
七
飯
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
に
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
、
教
育
の
充
実
、
産
業

の
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
波
及
効
果
が

大
き
い
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
人
口
減

少
の
進
行
を
微
減
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
、
具
体
的

な
施
策
を
引
き
続
き
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
。

②
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を

整
え
る
。

③
食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産

業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④
七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び

込
み
・
呼
び
戻
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
七
飯

町
が
進
む
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
後
期
５
年
間
の
３
年
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
の
着
実
な
取
組
を

継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
に
臨
む
に
当
た
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
「
主
要
施
策
の
推
進
」
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
１
１
３
億
３
千
４

百
万
円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ 

主
要
施
策
の
推
進

　

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯

町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

第
１ 

安
全
・
便
利
な
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
交
通

網
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
１
路
線
の

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
関
連
で
３
橋
梁

の
修
繕
事
業
、
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
道
負
担
金
事
業
で
１
橋
梁
の
架

替
関
連
事
業
、
単
独
事
業
で
15
路
線
の
改
良

舗
装
及
び
排
水
整
備
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
七

飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
本
坑
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
早
期
完
成
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園
鹿
部
線
、

大
沼
公
園
線
、
大
野
大
中
山
線
及
び
七
飯
大

野
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

北
海
道
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

の
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か
、

藤
城
川
、
水
無
沢
川
及
び
蒜
沢
川
の
砂
防
事

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
２
河
川
の
浚
渫
工
事
、

１
河
川
の
排
水
路
整
備
な
ど
を
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保

全
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
や
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
未
来
に
つ
な
げ
成
長
し
続
け
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
町

外
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
七
飯
町

の
移
住
・
定
住
人
口
や
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
移
住
体
験
の
提
供
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
と
連
携
し
、
湖
水
や
流
入
河
川
の
監
視

と
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
現
場
の
状
況

に
合
っ
た
改
善
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
浄
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
分
別
の

徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
再
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
等

に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
事
業
を
順
次
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
訂
さ
れ
た
七

飯
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
七
飯
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

更
新
並
び
に
耐
震
化
を
行
う
ほ
か
、
隔
月
検

針
・
請
求
の
実
施
等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
水
道
料
金
の
適
正
化
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
更
新
を
効
率
的
に

進
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
の
汚
水
処
理
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

新
汚
水
処
理
方
式
の
選
定
に
必
要
と
な
る

調
査
・
設
計
等
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
等
の

概
算
建
設
費
用
の
算
出
や
懸
案
事
項
等
の

整
理
・
協
議
を
行
い
、
将
来
の
汚
水
管
路
更

新
等
を
見
据
え
た
下
水
道
事
業
の
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
七
飯
総
合
公

園
（
あ
か
ま
つ
公
園
）
の
噴
水
内
防
水
層
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
層
ひ
び
割
れ
補
修
の

ほ
か
、
階
段
手
摺
設
置
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
や
生
活
の

変
化
に
よ
る
様
々
な
健
康
課
題
に
向
け
て
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

的
に
自
ら
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
や
食
生

活
の
改
善
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
に
及

ぶ
「
第
４
期
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
従
前
ま
で
の
健
康
施
策
に

加
え
、
新
た
に
50
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
自
己
負
担
額

を
半
額
助
成
し
、
免
疫
低
下
に
よ
る
疾
患
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
に
よ
る
自
殺
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
、
役
場
窓
口
業
務
に
関

わ
る
職
員
が
町
民
の
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ

ン
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
、
人
材
育
成
事
業

と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」
を
新

た
に
導
入
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
実
施
結
果
を

基
に
、
よ
り
効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
施
策
の
展
開
に
向
け
て
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
既
存
交
通
手
段
に
加
え
、

新
た
な
交
通
手
段
の
可
能
性
を
含
め
た
総

合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
つ
つ
、
町
民
を
は
じ
め
、
人
々
の
移

動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
七
飯
町
空

家
等
対
策
計
画
」
を
更
新
し
、
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
空
き
家
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
な
ど
の
活
用
を
促
し
、
昭
和
55
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
と
周

辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危

険
な
特
定
空
家
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
Ｂ
団
地

９
号
棟
及
び
本
町
上
台
団
地
５
号
棟
の
屋
根
や

外
壁
の
改
修
工
事
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
そ
し
て
関
係
諸
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々

と
変
化
す
る
交
通
事
故
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
加
す
る
中
で
、
運
転
操
作
ミ
ス

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
継
続
し
、
交
通

安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
未
登
録
や
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
自
動
車
等
の
運
行
に
係

る
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
発
行
）
を
、

役
場
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所
で
も
取
り
扱

え
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に

向
け
、
警
察
や
地
域
及
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、

外
灯
組
合
や
町
内
会
等
、
関
係
団
体
と
協
働

し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
及
び
救
急
に
つ
い
て
は
、
七
飯
消
防

署
に
令
和
６
年
度
整
備
予
定
の
油
圧
救
助

器
具
購
入
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
、
引
き
続
き
、
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
や
災
害
時
な
ど
の

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
た
「
町
政
だ
よ
り
七
飯
町
」
や
毎
月
発
行

す
る
町
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
、
各
種
届
出
・
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
戸
籍
関
係
証

明
書
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
等
で

の
健
康
保
険
証
の
利
用
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
の
確
定
申
告
に
加
え
て
、
転
出

届
や
転
入
・
転
居
の
受
付
予
約
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
２ 

快
適
な
ま
ち

　　

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
連
携
し
て
、
人
身
被
害
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
農
業
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
大
沼
の
豊

　　

第
４ 

育
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、
町
内
外
で
運
営
さ
れ
て
い
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
状
況
な
ど

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
保
育
選
択
の
相

談
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
を
支
給
し
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
保
育
園
の
完
全
給
食
化
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
や
生
活
相
談
な

ど
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
立
及
び
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が

連
携
し
、
公
立
と
民
間
を
合
わ
せ
た
受
入
れ

可
能
数
と
利
用
者
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
立
と
民
間
の
利
用
料
差
額

の
助
成
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
最
大
４
千
円

を
６
千
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
公
立
学
童

保
育
の
み
が
実
施
し
て
い
た
多
子
世
帯
の
利

用
料
助
成
分
を
民
間
学
童
保
育
に
も
適
用
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
地
区
及
び
大
中
山
地
区
の
各
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
大
沼
多
目
的
会

館
で
実
施
し
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
、

地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
と
、
親
子
交
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
な
な
っ
ぷ

る
」
を
活
用
し
積
極
的
に
子
育
て
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
児
童
や
家
庭
に
対
し
て

は
、
昨
年
開
設
し
た
「
七
飯
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
下
、
庁
内
関
係
部
局
が

連
携
し
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保

な
ど
必
要
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

基
金
（
仮
称
）
」
の
創
設
を
検
討
し
、
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
方
針

に
お
い
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
へ
の
新
入

学
時
に
必
要
な
教
材
等
の
学
用
品
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
の
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
社
会
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
広
島
へ
の
平
和

大
使
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
開
し
、
平

和
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
町
内
中
学
生

６
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
コ
ー
ド
町
へ

の
海
外
交
流
派
遣
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
香
川

県
三
木
町
を
は
じ
め
つ
な
が
り
の
あ
る
自

治
体
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
助
言
、
保

健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
事
業
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
及
び
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
に
寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
子
育
て
に
必
要
な
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
成
長
の
確
認
と
と
も
に
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
す
る
５
歳

児
健
診
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
町
内
幼
保
職
員
・
教
育
委
員
会
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
健
診
後

の
ケ
ア
や
就
学
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
う
な
ど
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
や
属
性
・
世
代
を
問

わ
ず
「
相
談
支
援
」
「
参
加
支
援
」
「
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施

す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
や

共
助
の
促
進
を
図
る
た
め
、
要
援
護
者
支
え

合
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
な
ど
を
効
果
的

に
活
用
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
七
飯
町
第
５
期
総
合

保
健
福
祉
計
画
の
分
野
別
計
画
で
あ
る
「
第

５
期
地
域
福
祉
計
画
」
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
、

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
、
「
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
と

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
々
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
行
う
健

康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の

健
康
増
進
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

方
々
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
主
体
的
に
健
康
活
動
に
取
り
組
む

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

の
支
援
や
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
援
助
と
外
出
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
生
活
支
援
や
、
見
守
り
活
動
の
強
化
の

ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
補
助
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
総

合
的
な
相
談
支
援
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
自
己

負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
、
疾
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
増
加
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
な
が

ら
、
健
全
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
６ 

と
も
に
歩
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
議
会
が
協
力
し
合
い
、
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
の
声
を
生
か
し

た
町
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

「
町
民
の
声
を
生
か
し
て
創
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
町
政
運
営
の
参

考
あ
る
い
は
町
政
に
反
映
す
る
た
め
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

高
騰
等
の
歳
入
・
歳
出
両
面
に
お
け
る
影
響

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
の
経
費

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
重
要
施
策
の
推
進
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
第
６
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
積
極
的
な
確
保
と
し
て
は
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
有
利
な
補
助
金
の
確

保
や
徴
収
す
べ
き
歳
入
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
経
営
の
視
点

に
立
ち
、
未
利
用
資
産
の
売
払
い
や
利
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
、

町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す

が
、
町
民
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
と
な
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
施
策
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
施
策
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
「
町
民
の
声

を
生
か
し
て
創
る
七
飯
町
」
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
議

会
議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
と
積
極

的
に
対
話
し
、
協
調
と
融
和
に
よ
っ
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
５ 

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
等
に

関
係
す
る
外
食
産
業
は
上
向
き
基
調
の
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
等
の
影

響
を
含
め
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
食
料
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
中
、
担
い
手
の
確
保

や
、
集
出
荷
予
冷
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
産
地
の
差
別
化
と
高
品
質
で
安
全
、

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
や

七
飯
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
財
源
と

し
た
、
木
育
支
援
活
動
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

源
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
す
る
民
有
林
の
整
備
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
森
林
組
合
と
連
携
し
各
種

町
有
林
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
・
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
治
山
事
業
の
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漁
業
資
源

の
確
保
に
注
視
し
つ
つ
、
大
沼
環
境
保
全
対

策
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
水
質
改
善
に
資
す
る
活
動
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
産
業

振
興
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
「
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
給
」
及
び

「
商
工
業
経
営
安
定
資
金
融
資
利
子
補
給
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
拡
大
と
町
内
企
業
へ

の
活
力
を
与
え
、
域
内
循
環
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
な
な
え
赤
松
街
道
納
涼
祭
」、
「
な
な

え
町
グ
ル
メ
発
表
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
な
ど
と
協
力
し
、
創
業
支
援
事
業

及
び
函
館
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
に
お
け
る
事
業
な
ど
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
産
品
の
開
発
を
進
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
定
し
た

財
源
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
な
え
町
物
産

振
興
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
物
産
振
興
を
推

進
す
る
た
め
「
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
大
沼
国
定
公
園
を
中

心
と
し
た
優
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
今
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
」
を
見

据
え
て
、
体
験
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
大
沼
体
験
観
光
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

沼
湖
水
ま
つ
り
」
、
「
大
沼
函
館
雪
と
氷
の
祭

典
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用

し
、
食
・
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
求
職
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
国
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
く
ほ
か
、
南
渡

島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
に
対
し
て
通
年
雇
用
化
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
通
年
雇
用
に

必
要
な
資
格
や
技
術
向
上
を
図
る
た
め
の

技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
就
労
と
雇
用
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
教
育

課
題
解
決
の
た
め
、
全
教
職
員
の
創
意
が
発

揮
で
き
る
協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
減
少
に
伴
い
校
内
で
各
教
科
等
の

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
渡
島
教
育
局
や
渡
島
教
育
研
究
所
、
七

飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
学
校
経
営
の
改
善
等
に
努
め
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
学
校
を
目
指
す
に
は
、
地

域
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
中
学
校
区
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体

的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

⑵
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け

た
指
導
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
育
ち
と
９
年
間
の
学
び
の

連
続
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
重

点
教
育
目
標
達
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
活
用

す
る
力
を
育
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
確
立
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き

各
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま

す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

　

実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
中
で
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な

活
動
を
推
進
し
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
や
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
等
の
充
実

　

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
一
方
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
「
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
対
応
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

解
決
を
図
り
ま
す
。

　

「
七
飯
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
、
昨
年
度
改
定
さ
れ
た
「
北
海
道
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
も
７
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
児
童
生
徒
か
ら
標

語
を
募
集
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
虐
待
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
深
め
ま
す
。

⑸
生
徒
指
導
の
充
実

　

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

指
導
主
事
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
指
導
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
と

連
携
し
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
へ
の
通
級
や
各
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
等
に
課
題
が
あ
る
場
合

は
、
町
長
部
局
と
連
携
を
と
り
対
応
し
ま
す
。

　

校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
「
七
飯
町
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
巡
回
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

拡
充
等
に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

　

七
飯
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

は
、
低
い
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
生
活
習

慣
の
改
善
と
併
せ
て
、
学
校
体
育
の
充
実
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
、
が

ん
教
育
等
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各

学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
多

様
な
個
性
を
引
き
出
す
た
め
、
個
々
の
実
態

や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
適
切
で
一
貫

し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
や
町
立
学
校
に
お
け
る
校

種
間
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
で
適
正
就
学
に
向
け
た
相

談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

　

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま

え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
教
育
大
綱
と
し
て
策
定
し
た
教

育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
育

む
教
育
を
、
さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
あ
っ
て
は
「
夢
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
は
努
力
す
る
、
夢
を
も
つ
こ
と
が
今

を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
基
本
に
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
夢
と
希
望
を

抱
き
続
け
ら
れ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
卒
業
生
の
入
学
者
数
の
拡
大
、

定
員
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
担
当
部
局
と

連
携
は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
七
飯
高
校
の
魅
力
化
ア
ッ
プ

の
取
組
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

型
事
業
へ
の
着
手
も
予
定
し
て
お
り
、
事
務

事
業
、
施
設
管
理
の
見
直
し
は
必
須
の
課
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
影
響
に
配

慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

所
管
施
設
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ 

教
育
基
本
方
針

　

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成

す
る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
本
年
度
も
学
校
教

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備
、
地
域

色
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文
化
財
の

保
護
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委

員
会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１ 

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の

連
携
や
教
育
委
員
会
議
の
公
開
、
情
報
発
信
、

教
育
行
政
方
針
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
を

行
い
、
地
域
に
根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２ 

幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
期
の
教
育
は
、
能
力
開
発
、
身
体
育

成
、
人
格
形
成
、
情
操
と
道
徳
心
の
涵
養
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
す
。
教
職
員
の
資
質

向
上
は
も
と
よ
り
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育
施

設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
幼
児
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
自
然
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
児
童
生
徒

の
学
び
が
保
障
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
特
別
活
動
と
し
て
見
直
し

を
図
っ
た
学
校
行
事
等
に
つ
い
て
、
教
育
活

動
と
し
て
の
意
義
を
学
校
・
地
域
が
共
有
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の
成
長
を
支
援

し
ま
す
。

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
自
治
会
と
連
携
し
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
中
山
老
人
大
学
は
、
本
年
度
開

講
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
教
育
行
政
方
針
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ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日
本
全
体
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
内
１

７
９
市
町
村
の
内
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
社
会
増
と
な
っ
た
35
市
町

村
に
は
七
飯
町
も
含
ま
れ
、
上
位
５
番
目
と

な
る
な
ど
、
４
年
連
続
で
社
会
増
を
継
続
し

つ
つ
、
人
口
減
少
を
微
減
に
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観

光
に
お
い
て
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の
育
成
、
持
続
可
能

な
雇
用
体
制
や
人
材
確
保
な
ど
、
生
産
人
口

の
確
保
に
努
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ

っ
て
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
堅
実
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
七
飯
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
に
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
、
教
育
の
充
実
、
産
業

の
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
波
及
効
果
が

大
き
い
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
人
口
減

少
の
進
行
を
微
減
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
、
具
体
的

な
施
策
を
引
き
続
き
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
。

②
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を

整
え
る
。

③
食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産

業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④
七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び

込
み
・
呼
び
戻
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
七
飯

町
が
進
む
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
後
期
５
年
間
の
３
年
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
の
着
実
な
取
組
を

継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
に
臨
む
に
当
た
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
「
主
要
施
策
の
推
進
」
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
１
１
３
億
３
千
４

百
万
円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ 

主
要
施
策
の
推
進

　

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯

町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

第
１ 

安
全
・
便
利
な
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
交
通

網
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
１
路
線
の

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
関
連
で
３
橋
梁

の
修
繕
事
業
、
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
道
負
担
金
事
業
で
１
橋
梁
の
架

替
関
連
事
業
、
単
独
事
業
で
15
路
線
の
改
良

舗
装
及
び
排
水
整
備
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
七

飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
本
坑
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
早
期
完
成
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園
鹿
部
線
、

大
沼
公
園
線
、
大
野
大
中
山
線
及
び
七
飯
大

野
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

北
海
道
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

の
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か
、

藤
城
川
、
水
無
沢
川
及
び
蒜
沢
川
の
砂
防
事

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
２
河
川
の
浚
渫
工
事
、

１
河
川
の
排
水
路
整
備
な
ど
を
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保

全
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
や
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
未
来
に
つ
な
げ
成
長
し
続
け
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
町

外
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
七
飯
町

の
移
住
・
定
住
人
口
や
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
移
住
体
験
の
提
供
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
と
連
携
し
、
湖
水
や
流
入
河
川
の
監
視

と
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
現
場
の
状
況

に
合
っ
た
改
善
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
浄
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
分
別
の

徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
再
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
等

に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
事
業
を
順
次
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
訂
さ
れ
た
七

飯
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
七
飯
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

更
新
並
び
に
耐
震
化
を
行
う
ほ
か
、
隔
月
検

針
・
請
求
の
実
施
等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
水
道
料
金
の
適
正
化
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
更
新
を
効
率
的
に

進
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
の
汚
水
処
理
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

新
汚
水
処
理
方
式
の
選
定
に
必
要
と
な
る

調
査
・
設
計
等
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
等
の

概
算
建
設
費
用
の
算
出
や
懸
案
事
項
等
の

整
理
・
協
議
を
行
い
、
将
来
の
汚
水
管
路
更

新
等
を
見
据
え
た
下
水
道
事
業
の
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
七
飯
総
合
公

園
（
あ
か
ま
つ
公
園
）
の
噴
水
内
防
水
層
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
層
ひ
び
割
れ
補
修
の

ほ
か
、
階
段
手
摺
設
置
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 
ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
や
生
活
の

変
化
に
よ
る
様
々
な
健
康
課
題
に
向
け
て
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

的
に
自
ら
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
や
食
生

活
の
改
善
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
に
及

ぶ
「
第
４
期
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
従
前
ま
で
の
健
康
施
策
に

加
え
、
新
た
に
50
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
自
己
負
担
額

を
半
額
助
成
し
、
免
疫
低
下
に
よ
る
疾
患
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
に
よ
る
自
殺
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
、
役
場
窓
口
業
務
に
関

わ
る
職
員
が
町
民
の
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ

ン
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
、
人
材
育
成
事
業

と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」
を
新

た
に
導
入
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
実
施
結
果
を

基
に
、
よ
り
効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
施
策
の
展
開
に
向
け
て
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
既
存
交
通
手
段
に
加
え
、

新
た
な
交
通
手
段
の
可
能
性
を
含
め
た
総

合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
つ
つ
、
町
民
を
は
じ
め
、
人
々
の
移

動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
七
飯
町
空

家
等
対
策
計
画
」
を
更
新
し
、
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
空
き
家
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
な
ど
の
活
用
を
促
し
、
昭
和
55
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
と
周

辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危

険
な
特
定
空
家
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
Ｂ
団
地

９
号
棟
及
び
本
町
上
台
団
地
５
号
棟
の
屋
根
や

外
壁
の
改
修
工
事
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
そ
し
て
関
係
諸
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々

と
変
化
す
る
交
通
事
故
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
加
す
る
中
で
、
運
転
操
作
ミ
ス

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
継
続
し
、
交
通

安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
未
登
録
や
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
自
動
車
等
の
運
行
に
係

る
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
発
行
）
を
、

役
場
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所
で
も
取
り
扱

え
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に

向
け
、
警
察
や
地
域
及
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、

外
灯
組
合
や
町
内
会
等
、
関
係
団
体
と
協
働

し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
及
び
救
急
に
つ
い
て
は
、
七
飯
消
防

署
に
令
和
６
年
度
整
備
予
定
の
油
圧
救
助

器
具
購
入
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
、
引
き
続
き
、
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
や
災
害
時
な
ど
の

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
た
「
町
政
だ
よ
り
七
飯
町
」
や
毎
月
発
行

す
る
町
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
、
各
種
届
出
・
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
戸
籍
関
係
証

明
書
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
等
で

の
健
康
保
険
証
の
利
用
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
の
確
定
申
告
に
加
え
て
、
転
出

届
や
転
入
・
転
居
の
受
付
予
約
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
２ 

快
適
な
ま
ち

　　

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
連
携
し
て
、
人
身
被
害
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
農
業
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
大
沼
の
豊

　　

第
４ 

育
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、
町
内
外
で
運
営
さ
れ
て
い
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
状
況
な
ど

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
保
育
選
択
の
相

談
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
を
支
給
し
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
保
育
園
の
完
全
給
食
化
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
や
生
活
相
談
な

ど
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
立
及
び
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が

連
携
し
、
公
立
と
民
間
を
合
わ
せ
た
受
入
れ

可
能
数
と
利
用
者
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
立
と
民
間
の
利
用
料
差
額

の
助
成
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
最
大
４
千
円

を
６
千
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
公
立
学
童

保
育
の
み
が
実
施
し
て
い
た
多
子
世
帯
の
利

用
料
助
成
分
を
民
間
学
童
保
育
に
も
適
用
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
地
区
及
び
大
中
山
地
区
の
各
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
大
沼
多
目
的
会

館
で
実
施
し
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
、

地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
と
、
親
子
交
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
な
な
っ
ぷ

る
」
を
活
用
し
積
極
的
に
子
育
て
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
児
童
や
家
庭
に
対
し
て

は
、
昨
年
開
設
し
た
「
七
飯
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
下
、
庁
内
関
係
部
局
が

連
携
し
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保

な
ど
必
要
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

基
金
（
仮
称
）
」
の
創
設
を
検
討
し
、
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
方
針

に
お
い
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
へ
の
新
入

学
時
に
必
要
な
教
材
等
の
学
用
品
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
の
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
社
会
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
広
島
へ
の
平
和

大
使
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
開
し
、
平

和
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
町
内
中
学
生

６
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
コ
ー
ド
町
へ

の
海
外
交
流
派
遣
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
香
川

県
三
木
町
を
は
じ
め
つ
な
が
り
の
あ
る
自

治
体
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
助
言
、
保

健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
事
業
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
及
び
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
に
寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
子
育
て
に
必
要
な
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
成
長
の
確
認
と
と
も
に
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
す
る
５
歳

児
健
診
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
町
内
幼
保
職
員
・
教
育
委
員
会
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
健
診
後

の
ケ
ア
や
就
学
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
う
な
ど
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
や
属
性
・
世
代
を
問

わ
ず
「
相
談
支
援
」
「
参
加
支
援
」
「
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施

す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
や

共
助
の
促
進
を
図
る
た
め
、
要
援
護
者
支
え

合
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
な
ど
を
効
果
的

に
活
用
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
七
飯
町
第
５
期
総
合

保
健
福
祉
計
画
の
分
野
別
計
画
で
あ
る
「
第

５
期
地
域
福
祉
計
画
」
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
、

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
、
「
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
と

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
々
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
行
う
健

康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の

健
康
増
進
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

方
々
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
主
体
的
に
健
康
活
動
に
取
り
組
む

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

の
支
援
や
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
援
助
と
外
出
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
生
活
支
援
や
、
見
守
り
活
動
の
強
化
の

ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
補
助
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
総

合
的
な
相
談
支
援
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
自
己

負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
、
疾
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
増
加
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
な
が

ら
、
健
全
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
６ 

と
も
に
歩
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
議
会
が
協
力
し
合
い
、
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
の
声
を
生
か
し

た
町
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

「
町
民
の
声
を
生
か
し
て
創
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
町
政
運
営
の
参

考
あ
る
い
は
町
政
に
反
映
す
る
た
め
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

高
騰
等
の
歳
入
・
歳
出
両
面
に
お
け
る
影
響

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
の
経
費

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
重
要
施
策
の
推
進
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
第
６
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
積
極
的
な
確
保
と
し
て
は
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
有
利
な
補
助
金
の
確

保
や
徴
収
す
べ
き
歳
入
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
経
営
の
視
点

に
立
ち
、
未
利
用
資
産
の
売
払
い
や
利
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
、

町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す

が
、
町
民
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
と
な
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
施
策
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
施
策
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
「
町
民
の
声

を
生
か
し
て
創
る
七
飯
町
」
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
議

会
議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
と
積
極

的
に
対
話
し
、
協
調
と
融
和
に
よ
っ
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
５ 

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
等
に

関
係
す
る
外
食
産
業
は
上
向
き
基
調
の
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
等
の
影

響
を
含
め
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
食
料
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
中
、
担
い
手
の
確
保

や
、
集
出
荷
予
冷
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
産
地
の
差
別
化
と
高
品
質
で
安
全
、

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
や

七
飯
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
財
源
と

し
た
、
木
育
支
援
活
動
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

源
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
す
る
民
有
林
の
整
備
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
森
林
組
合
と
連
携
し
各
種

町
有
林
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
・
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
治
山
事
業
の
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漁
業
資
源

の
確
保
に
注
視
し
つ
つ
、
大
沼
環
境
保
全
対

策
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
水
質
改
善
に
資
す
る
活
動
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
産
業

振
興
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
「
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
給
」
及
び

「
商
工
業
経
営
安
定
資
金
融
資
利
子
補
給
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
拡
大
と
町
内
企
業
へ

の
活
力
を
与
え
、
域
内
循
環
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
な
な
え
赤
松
街
道
納
涼
祭
」、
「
な
な

え
町
グ
ル
メ
発
表
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
な
ど
と
協
力
し
、
創
業
支
援
事
業

及
び
函
館
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
に
お
け
る
事
業
な
ど
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
産
品
の
開
発
を
進
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
定
し
た

財
源
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
な
え
町
物
産

振
興
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
物
産
振
興
を
推

進
す
る
た
め
「
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
大
沼
国
定
公
園
を
中

心
と
し
た
優
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
今
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
」
を
見

据
え
て
、
体
験
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
大
沼
体
験
観
光
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

沼
湖
水
ま
つ
り
」
、
「
大
沼
函
館
雪
と
氷
の
祭

典
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用

し
、
食
・
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
求
職
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
国
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
く
ほ
か
、
南
渡

島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
に
対
し
て
通
年
雇
用
化
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
通
年
雇
用
に

必
要
な
資
格
や
技
術
向
上
を
図
る
た
め
の

技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
就
労
と
雇
用
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
教
育

課
題
解
決
の
た
め
、
全
教
職
員
の
創
意
が
発

揮
で
き
る
協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
減
少
に
伴
い
校
内
で
各
教
科
等
の

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
渡
島
教
育
局
や
渡
島
教
育
研
究
所
、
七

飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
学
校
経
営
の
改
善
等
に
努
め
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
学
校
を
目
指
す
に
は
、
地

域
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
中
学
校
区
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体

的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

⑵
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け

た
指
導
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
育
ち
と
９
年
間
の
学
び
の

連
続
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
重

点
教
育
目
標
達
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
活
用

す
る
力
を
育
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
確
立
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き

各
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま

す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

　

実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
中
で
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な

活
動
を
推
進
し
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
や
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
等
の
充
実

　

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
一
方
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
「
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
対
応
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

解
決
を
図
り
ま
す
。

　

「
七
飯
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
、
昨
年
度
改
定
さ
れ
た
「
北
海
道
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
も
７
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
児
童
生
徒
か
ら
標

語
を
募
集
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
虐
待
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
深
め
ま
す
。

⑸
生
徒
指
導
の
充
実

　

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

指
導
主
事
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
指
導
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
と

連
携
し
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
へ
の
通
級
や
各
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
等
に
課
題
が
あ
る
場
合

は
、
町
長
部
局
と
連
携
を
と
り
対
応
し
ま
す
。

　

校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
「
七
飯
町
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
巡
回
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

拡
充
等
に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

　

七
飯
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

は
、
低
い
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
生
活
習

慣
の
改
善
と
併
せ
て
、
学
校
体
育
の
充
実
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
、
が

ん
教
育
等
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各

学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
多

様
な
個
性
を
引
き
出
す
た
め
、
個
々
の
実
態

や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
適
切
で
一
貫

し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
や
町
立
学
校
に
お
け
る
校

種
間
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
で
適
正
就
学
に
向
け
た
相

談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

　

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま

え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
教
育
大
綱
と
し
て
策
定
し
た
教

育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
育

む
教
育
を
、
さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
あ
っ
て
は
「
夢
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
は
努
力
す
る
、
夢
を
も
つ
こ
と
が
今

を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
基
本
に
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
夢
と
希
望
を

抱
き
続
け
ら
れ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
卒
業
生
の
入
学
者
数
の
拡
大
、

定
員
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
担
当
部
局
と

連
携
は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
七
飯
高
校
の
魅
力
化
ア
ッ
プ

の
取
組
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

型
事
業
へ
の
着
手
も
予
定
し
て
お
り
、
事
務

事
業
、
施
設
管
理
の
見
直
し
は
必
須
の
課
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
影
響
に
配

慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

所
管
施
設
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ 

教
育
基
本
方
針

　

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成

す
る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
本
年
度
も
学
校
教

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備
、
地
域

色
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文
化
財
の

保
護
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委

員
会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１ 

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の

連
携
や
教
育
委
員
会
議
の
公
開
、
情
報
発
信
、

教
育
行
政
方
針
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
を

行
い
、
地
域
に
根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２ 

幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
期
の
教
育
は
、
能
力
開
発
、
身
体
育

成
、
人
格
形
成
、
情
操
と
道
徳
心
の
涵
養
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
す
。
教
職
員
の
資
質

向
上
は
も
と
よ
り
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育
施

設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
幼
児
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
自
然
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
児
童
生
徒

の
学
び
が
保
障
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
特
別
活
動
と
し
て
見
直
し

を
図
っ
た
学
校
行
事
等
に
つ
い
て
、
教
育
活

動
と
し
て
の
意
義
を
学
校
・
地
域
が
共
有
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の
成
長
を
支
援

し
ま
す
。

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
自
治
会
と
連
携
し
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
中
山
老
人
大
学
は
、
本
年
度
開

講
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
教
育
行
政
方
針
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ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日
本
全
体
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
内
１

７
９
市
町
村
の
内
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
社
会
増
と
な
っ
た
35
市
町

村
に
は
七
飯
町
も
含
ま
れ
、
上
位
５
番
目
と

な
る
な
ど
、
４
年
連
続
で
社
会
増
を
継
続
し

つ
つ
、
人
口
減
少
を
微
減
に
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観

光
に
お
い
て
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の
育
成
、
持
続
可
能

な
雇
用
体
制
や
人
材
確
保
な
ど
、
生
産
人
口

の
確
保
に
努
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ

っ
て
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
堅
実
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
七
飯
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
に
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
、
教
育
の
充
実
、
産
業

の
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
波
及
効
果
が

大
き
い
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
人
口
減

少
の
進
行
を
微
減
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
、
具
体
的

な
施
策
を
引
き
続
き
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
。

②
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を

整
え
る
。

③
食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産

業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④
七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び

込
み
・
呼
び
戻
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
七
飯

町
が
進
む
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
後
期
５
年
間
の
３
年
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
の
着
実
な
取
組
を

継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
に
臨
む
に
当
た
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
「
主
要
施
策
の
推
進
」
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
１
１
３
億
３
千
４

百
万
円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ 

主
要
施
策
の
推
進

　

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯

町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

第
１ 

安
全
・
便
利
な
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
交
通

網
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
１
路
線
の

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
関
連
で
３
橋
梁

の
修
繕
事
業
、
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
道
負
担
金
事
業
で
１
橋
梁
の
架

替
関
連
事
業
、
単
独
事
業
で
15
路
線
の
改
良

舗
装
及
び
排
水
整
備
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
七

飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
本
坑
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
早
期
完
成
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園
鹿
部
線
、

大
沼
公
園
線
、
大
野
大
中
山
線
及
び
七
飯
大

野
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

北
海
道
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

の
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か
、

藤
城
川
、
水
無
沢
川
及
び
蒜
沢
川
の
砂
防
事

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
２
河
川
の
浚
渫
工
事
、

１
河
川
の
排
水
路
整
備
な
ど
を
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保

全
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
や
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
未
来
に
つ
な
げ
成
長
し
続
け
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
町

外
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
七
飯
町

の
移
住
・
定
住
人
口
や
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
移
住
体
験
の
提
供
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
と
連
携
し
、
湖
水
や
流
入
河
川
の
監
視

と
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
現
場
の
状
況

に
合
っ
た
改
善
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
浄
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
分
別
の

徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
再
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
等

に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
事
業
を
順
次
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
訂
さ
れ
た
七

飯
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
七
飯
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

更
新
並
び
に
耐
震
化
を
行
う
ほ
か
、
隔
月
検

針
・
請
求
の
実
施
等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
水
道
料
金
の
適
正
化
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
更
新
を
効
率
的
に

進
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
の
汚
水
処
理
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

新
汚
水
処
理
方
式
の
選
定
に
必
要
と
な
る

調
査
・
設
計
等
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
等
の

概
算
建
設
費
用
の
算
出
や
懸
案
事
項
等
の

整
理
・
協
議
を
行
い
、
将
来
の
汚
水
管
路
更

新
等
を
見
据
え
た
下
水
道
事
業
の
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
七
飯
総
合
公

園
（
あ
か
ま
つ
公
園
）
の
噴
水
内
防
水
層
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
層
ひ
び
割
れ
補
修
の

ほ
か
、
階
段
手
摺
設
置
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
や
生
活
の

変
化
に
よ
る
様
々
な
健
康
課
題
に
向
け
て
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

的
に
自
ら
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
や
食
生

活
の
改
善
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
に
及

ぶ
「
第
４
期
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
従
前
ま
で
の
健
康
施
策
に

加
え
、
新
た
に
50
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
自
己
負
担
額

を
半
額
助
成
し
、
免
疫
低
下
に
よ
る
疾
患
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
に
よ
る
自
殺
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
、
役
場
窓
口
業
務
に
関

わ
る
職
員
が
町
民
の
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ

ン
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
、
人
材
育
成
事
業

と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」
を
新

た
に
導
入
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
実
施
結
果
を

基
に
、
よ
り
効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
施
策
の
展
開
に
向
け
て
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
既
存
交
通
手
段
に
加
え
、

新
た
な
交
通
手
段
の
可
能
性
を
含
め
た
総

合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
つ
つ
、
町
民
を
は
じ
め
、
人
々
の
移

動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
七
飯
町
空

家
等
対
策
計
画
」
を
更
新
し
、
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
空
き
家
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
な
ど
の
活
用
を
促
し
、
昭
和
55
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
と
周

辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危

険
な
特
定
空
家
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
Ｂ
団
地

９
号
棟
及
び
本
町
上
台
団
地
５
号
棟
の
屋
根
や

外
壁
の
改
修
工
事
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
そ
し
て
関
係
諸
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々

と
変
化
す
る
交
通
事
故
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
加
す
る
中
で
、
運
転
操
作
ミ
ス

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
継
続
し
、
交
通

安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
未
登
録
や
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
自
動
車
等
の
運
行
に
係

る
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
発
行
）
を
、

役
場
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所
で
も
取
り
扱

え
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に

向
け
、
警
察
や
地
域
及
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、

外
灯
組
合
や
町
内
会
等
、
関
係
団
体
と
協
働

し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
及
び
救
急
に
つ
い
て
は
、
七
飯
消
防

署
に
令
和
６
年
度
整
備
予
定
の
油
圧
救
助

器
具
購
入
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
、
引
き
続
き
、
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
や
災
害
時
な
ど
の

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
た
「
町
政
だ
よ
り
七
飯
町
」
や
毎
月
発
行

す
る
町
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
、
各
種
届
出
・
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
戸
籍
関
係
証

明
書
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
等
で

の
健
康
保
険
証
の
利
用
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
の
確
定
申
告
に
加
え
て
、
転
出

届
や
転
入
・
転
居
の
受
付
予
約
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
２ 

快
適
な
ま
ち

　　

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
連
携
し
て
、
人
身
被
害
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
農
業
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
大
沼
の
豊

　　

第
４ 

育
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、
町
内
外
で
運
営
さ
れ
て
い
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
状
況
な
ど

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
保
育
選
択
の
相

談
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
を
支
給
し
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
保
育
園
の
完
全
給
食
化
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
や
生
活
相
談
な

ど
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
立
及
び
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が

連
携
し
、
公
立
と
民
間
を
合
わ
せ
た
受
入
れ

可
能
数
と
利
用
者
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
立
と
民
間
の
利
用
料
差
額

の
助
成
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
最
大
４
千
円

を
６
千
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
公
立
学
童

保
育
の
み
が
実
施
し
て
い
た
多
子
世
帯
の
利

用
料
助
成
分
を
民
間
学
童
保
育
に
も
適
用
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
地
区
及
び
大
中
山
地
区
の
各
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
大
沼
多
目
的
会

館
で
実
施
し
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
、

地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
と
、
親
子
交
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
な
な
っ
ぷ

る
」
を
活
用
し
積
極
的
に
子
育
て
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
児
童
や
家
庭
に
対
し
て

は
、
昨
年
開
設
し
た
「
七
飯
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
下
、
庁
内
関
係
部
局
が

連
携
し
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保

な
ど
必
要
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

基
金
（
仮
称
）
」
の
創
設
を
検
討
し
、
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
方
針

に
お
い
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
へ
の
新
入

学
時
に
必
要
な
教
材
等
の
学
用
品
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
の
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
社
会
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
広
島
へ
の
平
和

大
使
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
開
し
、
平

和
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
町
内
中
学
生

６
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
コ
ー
ド
町
へ

の
海
外
交
流
派
遣
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
香
川

県
三
木
町
を
は
じ
め
つ
な
が
り
の
あ
る
自

治
体
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
助
言
、
保

健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
事
業
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
及
び
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
に
寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
子
育
て
に
必
要
な
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
成
長
の
確
認
と
と
も
に
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
す
る
５
歳

児
健
診
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
町
内
幼
保
職
員
・
教
育
委
員
会
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
健
診
後

の
ケ
ア
や
就
学
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
う
な
ど
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
や
属
性
・
世
代
を
問

わ
ず
「
相
談
支
援
」
「
参
加
支
援
」
「
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施

す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
や

共
助
の
促
進
を
図
る
た
め
、
要
援
護
者
支
え

合
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
な
ど
を
効
果
的

に
活
用
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
七
飯
町
第
５
期
総
合

保
健
福
祉
計
画
の
分
野
別
計
画
で
あ
る
「
第

５
期
地
域
福
祉
計
画
」
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
、

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
、
「
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
と

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
々
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
行
う
健

康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の

健
康
増
進
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

方
々
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
主
体
的
に
健
康
活
動
に
取
り
組
む

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

の
支
援
や
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
援
助
と
外
出
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
生
活
支
援
や
、
見
守
り
活
動
の
強
化
の

ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
補
助
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
総

合
的
な
相
談
支
援
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
自
己

負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
、
疾
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
増
加
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
な
が

ら
、
健
全
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
６ 

と
も
に
歩
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
議
会
が
協
力
し
合
い
、
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
の
声
を
生
か
し

た
町
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

「
町
民
の
声
を
生
か
し
て
創
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
町
政
運
営
の
参

考
あ
る
い
は
町
政
に
反
映
す
る
た
め
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

高
騰
等
の
歳
入
・
歳
出
両
面
に
お
け
る
影
響

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
の
経
費

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
重
要
施
策
の
推
進
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
第
６
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
積
極
的
な
確
保
と
し
て
は
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
有
利
な
補
助
金
の
確

保
や
徴
収
す
べ
き
歳
入
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
経
営
の
視
点

に
立
ち
、
未
利
用
資
産
の
売
払
い
や
利
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
、

町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す

が
、
町
民
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
と
な
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
施
策
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
施
策
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
「
町
民
の
声

を
生
か
し
て
創
る
七
飯
町
」
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
議

会
議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
と
積
極

的
に
対
話
し
、
協
調
と
融
和
に
よ
っ
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
５ 

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
等
に

関
係
す
る
外
食
産
業
は
上
向
き
基
調
の
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
等
の
影

響
を
含
め
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
食
料
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
中
、
担
い
手
の
確
保

や
、
集
出
荷
予
冷
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
産
地
の
差
別
化
と
高
品
質
で
安
全
、

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
や

七
飯
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
財
源
と

し
た
、
木
育
支
援
活
動
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

源
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
す
る
民
有
林
の
整
備
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
森
林
組
合
と
連
携
し
各
種

町
有
林
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
・
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
治
山
事
業
の
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漁
業
資
源

の
確
保
に
注
視
し
つ
つ
、
大
沼
環
境
保
全
対

策
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
水
質
改
善
に
資
す
る
活
動
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
産
業

振
興
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
「
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
給
」
及
び

「
商
工
業
経
営
安
定
資
金
融
資
利
子
補
給
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
拡
大
と
町
内
企
業
へ

の
活
力
を
与
え
、
域
内
循
環
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
な
な
え
赤
松
街
道
納
涼
祭
」、
「
な
な

え
町
グ
ル
メ
発
表
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
な
ど
と
協
力
し
、
創
業
支
援
事
業

及
び
函
館
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
に
お
け
る
事
業
な
ど
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
産
品
の
開
発
を
進
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
定
し
た

財
源
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
な
え
町
物
産

振
興
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
物
産
振
興
を
推

進
す
る
た
め
「
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
大
沼
国
定
公
園
を
中

心
と
し
た
優
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
今
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
」
を
見

据
え
て
、
体
験
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
大
沼
体
験
観
光
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

沼
湖
水
ま
つ
り
」
、
「
大
沼
函
館
雪
と
氷
の
祭

典
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用

し
、
食
・
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
求
職
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
国
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
く
ほ
か
、
南
渡

島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
に
対
し
て
通
年
雇
用
化
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
通
年
雇
用
に

必
要
な
資
格
や
技
術
向
上
を
図
る
た
め
の

技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
就
労
と
雇
用
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
教
育

課
題
解
決
の
た
め
、
全
教
職
員
の
創
意
が
発

揮
で
き
る
協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
減
少
に
伴
い
校
内
で
各
教
科
等
の

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
渡
島
教
育
局
や
渡
島
教
育
研
究
所
、
七

飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
学
校
経
営
の
改
善
等
に
努
め
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
学
校
を
目
指
す
に
は
、
地

域
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
中
学
校
区
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体

的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

⑵
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け

た
指
導
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
育
ち
と
９
年
間
の
学
び
の

連
続
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
重

点
教
育
目
標
達
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
活
用

す
る
力
を
育
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
確
立
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き

各
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま

す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

　

実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
中
で
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な

活
動
を
推
進
し
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
や
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
等
の
充
実

　

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
一
方
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
「
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
対
応
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

解
決
を
図
り
ま
す
。

　

「
七
飯
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
、
昨
年
度
改
定
さ
れ
た
「
北
海
道
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
も
７
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
児
童
生
徒
か
ら
標

語
を
募
集
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
虐
待
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
深
め
ま
す
。

⑸
生
徒
指
導
の
充
実

　

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

指
導
主
事
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
指
導
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
と

連
携
し
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
へ
の
通
級
や
各
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
等
に
課
題
が
あ
る
場
合

は
、
町
長
部
局
と
連
携
を
と
り
対
応
し
ま
す
。

　

校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
「
七
飯
町
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
巡
回
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

拡
充
等
に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

　

七
飯
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

は
、
低
い
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
生
活
習

慣
の
改
善
と
併
せ
て
、
学
校
体
育
の
充
実
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
、
が

ん
教
育
等
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各

学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
多

様
な
個
性
を
引
き
出
す
た
め
、
個
々
の
実
態

や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
適
切
で
一
貫

し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
や
町
立
学
校
に
お
け
る
校

種
間
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
で
適
正
就
学
に
向
け
た
相

談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

　

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま

え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
教
育
大
綱
と
し
て
策
定
し
た
教

育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
育

む
教
育
を
、
さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
あ
っ
て
は
「
夢
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
は
努
力
す
る
、
夢
を
も
つ
こ
と
が
今

を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
基
本
に
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
夢
と
希
望
を

抱
き
続
け
ら
れ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
卒
業
生
の
入
学
者
数
の
拡
大
、

定
員
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
担
当
部
局
と

連
携
は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
七
飯
高
校
の
魅
力
化
ア
ッ
プ

の
取
組
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

型
事
業
へ
の
着
手
も
予
定
し
て
お
り
、
事
務

事
業
、
施
設
管
理
の
見
直
し
は
必
須
の
課
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
影
響
に
配

慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

所
管
施
設
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ 

教
育
基
本
方
針

　

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成

す
る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
本
年
度
も
学
校
教

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備
、
地
域

色
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文
化
財
の

保
護
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委

員
会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１ 

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の

連
携
や
教
育
委
員
会
議
の
公
開
、
情
報
発
信
、

教
育
行
政
方
針
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
を

行
い
、
地
域
に
根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２ 

幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
期
の
教
育
は
、
能
力
開
発
、
身
体
育

成
、
人
格
形
成
、
情
操
と
道
徳
心
の
涵
養
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
す
。
教
職
員
の
資
質

向
上
は
も
と
よ
り
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育
施

設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
幼
児
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
自
然
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
児
童
生
徒

の
学
び
が
保
障
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
特
別
活
動
と
し
て
見
直
し

を
図
っ
た
学
校
行
事
等
に
つ
い
て
、
教
育
活

動
と
し
て
の
意
義
を
学
校
・
地
域
が
共
有
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の
成
長
を
支
援

し
ま
す
。

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
自
治
会
と
連
携
し
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
中
山
老
人
大
学
は
、
本
年
度
開

講
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
教
育
行
政
方
針
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ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日
本
全
体
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
内
１

７
９
市
町
村
の
内
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
社
会
増
と
な
っ
た
35
市
町

村
に
は
七
飯
町
も
含
ま
れ
、
上
位
５
番
目
と

な
る
な
ど
、
４
年
連
続
で
社
会
増
を
継
続
し

つ
つ
、
人
口
減
少
を
微
減
に
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観

光
に
お
い
て
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の
育
成
、
持
続
可
能

な
雇
用
体
制
や
人
材
確
保
な
ど
、
生
産
人
口

の
確
保
に
努
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ

っ
て
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
堅
実
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
七
飯
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
に
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
、
教
育
の
充
実
、
産
業

の
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
波
及
効
果
が

大
き
い
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
人
口
減

少
の
進
行
を
微
減
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
、
具
体
的

な
施
策
を
引
き
続
き
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
。

②
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を

整
え
る
。

③
食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産

業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④
七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び

込
み
・
呼
び
戻
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
七
飯

町
が
進
む
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
後
期
５
年
間
の
３
年
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
の
着
実
な
取
組
を

継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
に
臨
む
に
当
た
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
「
主
要
施
策
の
推
進
」
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
１
１
３
億
３
千
４

百
万
円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ 

主
要
施
策
の
推
進

　

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯

町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

第
１ 

安
全
・
便
利
な
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
交
通

網
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
１
路
線
の

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
関
連
で
３
橋
梁

の
修
繕
事
業
、
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
道
負
担
金
事
業
で
１
橋
梁
の
架

替
関
連
事
業
、
単
独
事
業
で
15
路
線
の
改
良

舗
装
及
び
排
水
整
備
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
七

飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
本
坑
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
早
期
完
成
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園
鹿
部
線
、

大
沼
公
園
線
、
大
野
大
中
山
線
及
び
七
飯
大

野
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

北
海
道
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

の
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か
、

藤
城
川
、
水
無
沢
川
及
び
蒜
沢
川
の
砂
防
事

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
２
河
川
の
浚
渫
工
事
、

１
河
川
の
排
水
路
整
備
な
ど
を
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保

全
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
や
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
未
来
に
つ
な
げ
成
長
し
続
け
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
町

外
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
七
飯
町

の
移
住
・
定
住
人
口
や
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
移
住
体
験
の
提
供
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
と
連
携
し
、
湖
水
や
流
入
河
川
の
監
視

と
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
現
場
の
状
況

に
合
っ
た
改
善
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
浄
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
分
別
の

徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
再
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
等

に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
事
業
を
順
次
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
訂
さ
れ
た
七

飯
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
七
飯
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

更
新
並
び
に
耐
震
化
を
行
う
ほ
か
、
隔
月
検

針
・
請
求
の
実
施
等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
水
道
料
金
の
適
正
化
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
更
新
を
効
率
的
に

進
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
の
汚
水
処
理
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

新
汚
水
処
理
方
式
の
選
定
に
必
要
と
な
る

調
査
・
設
計
等
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
等
の

概
算
建
設
費
用
の
算
出
や
懸
案
事
項
等
の

整
理
・
協
議
を
行
い
、
将
来
の
汚
水
管
路
更

新
等
を
見
据
え
た
下
水
道
事
業
の
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
七
飯
総
合
公

園
（
あ
か
ま
つ
公
園
）
の
噴
水
内
防
水
層
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
層
ひ
び
割
れ
補
修
の

ほ
か
、
階
段
手
摺
設
置
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
や
生
活
の

変
化
に
よ
る
様
々
な
健
康
課
題
に
向
け
て
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

的
に
自
ら
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
や
食
生

活
の
改
善
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
に
及

ぶ
「
第
４
期
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
従
前
ま
で
の
健
康
施
策
に

加
え
、
新
た
に
50
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
自
己
負
担
額

を
半
額
助
成
し
、
免
疫
低
下
に
よ
る
疾
患
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
に
よ
る
自
殺
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
、
役
場
窓
口
業
務
に
関

わ
る
職
員
が
町
民
の
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ

ン
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
、
人
材
育
成
事
業

と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」
を
新

た
に
導
入
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
実
施
結
果
を

基
に
、
よ
り
効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
施
策
の
展
開
に
向
け
て
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
既
存
交
通
手
段
に
加
え
、

新
た
な
交
通
手
段
の
可
能
性
を
含
め
た
総

合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
つ
つ
、
町
民
を
は
じ
め
、
人
々
の
移

動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
七
飯
町
空

家
等
対
策
計
画
」
を
更
新
し
、
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
空
き
家
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
な
ど
の
活
用
を
促
し
、
昭
和
55
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
と
周

辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危

険
な
特
定
空
家
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
Ｂ
団
地

９
号
棟
及
び
本
町
上
台
団
地
５
号
棟
の
屋
根
や

外
壁
の
改
修
工
事
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
そ
し
て
関
係
諸
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々

と
変
化
す
る
交
通
事
故
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
加
す
る
中
で
、
運
転
操
作
ミ
ス

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
継
続
し
、
交
通

安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
未
登
録
や
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
自
動
車
等
の
運
行
に
係

る
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
発
行
）
を
、

役
場
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所
で
も
取
り
扱

え
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に

向
け
、
警
察
や
地
域
及
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、

外
灯
組
合
や
町
内
会
等
、
関
係
団
体
と
協
働

し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
及
び
救
急
に
つ
い
て
は
、
七
飯
消
防

署
に
令
和
６
年
度
整
備
予
定
の
油
圧
救
助

器
具
購
入
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
、
引
き
続
き
、
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
や
災
害
時
な
ど
の

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
た
「
町
政
だ
よ
り
七
飯
町
」
や
毎
月
発
行

す
る
町
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
、
各
種
届
出
・
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
戸
籍
関
係
証

明
書
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
等
で

の
健
康
保
険
証
の
利
用
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
の
確
定
申
告
に
加
え
て
、
転
出

届
や
転
入
・
転
居
の
受
付
予
約
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
２ 

快
適
な
ま
ち

　　

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
連
携
し
て
、
人
身
被
害
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
農
業
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
大
沼
の
豊

　　

第
４ 

育
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、
町
内
外
で
運
営
さ
れ
て
い
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
状
況
な
ど

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
保
育
選
択
の
相

談
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
を
支
給
し
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
保
育
園
の
完
全
給
食
化
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
や
生
活
相
談
な

ど
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
立
及
び
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が

連
携
し
、
公
立
と
民
間
を
合
わ
せ
た
受
入
れ

可
能
数
と
利
用
者
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
立
と
民
間
の
利
用
料
差
額

の
助
成
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
最
大
４
千
円

を
６
千
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
公
立
学
童

保
育
の
み
が
実
施
し
て
い
た
多
子
世
帯
の
利

用
料
助
成
分
を
民
間
学
童
保
育
に
も
適
用
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
地
区
及
び
大
中
山
地
区
の
各
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
大
沼
多
目
的
会

館
で
実
施
し
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
、

地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
と
、
親
子
交
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
な
な
っ
ぷ

る
」
を
活
用
し
積
極
的
に
子
育
て
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
児
童
や
家
庭
に
対
し
て

は
、
昨
年
開
設
し
た
「
七
飯
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
下
、
庁
内
関
係
部
局
が

連
携
し
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保

な
ど
必
要
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

基
金
（
仮
称
）
」
の
創
設
を
検
討
し
、
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
方
針

に
お
い
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
へ
の
新
入

学
時
に
必
要
な
教
材
等
の
学
用
品
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
の
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
社
会
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
広
島
へ
の
平
和

大
使
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
開
し
、
平

和
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
町
内
中
学
生

６
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
コ
ー
ド
町
へ

の
海
外
交
流
派
遣
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
香
川

県
三
木
町
を
は
じ
め
つ
な
が
り
の
あ
る
自

治
体
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
助
言
、
保

健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
事
業
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
及
び
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
に
寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
子
育
て
に
必
要
な
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
成
長
の
確
認
と
と
も
に
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
す
る
５
歳

児
健
診
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
町
内
幼
保
職
員
・
教
育
委
員
会
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
健
診
後

の
ケ
ア
や
就
学
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
う
な
ど
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
や
属
性
・
世
代
を
問

わ
ず
「
相
談
支
援
」
「
参
加
支
援
」
「
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施

す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
や

共
助
の
促
進
を
図
る
た
め
、
要
援
護
者
支
え

合
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
な
ど
を
効
果
的

に
活
用
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
七
飯
町
第
５
期
総
合

保
健
福
祉
計
画
の
分
野
別
計
画
で
あ
る
「
第

５
期
地
域
福
祉
計
画
」
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
、

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
、
「
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
と

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
々
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
行
う
健

康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の

健
康
増
進
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

方
々
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
主
体
的
に
健
康
活
動
に
取
り
組
む

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

の
支
援
や
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
援
助
と
外
出
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
生
活
支
援
や
、
見
守
り
活
動
の
強
化
の

ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
補
助
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
総

合
的
な
相
談
支
援
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
自
己

負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
、
疾
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
増
加
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
な
が

ら
、
健
全
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
６ 

と
も
に
歩
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
議
会
が
協
力
し
合
い
、
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
の
声
を
生
か
し

た
町
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

「
町
民
の
声
を
生
か
し
て
創
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
町
政
運
営
の
参

考
あ
る
い
は
町
政
に
反
映
す
る
た
め
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

高
騰
等
の
歳
入
・
歳
出
両
面
に
お
け
る
影
響

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
の
経
費

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
重
要
施
策
の
推
進
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
第
６
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
積
極
的
な
確
保
と
し
て
は
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
有
利
な
補
助
金
の
確

保
や
徴
収
す
べ
き
歳
入
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
経
営
の
視
点

に
立
ち
、
未
利
用
資
産
の
売
払
い
や
利
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
、

町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す

が
、
町
民
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
と
な
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
施
策
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
施
策
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
「
町
民
の
声

を
生
か
し
て
創
る
七
飯
町
」
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
議

会
議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
と
積
極

的
に
対
話
し
、
協
調
と
融
和
に
よ
っ
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
５ 

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
等
に

関
係
す
る
外
食
産
業
は
上
向
き
基
調
の
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
等
の
影

響
を
含
め
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
食
料
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
中
、
担
い
手
の
確
保

や
、
集
出
荷
予
冷
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
産
地
の
差
別
化
と
高
品
質
で
安
全
、

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
や

七
飯
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
財
源
と

し
た
、
木
育
支
援
活
動
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

源
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
す
る
民
有
林
の
整
備
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
森
林
組
合
と
連
携
し
各
種

町
有
林
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
・
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
治
山
事
業
の
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漁
業
資
源

の
確
保
に
注
視
し
つ
つ
、
大
沼
環
境
保
全
対

策
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
水
質
改
善
に
資
す
る
活
動
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
産
業

振
興
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
「
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
給
」
及
び

「
商
工
業
経
営
安
定
資
金
融
資
利
子
補
給
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
拡
大
と
町
内
企
業
へ

の
活
力
を
与
え
、
域
内
循
環
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
な
な
え
赤
松
街
道
納
涼
祭
」、
「
な
な

え
町
グ
ル
メ
発
表
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
な
ど
と
協
力
し
、
創
業
支
援
事
業

及
び
函
館
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
に
お
け
る
事
業
な
ど
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
産
品
の
開
発
を
進
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
定
し
た

財
源
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
な
え
町
物
産

振
興
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
物
産
振
興
を
推

進
す
る
た
め
「
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
大
沼
国
定
公
園
を
中

心
と
し
た
優
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
今
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
」
を
見

据
え
て
、
体
験
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
大
沼
体
験
観
光
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

沼
湖
水
ま
つ
り
」
、
「
大
沼
函
館
雪
と
氷
の
祭

典
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用

し
、
食
・
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
求
職
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
国
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
く
ほ
か
、
南
渡

島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
に
対
し
て
通
年
雇
用
化
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
通
年
雇
用
に

必
要
な
資
格
や
技
術
向
上
を
図
る
た
め
の

技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
就
労
と
雇
用
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
教
育

課
題
解
決
の
た
め
、
全
教
職
員
の
創
意
が
発

揮
で
き
る
協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
減
少
に
伴
い
校
内
で
各
教
科
等
の

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
渡
島
教
育
局
や
渡
島
教
育
研
究
所
、
七

飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
学
校
経
営
の
改
善
等
に
努
め
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
学
校
を
目
指
す
に
は
、
地

域
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
中
学
校
区
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体

的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

⑵
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け

た
指
導
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
育
ち
と
９
年
間
の
学
び
の

連
続
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
重

点
教
育
目
標
達
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
活
用

す
る
力
を
育
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
確
立
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き

各
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま

す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

　

実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
中
で
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な

活
動
を
推
進
し
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
や
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
等
の
充
実

　

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
一
方
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
「
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
対
応
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

解
決
を
図
り
ま
す
。

　

「
七
飯
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
、
昨
年
度
改
定
さ
れ
た
「
北
海
道
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
も
７
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
児
童
生
徒
か
ら
標

語
を
募
集
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
虐
待
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
深
め
ま
す
。

⑸
生
徒
指
導
の
充
実

　

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

指
導
主
事
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
指
導
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
と

連
携
し
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
へ
の
通
級
や
各
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
等
に
課
題
が
あ
る
場
合

は
、
町
長
部
局
と
連
携
を
と
り
対
応
し
ま
す
。

　

校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
「
七
飯
町
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
巡
回
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

拡
充
等
に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

　

七
飯
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

は
、
低
い
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
生
活
習

慣
の
改
善
と
併
せ
て
、
学
校
体
育
の
充
実
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
、
が

ん
教
育
等
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各

学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
多

様
な
個
性
を
引
き
出
す
た
め
、
個
々
の
実
態

や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
適
切
で
一
貫

し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
や
町
立
学
校
に
お
け
る
校

種
間
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
で
適
正
就
学
に
向
け
た
相

談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

　

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま

え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
教
育
大
綱
と
し
て
策
定
し
た
教

育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
育

む
教
育
を
、
さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
あ
っ
て
は
「
夢
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
は
努
力
す
る
、
夢
を
も
つ
こ
と
が
今

を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
基
本
に
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
夢
と
希
望
を

抱
き
続
け
ら
れ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
卒
業
生
の
入
学
者
数
の
拡
大
、

定
員
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
担
当
部
局
と

連
携
は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
七
飯
高
校
の
魅
力
化
ア
ッ
プ

の
取
組
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

型
事
業
へ
の
着
手
も
予
定
し
て
お
り
、
事
務

事
業
、
施
設
管
理
の
見
直
し
は
必
須
の
課
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
影
響
に
配

慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

所
管
施
設
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ 

教
育
基
本
方
針

　

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成

す
る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
本
年
度
も
学
校
教

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備
、
地
域

色
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文
化
財
の

保
護
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委

員
会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１ 

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の

連
携
や
教
育
委
員
会
議
の
公
開
、
情
報
発
信
、

教
育
行
政
方
針
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
を

行
い
、
地
域
に
根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２ 

幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
期
の
教
育
は
、
能
力
開
発
、
身
体
育

成
、
人
格
形
成
、
情
操
と
道
徳
心
の
涵
養
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
す
。
教
職
員
の
資
質

向
上
は
も
と
よ
り
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育
施

設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
幼
児
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
自
然
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
児
童
生
徒

の
学
び
が
保
障
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
特
別
活
動
と
し
て
見
直
し

を
図
っ
た
学
校
行
事
等
に
つ
い
て
、
教
育
活

動
と
し
て
の
意
義
を
学
校
・
地
域
が
共
有
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の
成
長
を
支
援

し
ま
す
。

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
自
治
会
と
連
携
し
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
中
山
老
人
大
学
は
、
本
年
度
開

講
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
教
育
行
政
方
針
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ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日
本
全
体
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
内
１

７
９
市
町
村
の
内
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
社
会
増
と
な
っ
た
35
市
町

村
に
は
七
飯
町
も
含
ま
れ
、
上
位
５
番
目
と

な
る
な
ど
、
４
年
連
続
で
社
会
増
を
継
続
し

つ
つ
、
人
口
減
少
を
微
減
に
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観

光
に
お
い
て
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の
育
成
、
持
続
可
能

な
雇
用
体
制
や
人
材
確
保
な
ど
、
生
産
人
口

の
確
保
に
努
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ

っ
て
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
堅
実
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
七
飯
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
に
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
、
教
育
の
充
実
、
産
業

の
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
波
及
効
果
が

大
き
い
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
人
口
減

少
の
進
行
を
微
減
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
、
具
体
的

な
施
策
を
引
き
続
き
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
。

②
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を

整
え
る
。

③
食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産

業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④
七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び

込
み
・
呼
び
戻
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
七
飯

町
が
進
む
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
後
期
５
年
間
の
３
年
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
の
着
実
な
取
組
を

継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
に
臨
む
に
当
た
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
「
主
要
施
策
の
推
進
」
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
１
１
３
億
３
千
４

百
万
円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ 

主
要
施
策
の
推
進

　

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯

町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

第
１ 

安
全
・
便
利
な
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
交
通

網
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
１
路
線
の

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
関
連
で
３
橋
梁

の
修
繕
事
業
、
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
道
負
担
金
事
業
で
１
橋
梁
の
架

替
関
連
事
業
、
単
独
事
業
で
15
路
線
の
改
良

舗
装
及
び
排
水
整
備
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
七

飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
本
坑
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
早
期
完
成
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園
鹿
部
線
、

大
沼
公
園
線
、
大
野
大
中
山
線
及
び
七
飯
大

野
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

北
海
道
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

の
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か
、

藤
城
川
、
水
無
沢
川
及
び
蒜
沢
川
の
砂
防
事

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
２
河
川
の
浚
渫
工
事
、

１
河
川
の
排
水
路
整
備
な
ど
を
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保

全
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
や
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
未
来
に
つ
な
げ
成
長
し
続
け
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
町

外
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
七
飯
町

の
移
住
・
定
住
人
口
や
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
移
住
体
験
の
提
供
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
と
連
携
し
、
湖
水
や
流
入
河
川
の
監
視

と
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
現
場
の
状
況

に
合
っ
た
改
善
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
浄
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
分
別
の

徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
再
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
等

に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
事
業
を
順
次
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
訂
さ
れ
た
七

飯
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
七
飯
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

更
新
並
び
に
耐
震
化
を
行
う
ほ
か
、
隔
月
検

針
・
請
求
の
実
施
等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
水
道
料
金
の
適
正
化
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
更
新
を
効
率
的
に

進
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
の
汚
水
処
理
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

新
汚
水
処
理
方
式
の
選
定
に
必
要
と
な
る

調
査
・
設
計
等
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
等
の

概
算
建
設
費
用
の
算
出
や
懸
案
事
項
等
の

整
理
・
協
議
を
行
い
、
将
来
の
汚
水
管
路
更

新
等
を
見
据
え
た
下
水
道
事
業
の
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
七
飯
総
合
公

園
（
あ
か
ま
つ
公
園
）
の
噴
水
内
防
水
層
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
層
ひ
び
割
れ
補
修
の

ほ
か
、
階
段
手
摺
設
置
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
や
生
活
の

変
化
に
よ
る
様
々
な
健
康
課
題
に
向
け
て
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

的
に
自
ら
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
や
食
生

活
の
改
善
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
に
及

ぶ
「
第
４
期
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
従
前
ま
で
の
健
康
施
策
に

加
え
、
新
た
に
50
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
自
己
負
担
額

を
半
額
助
成
し
、
免
疫
低
下
に
よ
る
疾
患
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
に
よ
る
自
殺
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
、
役
場
窓
口
業
務
に
関

わ
る
職
員
が
町
民
の
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ

ン
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
、
人
材
育
成
事
業

と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」
を
新

た
に
導
入
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
実
施
結
果
を

基
に
、
よ
り
効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
施
策
の
展
開
に
向
け
て
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
既
存
交
通
手
段
に
加
え
、

新
た
な
交
通
手
段
の
可
能
性
を
含
め
た
総

合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
つ
つ
、
町
民
を
は
じ
め
、
人
々
の
移

動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
七
飯
町
空

家
等
対
策
計
画
」
を
更
新
し
、
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
空
き
家
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
な
ど
の
活
用
を
促
し
、
昭
和
55
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
と
周

辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危

険
な
特
定
空
家
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
Ｂ
団
地

９
号
棟
及
び
本
町
上
台
団
地
５
号
棟
の
屋
根
や

外
壁
の
改
修
工
事
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
そ
し
て
関
係
諸
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々

と
変
化
す
る
交
通
事
故
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
加
す
る
中
で
、
運
転
操
作
ミ
ス

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
継
続
し
、
交
通

安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
未
登
録
や
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
自
動
車
等
の
運
行
に
係

る
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
発
行
）
を
、

役
場
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所
で
も
取
り
扱

え
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に

向
け
、
警
察
や
地
域
及
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、

外
灯
組
合
や
町
内
会
等
、
関
係
団
体
と
協
働

し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
及
び
救
急
に
つ
い
て
は
、
七
飯
消
防

署
に
令
和
６
年
度
整
備
予
定
の
油
圧
救
助

器
具
購
入
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
、
引
き
続
き
、
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
や
災
害
時
な
ど
の

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
た
「
町
政
だ
よ
り
七
飯
町
」
や
毎
月
発
行

す
る
町
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
、
各
種
届
出
・
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
戸
籍
関
係
証

明
書
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
等
で

の
健
康
保
険
証
の
利
用
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
の
確
定
申
告
に
加
え
て
、
転
出

届
や
転
入
・
転
居
の
受
付
予
約
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
２ 

快
適
な
ま
ち

　　

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
連
携
し
て
、
人
身
被
害
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
農
業
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
大
沼
の
豊

　　

第
４ 

育
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、
町
内
外
で
運
営
さ
れ
て
い
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
状
況
な
ど

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
保
育
選
択
の
相

談
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
を
支
給
し
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
保
育
園
の
完
全
給
食
化
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
や
生
活
相
談
な

ど
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
立
及
び
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が

連
携
し
、
公
立
と
民
間
を
合
わ
せ
た
受
入
れ

可
能
数
と
利
用
者
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
立
と
民
間
の
利
用
料
差
額

の
助
成
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
最
大
４
千
円

を
６
千
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
公
立
学
童

保
育
の
み
が
実
施
し
て
い
た
多
子
世
帯
の
利

用
料
助
成
分
を
民
間
学
童
保
育
に
も
適
用
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
地
区
及
び
大
中
山
地
区
の
各
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
大
沼
多
目
的
会

館
で
実
施
し
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
、

地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
と
、
親
子
交
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
な
な
っ
ぷ

る
」
を
活
用
し
積
極
的
に
子
育
て
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
児
童
や
家
庭
に
対
し
て

は
、
昨
年
開
設
し
た
「
七
飯
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
下
、
庁
内
関
係
部
局
が

連
携
し
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保

な
ど
必
要
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

基
金
（
仮
称
）
」
の
創
設
を
検
討
し
、
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
方
針

に
お
い
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
へ
の
新
入

学
時
に
必
要
な
教
材
等
の
学
用
品
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
の
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
社
会
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
広
島
へ
の
平
和

大
使
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
開
し
、
平

和
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
町
内
中
学
生

６
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
コ
ー
ド
町
へ

の
海
外
交
流
派
遣
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
香
川

県
三
木
町
を
は
じ
め
つ
な
が
り
の
あ
る
自

治
体
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
助
言
、
保

健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
事
業
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
及
び
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
に
寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
子
育
て
に
必
要
な
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
成
長
の
確
認
と
と
も
に
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
す
る
５
歳

児
健
診
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
町
内
幼
保
職
員
・
教
育
委
員
会
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
健
診
後

の
ケ
ア
や
就
学
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
う
な
ど
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
や
属
性
・
世
代
を
問

わ
ず
「
相
談
支
援
」
「
参
加
支
援
」
「
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施

す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
や

共
助
の
促
進
を
図
る
た
め
、
要
援
護
者
支
え

合
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
な
ど
を
効
果
的

に
活
用
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
七
飯
町
第
５
期
総
合

保
健
福
祉
計
画
の
分
野
別
計
画
で
あ
る
「
第

５
期
地
域
福
祉
計
画
」
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
、

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
、
「
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
と

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
々
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
行
う
健

康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の

健
康
増
進
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

方
々
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
主
体
的
に
健
康
活
動
に
取
り
組
む

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

の
支
援
や
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
援
助
と
外
出
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
生
活
支
援
や
、
見
守
り
活
動
の
強
化
の

ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
補
助
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
総

合
的
な
相
談
支
援
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
自
己

負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
、
疾
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
増
加
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
な
が

ら
、
健
全
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
６ 

と
も
に
歩
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
議
会
が
協
力
し
合
い
、
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
の
声
を
生
か
し

た
町
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

「
町
民
の
声
を
生
か
し
て
創
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
町
政
運
営
の
参

考
あ
る
い
は
町
政
に
反
映
す
る
た
め
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

高
騰
等
の
歳
入
・
歳
出
両
面
に
お
け
る
影
響

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
の
経
費

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
重
要
施
策
の
推
進
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
第
６
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
積
極
的
な
確
保
と
し
て
は
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
有
利
な
補
助
金
の
確

保
や
徴
収
す
べ
き
歳
入
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
経
営
の
視
点

に
立
ち
、
未
利
用
資
産
の
売
払
い
や
利
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
、

町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す

が
、
町
民
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
と
な
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
施
策
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
施
策
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
「
町
民
の
声

を
生
か
し
て
創
る
七
飯
町
」
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
議

会
議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
と
積
極

的
に
対
話
し
、
協
調
と
融
和
に
よ
っ
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
５ 

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
等
に

関
係
す
る
外
食
産
業
は
上
向
き
基
調
の
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
等
の
影

響
を
含
め
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
食
料
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
中
、
担
い
手
の
確
保

や
、
集
出
荷
予
冷
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
産
地
の
差
別
化
と
高
品
質
で
安
全
、

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
や

七
飯
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
財
源
と

し
た
、
木
育
支
援
活
動
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

源
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
す
る
民
有
林
の
整
備
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
森
林
組
合
と
連
携
し
各
種

町
有
林
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
・
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
治
山
事
業
の
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漁
業
資
源

の
確
保
に
注
視
し
つ
つ
、
大
沼
環
境
保
全
対

策
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
水
質
改
善
に
資
す
る
活
動
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
産
業

振
興
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
「
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
給
」
及
び

「
商
工
業
経
営
安
定
資
金
融
資
利
子
補
給
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
拡
大
と
町
内
企
業
へ

の
活
力
を
与
え
、
域
内
循
環
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
な
な
え
赤
松
街
道
納
涼
祭
」、
「
な
な

え
町
グ
ル
メ
発
表
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
な
ど
と
協
力
し
、
創
業
支
援
事
業

及
び
函
館
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
に
お
け
る
事
業
な
ど
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
産
品
の
開
発
を
進
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
定
し
た

財
源
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
な
え
町
物
産

振
興
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
物
産
振
興
を
推

進
す
る
た
め
「
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
大
沼
国
定
公
園
を
中

心
と
し
た
優
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
今
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
」
を
見

据
え
て
、
体
験
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
大
沼
体
験
観
光
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

沼
湖
水
ま
つ
り
」
、
「
大
沼
函
館
雪
と
氷
の
祭

典
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用

し
、
食
・
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
求
職
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
国
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
く
ほ
か
、
南
渡

島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
に
対
し
て
通
年
雇
用
化
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
通
年
雇
用
に

必
要
な
資
格
や
技
術
向
上
を
図
る
た
め
の

技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
就
労
と
雇
用
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
教
育

課
題
解
決
の
た
め
、
全
教
職
員
の
創
意
が
発

揮
で
き
る
協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
減
少
に
伴
い
校
内
で
各
教
科
等
の

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
渡
島
教
育
局
や
渡
島
教
育
研
究
所
、
七

飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
学
校
経
営
の
改
善
等
に
努
め
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
学
校
を
目
指
す
に
は
、
地

域
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
中
学
校
区
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体

的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

⑵
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け

た
指
導
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
育
ち
と
９
年
間
の
学
び
の

連
続
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
重

点
教
育
目
標
達
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
活
用

す
る
力
を
育
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
確
立
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き

各
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま

す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

　

実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
中
で
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な

活
動
を
推
進
し
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
や
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
等
の
充
実

　

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
一
方
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
「
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
対
応
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

解
決
を
図
り
ま
す
。

　

「
七
飯
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
、
昨
年
度
改
定
さ
れ
た
「
北
海
道
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
も
７
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
児
童
生
徒
か
ら
標

語
を
募
集
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
虐
待
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
深
め
ま
す
。

⑸
生
徒
指
導
の
充
実

　

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

指
導
主
事
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
指
導
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
と

連
携
し
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
へ
の
通
級
や
各
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
等
に
課
題
が
あ
る
場
合

は
、
町
長
部
局
と
連
携
を
と
り
対
応
し
ま
す
。

　

校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
「
七
飯
町
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
巡
回
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

拡
充
等
に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

　

七
飯
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

は
、
低
い
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
生
活
習

慣
の
改
善
と
併
せ
て
、
学
校
体
育
の
充
実
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
、
が

ん
教
育
等
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各

学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
多

様
な
個
性
を
引
き
出
す
た
め
、
個
々
の
実
態

や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
適
切
で
一
貫

し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
や
町
立
学
校
に
お
け
る
校

種
間
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
で
適
正
就
学
に
向
け
た
相

談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

　

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま

え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
教
育
大
綱
と
し
て
策
定
し
た
教

育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
育

む
教
育
を
、
さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
あ
っ
て
は
「
夢
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
は
努
力
す
る
、
夢
を
も
つ
こ
と
が
今

を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
基
本
に
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
夢
と
希
望
を

抱
き
続
け
ら
れ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
卒
業
生
の
入
学
者
数
の
拡
大
、

定
員
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
担
当
部
局
と

連
携
は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
七
飯
高
校
の
魅
力
化
ア
ッ
プ

の
取
組
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

型
事
業
へ
の
着
手
も
予
定
し
て
お
り
、
事
務

事
業
、
施
設
管
理
の
見
直
し
は
必
須
の
課
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
影
響
に
配

慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

所
管
施
設
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ 

教
育
基
本
方
針

　

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成

す
る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
本
年
度
も
学
校
教

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備
、
地
域

色
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文
化
財
の

保
護
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委

員
会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１ 

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の

連
携
や
教
育
委
員
会
議
の
公
開
、
情
報
発
信
、

教
育
行
政
方
針
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
を

行
い
、
地
域
に
根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２ 

幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
期
の
教
育
は
、
能
力
開
発
、
身
体
育

成
、
人
格
形
成
、
情
操
と
道
徳
心
の
涵
養
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
す
。
教
職
員
の
資
質

向
上
は
も
と
よ
り
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育
施

設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
幼
児
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
自
然
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
児
童
生
徒

の
学
び
が
保
障
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
特
別
活
動
と
し
て
見
直
し

を
図
っ
た
学
校
行
事
等
に
つ
い
て
、
教
育
活

動
と
し
て
の
意
義
を
学
校
・
地
域
が
共
有
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の
成
長
を
支
援

し
ま
す
。

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
自
治
会
と
連
携
し
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
中
山
老
人
大
学
は
、
本
年
度
開

講
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
教
育
行
政
方
針
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ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日
本
全
体
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
内
１

７
９
市
町
村
の
内
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
社
会
増
と
な
っ
た
35
市
町

村
に
は
七
飯
町
も
含
ま
れ
、
上
位
５
番
目
と

な
る
な
ど
、
４
年
連
続
で
社
会
増
を
継
続
し

つ
つ
、
人
口
減
少
を
微
減
に
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観

光
に
お
い
て
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の
育
成
、
持
続
可
能

な
雇
用
体
制
や
人
材
確
保
な
ど
、
生
産
人
口

の
確
保
に
努
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ

っ
て
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
堅
実
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
七
飯
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
に
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
、
教
育
の
充
実
、
産
業

の
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
波
及
効
果
が

大
き
い
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
人
口
減

少
の
進
行
を
微
減
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
、
具
体
的

な
施
策
を
引
き
続
き
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
。

②
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を

整
え
る
。

③
食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産

業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④
七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び

込
み
・
呼
び
戻
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
七
飯

町
が
進
む
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
後
期
５
年
間
の
３
年
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
の
着
実
な
取
組
を

継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
に
臨
む
に
当
た
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
「
主
要
施
策
の
推
進
」
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
１
１
３
億
３
千
４

百
万
円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ 

主
要
施
策
の
推
進

　

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯

町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

第
１ 

安
全
・
便
利
な
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
交
通

網
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
１
路
線
の

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
関
連
で
３
橋
梁

の
修
繕
事
業
、
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
道
負
担
金
事
業
で
１
橋
梁
の
架

替
関
連
事
業
、
単
独
事
業
で
15
路
線
の
改
良

舗
装
及
び
排
水
整
備
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
七

飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
本
坑
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
早
期
完
成
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園
鹿
部
線
、

大
沼
公
園
線
、
大
野
大
中
山
線
及
び
七
飯
大

野
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

北
海
道
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

の
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か
、

藤
城
川
、
水
無
沢
川
及
び
蒜
沢
川
の
砂
防
事

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
２
河
川
の
浚
渫
工
事
、

１
河
川
の
排
水
路
整
備
な
ど
を
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保

全
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
や
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
未
来
に
つ
な
げ
成
長
し
続
け
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
町

外
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
七
飯
町

の
移
住
・
定
住
人
口
や
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
移
住
体
験
の
提
供
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
と
連
携
し
、
湖
水
や
流
入
河
川
の
監
視

と
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
現
場
の
状
況

に
合
っ
た
改
善
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
浄
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
分
別
の

徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
再
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
等

に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
事
業
を
順
次
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
訂
さ
れ
た
七

飯
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
七
飯
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

更
新
並
び
に
耐
震
化
を
行
う
ほ
か
、
隔
月
検

針
・
請
求
の
実
施
等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
水
道
料
金
の
適
正
化
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
更
新
を
効
率
的
に

進
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
の
汚
水
処
理
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

新
汚
水
処
理
方
式
の
選
定
に
必
要
と
な
る

調
査
・
設
計
等
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
等
の

概
算
建
設
費
用
の
算
出
や
懸
案
事
項
等
の

整
理
・
協
議
を
行
い
、
将
来
の
汚
水
管
路
更

新
等
を
見
据
え
た
下
水
道
事
業
の
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
七
飯
総
合
公

園
（
あ
か
ま
つ
公
園
）
の
噴
水
内
防
水
層
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
層
ひ
び
割
れ
補
修
の

ほ
か
、
階
段
手
摺
設
置
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
や
生
活
の

変
化
に
よ
る
様
々
な
健
康
課
題
に
向
け
て
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

的
に
自
ら
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
や
食
生

活
の
改
善
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
に
及

ぶ
「
第
４
期
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
従
前
ま
で
の
健
康
施
策
に

加
え
、
新
た
に
50
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
自
己
負
担
額

を
半
額
助
成
し
、
免
疫
低
下
に
よ
る
疾
患
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
に
よ
る
自
殺
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
、
役
場
窓
口
業
務
に
関

わ
る
職
員
が
町
民
の
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ

ン
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
、
人
材
育
成
事
業

と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」
を
新

た
に
導
入
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
実
施
結
果
を

基
に
、
よ
り
効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
施
策
の
展
開
に
向
け
て
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
既
存
交
通
手
段
に
加
え
、

新
た
な
交
通
手
段
の
可
能
性
を
含
め
た
総

合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
つ
つ
、
町
民
を
は
じ
め
、
人
々
の
移

動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
七
飯
町
空

家
等
対
策
計
画
」
を
更
新
し
、
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
空
き
家
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
な
ど
の
活
用
を
促
し
、
昭
和
55
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
と
周

辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危

険
な
特
定
空
家
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
Ｂ
団
地

９
号
棟
及
び
本
町
上
台
団
地
５
号
棟
の
屋
根
や

外
壁
の
改
修
工
事
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
そ
し
て
関
係
諸
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々

と
変
化
す
る
交
通
事
故
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
加
す
る
中
で
、
運
転
操
作
ミ
ス

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
継
続
し
、
交
通

安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
未
登
録
や
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
自
動
車
等
の
運
行
に
係

る
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
発
行
）
を
、

役
場
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所
で
も
取
り
扱

え
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に

向
け
、
警
察
や
地
域
及
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、

外
灯
組
合
や
町
内
会
等
、
関
係
団
体
と
協
働

し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
及
び
救
急
に
つ
い
て
は
、
七
飯
消
防

署
に
令
和
６
年
度
整
備
予
定
の
油
圧
救
助

器
具
購
入
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
、
引
き
続
き
、
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
や
災
害
時
な
ど
の

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
た
「
町
政
だ
よ
り
七
飯
町
」
や
毎
月
発
行

す
る
町
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
、
各
種
届
出
・
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
戸
籍
関
係
証

明
書
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
等
で

の
健
康
保
険
証
の
利
用
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
の
確
定
申
告
に
加
え
て
、
転
出

届
や
転
入
・
転
居
の
受
付
予
約
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
２ 

快
適
な
ま
ち

　　

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
連
携
し
て
、
人
身
被
害
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
農
業
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
大
沼
の
豊

　　

第
４ 

育
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、
町
内
外
で
運
営
さ
れ
て
い
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
状
況
な
ど

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
保
育
選
択
の
相

談
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
を
支
給
し
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
保
育
園
の
完
全
給
食
化
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
や
生
活
相
談
な

ど
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
立
及
び
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が

連
携
し
、
公
立
と
民
間
を
合
わ
せ
た
受
入
れ

可
能
数
と
利
用
者
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
立
と
民
間
の
利
用
料
差
額

の
助
成
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
最
大
４
千
円

を
６
千
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
公
立
学
童

保
育
の
み
が
実
施
し
て
い
た
多
子
世
帯
の
利

用
料
助
成
分
を
民
間
学
童
保
育
に
も
適
用
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
地
区
及
び
大
中
山
地
区
の
各
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
大
沼
多
目
的
会

館
で
実
施
し
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
、

地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
と
、
親
子
交
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
な
な
っ
ぷ

る
」
を
活
用
し
積
極
的
に
子
育
て
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
児
童
や
家
庭
に
対
し
て

は
、
昨
年
開
設
し
た
「
七
飯
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
下
、
庁
内
関
係
部
局
が

連
携
し
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保

な
ど
必
要
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

基
金
（
仮
称
）
」
の
創
設
を
検
討
し
、
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
方
針

に
お
い
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
へ
の
新
入

学
時
に
必
要
な
教
材
等
の
学
用
品
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
の
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
社
会
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
広
島
へ
の
平
和

大
使
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
開
し
、
平

和
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
町
内
中
学
生

６
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
コ
ー
ド
町
へ

の
海
外
交
流
派
遣
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
香
川

県
三
木
町
を
は
じ
め
つ
な
が
り
の
あ
る
自

治
体
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
助
言
、
保

健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
事
業
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
及
び
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
に
寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
子
育
て
に
必
要
な
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
成
長
の
確
認
と
と
も
に
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
す
る
５
歳

児
健
診
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
町
内
幼
保
職
員
・
教
育
委
員
会
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
健
診
後

の
ケ
ア
や
就
学
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
う
な
ど
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
や
属
性
・
世
代
を
問

わ
ず
「
相
談
支
援
」
「
参
加
支
援
」
「
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施

す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
や

共
助
の
促
進
を
図
る
た
め
、
要
援
護
者
支
え

合
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
な
ど
を
効
果
的

に
活
用
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
七
飯
町
第
５
期
総
合

保
健
福
祉
計
画
の
分
野
別
計
画
で
あ
る
「
第

５
期
地
域
福
祉
計
画
」
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
、

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
、
「
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
と

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
々
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
行
う
健

康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の

健
康
増
進
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

方
々
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
主
体
的
に
健
康
活
動
に
取
り
組
む

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

の
支
援
や
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
援
助
と
外
出
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
生
活
支
援
や
、
見
守
り
活
動
の
強
化
の

ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
補
助
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
総

合
的
な
相
談
支
援
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
自
己

負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
、
疾
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
増
加
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
な
が

ら
、
健
全
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
６ 

と
も
に
歩
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
議
会
が
協
力
し
合
い
、
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
の
声
を
生
か
し

た
町
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

「
町
民
の
声
を
生
か
し
て
創
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
町
政
運
営
の
参

考
あ
る
い
は
町
政
に
反
映
す
る
た
め
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

高
騰
等
の
歳
入
・
歳
出
両
面
に
お
け
る
影
響

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
の
経
費

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
重
要
施
策
の
推
進
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
第
６
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
積
極
的
な
確
保
と
し
て
は
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
有
利
な
補
助
金
の
確

保
や
徴
収
す
べ
き
歳
入
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
経
営
の
視
点

に
立
ち
、
未
利
用
資
産
の
売
払
い
や
利
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
、

町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す

が
、
町
民
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
と
な
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
施
策
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
施
策
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
「
町
民
の
声

を
生
か
し
て
創
る
七
飯
町
」
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
議

会
議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
と
積
極

的
に
対
話
し
、
協
調
と
融
和
に
よ
っ
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
５ 

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
等
に

関
係
す
る
外
食
産
業
は
上
向
き
基
調
の
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
等
の
影

響
を
含
め
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
食
料
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
中
、
担
い
手
の
確
保

や
、
集
出
荷
予
冷
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
産
地
の
差
別
化
と
高
品
質
で
安
全
、

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
や

七
飯
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
財
源
と

し
た
、
木
育
支
援
活
動
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

源
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
す
る
民
有
林
の
整
備
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
森
林
組
合
と
連
携
し
各
種

町
有
林
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
・
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
治
山
事
業
の
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漁
業
資
源

の
確
保
に
注
視
し
つ
つ
、
大
沼
環
境
保
全
対

策
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
水
質
改
善
に
資
す
る
活
動
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
産
業

振
興
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
「
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
給
」
及
び

「
商
工
業
経
営
安
定
資
金
融
資
利
子
補
給
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
拡
大
と
町
内
企
業
へ

の
活
力
を
与
え
、
域
内
循
環
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
な
な
え
赤
松
街
道
納
涼
祭
」、
「
な
な

え
町
グ
ル
メ
発
表
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
な
ど
と
協
力
し
、
創
業
支
援
事
業

及
び
函
館
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
に
お
け
る
事
業
な
ど
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
産
品
の
開
発
を
進
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
定
し
た

財
源
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
な
え
町
物
産

振
興
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
物
産
振
興
を
推

進
す
る
た
め
「
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
大
沼
国
定
公
園
を
中

心
と
し
た
優
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
今
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
」
を
見

据
え
て
、
体
験
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
大
沼
体
験
観
光
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

沼
湖
水
ま
つ
り
」
、
「
大
沼
函
館
雪
と
氷
の
祭

典
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用

し
、
食
・
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
求
職
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
国
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
く
ほ
か
、
南
渡

島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
に
対
し
て
通
年
雇
用
化
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
通
年
雇
用
に

必
要
な
資
格
や
技
術
向
上
を
図
る
た
め
の

技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
就
労
と
雇
用
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
教
育

課
題
解
決
の
た
め
、
全
教
職
員
の
創
意
が
発

揮
で
き
る
協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
減
少
に
伴
い
校
内
で
各
教
科
等
の

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
渡
島
教
育
局
や
渡
島
教
育
研
究
所
、
七

飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
学
校
経
営
の
改
善
等
に
努
め
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
学
校
を
目
指
す
に
は
、
地

域
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
中
学
校
区
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体

的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

⑵
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け

た
指
導
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
育
ち
と
９
年
間
の
学
び
の

連
続
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
重

点
教
育
目
標
達
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
活
用

す
る
力
を
育
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
確
立
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き

各
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま

す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

　

実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
中
で
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な

活
動
を
推
進
し
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
や
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
等
の
充
実

　

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
一
方
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
「
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
対
応
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

解
決
を
図
り
ま
す
。

　

「
七
飯
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
、
昨
年
度
改
定
さ
れ
た
「
北
海
道
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
も
７
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
児
童
生
徒
か
ら
標

語
を
募
集
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
虐
待
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
深
め
ま
す
。

⑸
生
徒
指
導
の
充
実

　

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

指
導
主
事
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
指
導
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
と

連
携
し
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
へ
の
通
級
や
各
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
等
に
課
題
が
あ
る
場
合

は
、
町
長
部
局
と
連
携
を
と
り
対
応
し
ま
す
。

　

校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
「
七
飯
町
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
巡
回
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

拡
充
等
に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

　

七
飯
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

は
、
低
い
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
生
活
習

慣
の
改
善
と
併
せ
て
、
学
校
体
育
の
充
実
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
、
が

ん
教
育
等
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各

学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
多

様
な
個
性
を
引
き
出
す
た
め
、
個
々
の
実
態

や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
適
切
で
一
貫

し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
や
町
立
学
校
に
お
け
る
校

種
間
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
で
適
正
就
学
に
向
け
た
相

談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

　

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま

え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
教
育
大
綱
と
し
て
策
定
し
た
教

育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
育

む
教
育
を
、
さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
あ
っ
て
は
「
夢
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
は
努
力
す
る
、
夢
を
も
つ
こ
と
が
今

を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
基
本
に
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
夢
と
希
望
を

抱
き
続
け
ら
れ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
卒
業
生
の
入
学
者
数
の
拡
大
、

定
員
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
担
当
部
局
と

連
携
は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
七
飯
高
校
の
魅
力
化
ア
ッ
プ

の
取
組
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

型
事
業
へ
の
着
手
も
予
定
し
て
お
り
、
事
務

事
業
、
施
設
管
理
の
見
直
し
は
必
須
の
課
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
影
響
に
配

慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

所
管
施
設
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ 

教
育
基
本
方
針

　

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成

す
る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
本
年
度
も
学
校
教

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備
、
地
域

色
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文
化
財
の

保
護
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委

員
会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１ 

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の

連
携
や
教
育
委
員
会
議
の
公
開
、
情
報
発
信
、

教
育
行
政
方
針
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
を

行
い
、
地
域
に
根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２ 

幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
期
の
教
育
は
、
能
力
開
発
、
身
体
育

成
、
人
格
形
成
、
情
操
と
道
徳
心
の
涵
養
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
す
。
教
職
員
の
資
質

向
上
は
も
と
よ
り
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育
施

設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
幼
児
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
自
然
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
児
童
生
徒

の
学
び
が
保
障
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
特
別
活
動
と
し
て
見
直
し

を
図
っ
た
学
校
行
事
等
に
つ
い
て
、
教
育
活

動
と
し
て
の
意
義
を
学
校
・
地
域
が
共
有
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の
成
長
を
支
援

し
ま
す
。

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
自
治
会
と
連
携
し
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
中
山
老
人
大
学
は
、
本
年
度
開

講
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
教
育
行
政
方
針
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ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日
本
全
体
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
内
１

７
９
市
町
村
の
内
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
社
会
増
と
な
っ
た
35
市
町

村
に
は
七
飯
町
も
含
ま
れ
、
上
位
５
番
目
と

な
る
な
ど
、
４
年
連
続
で
社
会
増
を
継
続
し

つ
つ
、
人
口
減
少
を
微
減
に
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観

光
に
お
い
て
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の
育
成
、
持
続
可
能

な
雇
用
体
制
や
人
材
確
保
な
ど
、
生
産
人
口

の
確
保
に
努
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ

っ
て
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
堅
実
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
七
飯
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
に
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
、
教
育
の
充
実
、
産
業

の
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
波
及
効
果
が

大
き
い
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
人
口
減

少
の
進
行
を
微
減
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
、
具
体
的

な
施
策
を
引
き
続
き
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
。

②
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を

整
え
る
。

③
食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産

業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④
七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び

込
み
・
呼
び
戻
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
七
飯

町
が
進
む
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
後
期
５
年
間
の
３
年
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
の
着
実
な
取
組
を

継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
に
臨
む
に
当
た
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
「
主
要
施
策
の
推
進
」
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
１
１
３
億
３
千
４

百
万
円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ 

主
要
施
策
の
推
進

　

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯

町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

第
１ 

安
全
・
便
利
な
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
交
通

網
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
１
路
線
の

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
関
連
で
３
橋
梁

の
修
繕
事
業
、
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
道
負
担
金
事
業
で
１
橋
梁
の
架

替
関
連
事
業
、
単
独
事
業
で
15
路
線
の
改
良

舗
装
及
び
排
水
整
備
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
七

飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
本
坑
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
早
期
完
成
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園
鹿
部
線
、

大
沼
公
園
線
、
大
野
大
中
山
線
及
び
七
飯
大

野
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

北
海
道
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

の
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か
、

藤
城
川
、
水
無
沢
川
及
び
蒜
沢
川
の
砂
防
事

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
２
河
川
の
浚
渫
工
事
、

１
河
川
の
排
水
路
整
備
な
ど
を
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保

全
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
や
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
未
来
に
つ
な
げ
成
長
し
続
け
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
町

外
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
七
飯
町

の
移
住
・
定
住
人
口
や
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
移
住
体
験
の
提
供
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
と
連
携
し
、
湖
水
や
流
入
河
川
の
監
視

と
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
現
場
の
状
況

に
合
っ
た
改
善
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
浄
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
分
別
の

徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
再
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
等

に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
事
業
を
順
次
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
訂
さ
れ
た
七

飯
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
七
飯
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

更
新
並
び
に
耐
震
化
を
行
う
ほ
か
、
隔
月
検

針
・
請
求
の
実
施
等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
水
道
料
金
の
適
正
化
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
更
新
を
効
率
的
に

進
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
の
汚
水
処
理
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

新
汚
水
処
理
方
式
の
選
定
に
必
要
と
な
る

調
査
・
設
計
等
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
等
の

概
算
建
設
費
用
の
算
出
や
懸
案
事
項
等
の

整
理
・
協
議
を
行
い
、
将
来
の
汚
水
管
路
更

新
等
を
見
据
え
た
下
水
道
事
業
の
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
七
飯
総
合
公

園
（
あ
か
ま
つ
公
園
）
の
噴
水
内
防
水
層
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
層
ひ
び
割
れ
補
修
の

ほ
か
、
階
段
手
摺
設
置
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
や
生
活
の

変
化
に
よ
る
様
々
な
健
康
課
題
に
向
け
て
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

的
に
自
ら
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
や
食
生

活
の
改
善
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
に
及

ぶ
「
第
４
期
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
従
前
ま
で
の
健
康
施
策
に

加
え
、
新
た
に
50
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
自
己
負
担
額

を
半
額
助
成
し
、
免
疫
低
下
に
よ
る
疾
患
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
に
よ
る
自
殺
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
、
役
場
窓
口
業
務
に
関

わ
る
職
員
が
町
民
の
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ

ン
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
、
人
材
育
成
事
業

と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」
を
新

た
に
導
入
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
実
施
結
果
を

基
に
、
よ
り
効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
施
策
の
展
開
に
向
け
て
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
既
存
交
通
手
段
に
加
え
、

新
た
な
交
通
手
段
の
可
能
性
を
含
め
た
総

合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
つ
つ
、
町
民
を
は
じ
め
、
人
々
の
移

動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
七
飯
町
空

家
等
対
策
計
画
」
を
更
新
し
、
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
空
き
家
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
な
ど
の
活
用
を
促
し
、
昭
和
55
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
と
周

辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危

険
な
特
定
空
家
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
Ｂ
団
地

９
号
棟
及
び
本
町
上
台
団
地
５
号
棟
の
屋
根
や

外
壁
の
改
修
工
事
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
そ
し
て
関
係
諸
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々

と
変
化
す
る
交
通
事
故
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
加
す
る
中
で
、
運
転
操
作
ミ
ス

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
継
続
し
、
交
通

安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
未
登
録
や
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
自
動
車
等
の
運
行
に
係

る
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
発
行
）
を
、

役
場
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所
で
も
取
り
扱

え
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に

向
け
、
警
察
や
地
域
及
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、

外
灯
組
合
や
町
内
会
等
、
関
係
団
体
と
協
働

し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
及
び
救
急
に
つ
い
て
は
、
七
飯
消
防

署
に
令
和
６
年
度
整
備
予
定
の
油
圧
救
助

器
具
購
入
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
、
引
き
続
き
、
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
や
災
害
時
な
ど
の

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
た
「
町
政
だ
よ
り
七
飯
町
」
や
毎
月
発
行

す
る
町
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
、
各
種
届
出
・
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
戸
籍
関
係
証

明
書
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
等
で

の
健
康
保
険
証
の
利
用
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
の
確
定
申
告
に
加
え
て
、
転
出

届
や
転
入
・
転
居
の
受
付
予
約
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
２ 

快
適
な
ま
ち

　　

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
連
携
し
て
、
人
身
被
害
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
農
業
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
大
沼
の
豊

　　

第
４ 

育
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、
町
内
外
で
運
営
さ
れ
て
い
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
状
況
な
ど

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
保
育
選
択
の
相

談
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
を
支
給
し
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
保
育
園
の
完
全
給
食
化
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
や
生
活
相
談
な

ど
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
立
及
び
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が

連
携
し
、
公
立
と
民
間
を
合
わ
せ
た
受
入
れ

可
能
数
と
利
用
者
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
立
と
民
間
の
利
用
料
差
額

の
助
成
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
最
大
４
千
円

を
６
千
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
公
立
学
童

保
育
の
み
が
実
施
し
て
い
た
多
子
世
帯
の
利

用
料
助
成
分
を
民
間
学
童
保
育
に
も
適
用
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
地
区
及
び
大
中
山
地
区
の
各
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
大
沼
多
目
的
会

館
で
実
施
し
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
、

地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
と
、
親
子
交
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
な
な
っ
ぷ

る
」
を
活
用
し
積
極
的
に
子
育
て
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
児
童
や
家
庭
に
対
し
て

は
、
昨
年
開
設
し
た
「
七
飯
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
下
、
庁
内
関
係
部
局
が

連
携
し
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保

な
ど
必
要
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

基
金
（
仮
称
）
」
の
創
設
を
検
討
し
、
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
方
針

に
お
い
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
へ
の
新
入

学
時
に
必
要
な
教
材
等
の
学
用
品
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
の
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
社
会
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
広
島
へ
の
平
和

大
使
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
開
し
、
平

和
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
町
内
中
学
生

６
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
コ
ー
ド
町
へ

の
海
外
交
流
派
遣
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
香
川

県
三
木
町
を
は
じ
め
つ
な
が
り
の
あ
る
自

治
体
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
助
言
、
保

健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
事
業
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
及
び
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
に
寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
子
育
て
に
必
要
な
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
成
長
の
確
認
と
と
も
に
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
す
る
５
歳

児
健
診
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
町
内
幼
保
職
員
・
教
育
委
員
会
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
健
診
後

の
ケ
ア
や
就
学
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
う
な
ど
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
や
属
性
・
世
代
を
問

わ
ず
「
相
談
支
援
」
「
参
加
支
援
」
「
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施

す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
や

共
助
の
促
進
を
図
る
た
め
、
要
援
護
者
支
え

合
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
な
ど
を
効
果
的

に
活
用
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
七
飯
町
第
５
期
総
合

保
健
福
祉
計
画
の
分
野
別
計
画
で
あ
る
「
第

５
期
地
域
福
祉
計
画
」
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
、

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
、
「
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
と

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
々
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
行
う
健

康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の

健
康
増
進
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

方
々
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
主
体
的
に
健
康
活
動
に
取
り
組
む

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

の
支
援
や
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
援
助
と
外
出
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
生
活
支
援
や
、
見
守
り
活
動
の
強
化
の

ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
補
助
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
総

合
的
な
相
談
支
援
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
自
己

負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
、
疾
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
増
加
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
な
が

ら
、
健
全
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
６ 

と
も
に
歩
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
議
会
が
協
力
し
合
い
、
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
の
声
を
生
か
し

た
町
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

「
町
民
の
声
を
生
か
し
て
創
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
町
政
運
営
の
参

考
あ
る
い
は
町
政
に
反
映
す
る
た
め
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

高
騰
等
の
歳
入
・
歳
出
両
面
に
お
け
る
影
響

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
の
経
費

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
重
要
施
策
の
推
進
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
第
６
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
積
極
的
な
確
保
と
し
て
は
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
有
利
な
補
助
金
の
確

保
や
徴
収
す
べ
き
歳
入
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
経
営
の
視
点

に
立
ち
、
未
利
用
資
産
の
売
払
い
や
利
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
、

町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す

が
、
町
民
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
と
な
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
施
策
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
施
策
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
「
町
民
の
声

を
生
か
し
て
創
る
七
飯
町
」
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
議

会
議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
と
積
極

的
に
対
話
し
、
協
調
と
融
和
に
よ
っ
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
５ 

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
等
に

関
係
す
る
外
食
産
業
は
上
向
き
基
調
の
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
等
の
影

響
を
含
め
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
食
料
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
中
、
担
い
手
の
確
保

や
、
集
出
荷
予
冷
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
産
地
の
差
別
化
と
高
品
質
で
安
全
、

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
や

七
飯
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
財
源
と

し
た
、
木
育
支
援
活
動
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

源
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
す
る
民
有
林
の
整
備
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
森
林
組
合
と
連
携
し
各
種

町
有
林
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
・
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
治
山
事
業
の
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漁
業
資
源

の
確
保
に
注
視
し
つ
つ
、
大
沼
環
境
保
全
対

策
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
水
質
改
善
に
資
す
る
活
動
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
産
業

振
興
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
「
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
給
」
及
び

「
商
工
業
経
営
安
定
資
金
融
資
利
子
補
給
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
拡
大
と
町
内
企
業
へ

の
活
力
を
与
え
、
域
内
循
環
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
な
な
え
赤
松
街
道
納
涼
祭
」、
「
な
な

え
町
グ
ル
メ
発
表
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
な
ど
と
協
力
し
、
創
業
支
援
事
業

及
び
函
館
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
に
お
け
る
事
業
な
ど
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
産
品
の
開
発
を
進
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
定
し
た

財
源
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
な
え
町
物
産

振
興
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
物
産
振
興
を
推

進
す
る
た
め
「
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
大
沼
国
定
公
園
を
中

心
と
し
た
優
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
今
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
」
を
見

据
え
て
、
体
験
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
大
沼
体
験
観
光
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

沼
湖
水
ま
つ
り
」
、
「
大
沼
函
館
雪
と
氷
の
祭

典
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用

し
、
食
・
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
求
職
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
国
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
く
ほ
か
、
南
渡

島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
に
対
し
て
通
年
雇
用
化
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
通
年
雇
用
に

必
要
な
資
格
や
技
術
向
上
を
図
る
た
め
の

技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
就
労
と
雇
用
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
教
育

課
題
解
決
の
た
め
、
全
教
職
員
の
創
意
が
発

揮
で
き
る
協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
減
少
に
伴
い
校
内
で
各
教
科
等
の

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
渡
島
教
育
局
や
渡
島
教
育
研
究
所
、
七

飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
学
校
経
営
の
改
善
等
に
努
め
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
学
校
を
目
指
す
に
は
、
地

域
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
中
学
校
区
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体

的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

⑵
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け

た
指
導
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
育
ち
と
９
年
間
の
学
び
の

連
続
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
重

点
教
育
目
標
達
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
活
用

す
る
力
を
育
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
確
立
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き

各
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま

す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

　

実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
中
で
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な

活
動
を
推
進
し
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
や
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
等
の
充
実

　

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
一
方
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
「
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
対
応
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

解
決
を
図
り
ま
す
。

　

「
七
飯
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
、
昨
年
度
改
定
さ
れ
た
「
北
海
道
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
も
７
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
児
童
生
徒
か
ら
標

語
を
募
集
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
虐
待
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
深
め
ま
す
。

⑸
生
徒
指
導
の
充
実

　

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

指
導
主
事
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
指
導
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
と

連
携
し
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
へ
の
通
級
や
各
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
等
に
課
題
が
あ
る
場
合

は
、
町
長
部
局
と
連
携
を
と
り
対
応
し
ま
す
。

　

校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
「
七
飯
町
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
巡
回
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

拡
充
等
に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

　

七
飯
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

は
、
低
い
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
生
活
習

慣
の
改
善
と
併
せ
て
、
学
校
体
育
の
充
実
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
、
が

ん
教
育
等
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各

学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
多

様
な
個
性
を
引
き
出
す
た
め
、
個
々
の
実
態

や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
適
切
で
一
貫

し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
や
町
立
学
校
に
お
け
る
校

種
間
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
で
適
正
就
学
に
向
け
た
相

談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

　

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま

え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
教
育
大
綱
と
し
て
策
定
し
た
教

育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
育

む
教
育
を
、
さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
あ
っ
て
は
「
夢
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
は
努
力
す
る
、
夢
を
も
つ
こ
と
が
今

を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
基
本
に
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
夢
と
希
望
を

抱
き
続
け
ら
れ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
卒
業
生
の
入
学
者
数
の
拡
大
、

定
員
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
担
当
部
局
と

連
携
は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
七
飯
高
校
の
魅
力
化
ア
ッ
プ

の
取
組
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

型
事
業
へ
の
着
手
も
予
定
し
て
お
り
、
事
務

事
業
、
施
設
管
理
の
見
直
し
は
必
須
の
課
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
影
響
に
配

慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

所
管
施
設
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ 
教
育
基
本
方
針

　

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成

す
る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
本
年
度
も
学
校
教

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備
、
地
域

色
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文
化
財
の

保
護
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委

員
会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１ 

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の

連
携
や
教
育
委
員
会
議
の
公
開
、
情
報
発
信
、

教
育
行
政
方
針
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
を

行
い
、
地
域
に
根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２ 

幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
期
の
教
育
は
、
能
力
開
発
、
身
体
育

成
、
人
格
形
成
、
情
操
と
道
徳
心
の
涵
養
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
す
。
教
職
員
の
資
質

向
上
は
も
と
よ
り
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育
施

設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
幼
児
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
自
然
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
児
童
生
徒

の
学
び
が
保
障
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
特
別
活
動
と
し
て
見
直
し

を
図
っ
た
学
校
行
事
等
に
つ
い
て
、
教
育
活

動
と
し
て
の
意
義
を
学
校
・
地
域
が
共
有
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の
成
長
を
支
援

し
ま
す
。

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
自
治
会
と
連
携
し
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
中
山
老
人
大
学
は
、
本
年
度
開

講
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
教
育
行
政
方
針
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ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日
本
全
体
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
内
１

７
９
市
町
村
の
内
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
社
会
増
と
な
っ
た
35
市
町

村
に
は
七
飯
町
も
含
ま
れ
、
上
位
５
番
目
と

な
る
な
ど
、
４
年
連
続
で
社
会
増
を
継
続
し

つ
つ
、
人
口
減
少
を
微
減
に
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観

光
に
お
い
て
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の
育
成
、
持
続
可
能

な
雇
用
体
制
や
人
材
確
保
な
ど
、
生
産
人
口

の
確
保
に
努
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ

っ
て
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
堅
実
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
七
飯
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
に
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
、
教
育
の
充
実
、
産
業

の
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
波
及
効
果
が

大
き
い
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
人
口
減

少
の
進
行
を
微
減
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
、
具
体
的

な
施
策
を
引
き
続
き
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
。

②
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を

整
え
る
。

③
食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産

業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④
七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び

込
み
・
呼
び
戻
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
七
飯

町
が
進
む
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
後
期
５
年
間
の
３
年
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
の
着
実
な
取
組
を

継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
に
臨
む
に
当
た
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
「
主
要
施
策
の
推
進
」
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
１
１
３
億
３
千
４

百
万
円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ 

主
要
施
策
の
推
進

　

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯

町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

第
１ 

安
全
・
便
利
な
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
交
通

網
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
１
路
線
の

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
関
連
で
３
橋
梁

の
修
繕
事
業
、
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
道
負
担
金
事
業
で
１
橋
梁
の
架

替
関
連
事
業
、
単
独
事
業
で
15
路
線
の
改
良

舗
装
及
び
排
水
整
備
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
七

飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
本
坑
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
早
期
完
成
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園
鹿
部
線
、

大
沼
公
園
線
、
大
野
大
中
山
線
及
び
七
飯
大

野
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

北
海
道
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

の
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か
、

藤
城
川
、
水
無
沢
川
及
び
蒜
沢
川
の
砂
防
事

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
２
河
川
の
浚
渫
工
事
、

１
河
川
の
排
水
路
整
備
な
ど
を
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保

全
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
や
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
未
来
に
つ
な
げ
成
長
し
続
け
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
町

外
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
七
飯
町

の
移
住
・
定
住
人
口
や
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
移
住
体
験
の
提
供
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
と
連
携
し
、
湖
水
や
流
入
河
川
の
監
視

と
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
現
場
の
状
況

に
合
っ
た
改
善
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
浄
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
分
別
の

徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
再
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
等

に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
事
業
を
順
次
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
訂
さ
れ
た
七

飯
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
七
飯
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

更
新
並
び
に
耐
震
化
を
行
う
ほ
か
、
隔
月
検

針
・
請
求
の
実
施
等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
水
道
料
金
の
適
正
化
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
更
新
を
効
率
的
に

進
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
の
汚
水
処
理
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

新
汚
水
処
理
方
式
の
選
定
に
必
要
と
な
る

調
査
・
設
計
等
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
等
の

概
算
建
設
費
用
の
算
出
や
懸
案
事
項
等
の

整
理
・
協
議
を
行
い
、
将
来
の
汚
水
管
路
更

新
等
を
見
据
え
た
下
水
道
事
業
の
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
七
飯
総
合
公

園
（
あ
か
ま
つ
公
園
）
の
噴
水
内
防
水
層
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
層
ひ
び
割
れ
補
修
の

ほ
か
、
階
段
手
摺
設
置
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
や
生
活
の

変
化
に
よ
る
様
々
な
健
康
課
題
に
向
け
て
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

的
に
自
ら
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
や
食
生

活
の
改
善
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
に
及

ぶ
「
第
４
期
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
従
前
ま
で
の
健
康
施
策
に

加
え
、
新
た
に
50
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
自
己
負
担
額

を
半
額
助
成
し
、
免
疫
低
下
に
よ
る
疾
患
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
に
よ
る
自
殺
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
、
役
場
窓
口
業
務
に
関

わ
る
職
員
が
町
民
の
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ

ン
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
、
人
材
育
成
事
業

と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」
を
新

た
に
導
入
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
実
施
結
果
を

基
に
、
よ
り
効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
施
策
の
展
開
に
向
け
て
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
既
存
交
通
手
段
に
加
え
、

新
た
な
交
通
手
段
の
可
能
性
を
含
め
た
総

合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
つ
つ
、
町
民
を
は
じ
め
、
人
々
の
移

動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
七
飯
町
空

家
等
対
策
計
画
」
を
更
新
し
、
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
空
き
家
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
な
ど
の
活
用
を
促
し
、
昭
和
55
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
と
周

辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危

険
な
特
定
空
家
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
Ｂ
団
地

９
号
棟
及
び
本
町
上
台
団
地
５
号
棟
の
屋
根
や

外
壁
の
改
修
工
事
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
そ
し
て
関
係
諸
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々

と
変
化
す
る
交
通
事
故
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
加
す
る
中
で
、
運
転
操
作
ミ
ス

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
継
続
し
、
交
通

安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
未
登
録
や
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
自
動
車
等
の
運
行
に
係

る
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
発
行
）
を
、

役
場
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所
で
も
取
り
扱

え
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に

向
け
、
警
察
や
地
域
及
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、

外
灯
組
合
や
町
内
会
等
、
関
係
団
体
と
協
働

し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
及
び
救
急
に
つ
い
て
は
、
七
飯
消
防

署
に
令
和
６
年
度
整
備
予
定
の
油
圧
救
助

器
具
購
入
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
、
引
き
続
き
、
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
や
災
害
時
な
ど
の

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
た
「
町
政
だ
よ
り
七
飯
町
」
や
毎
月
発
行

す
る
町
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
、
各
種
届
出
・
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
戸
籍
関
係
証

明
書
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
等
で

の
健
康
保
険
証
の
利
用
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
の
確
定
申
告
に
加
え
て
、
転
出

届
や
転
入
・
転
居
の
受
付
予
約
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
２ 

快
適
な
ま
ち

　　

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
連
携
し
て
、
人
身
被
害
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
農
業
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
大
沼
の
豊

　　

第
４ 

育
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、
町
内
外
で
運
営
さ
れ
て
い
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
状
況
な
ど

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
保
育
選
択
の
相

談
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
を
支
給
し
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
保
育
園
の
完
全
給
食
化
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
や
生
活
相
談
な

ど
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
立
及
び
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が

連
携
し
、
公
立
と
民
間
を
合
わ
せ
た
受
入
れ

可
能
数
と
利
用
者
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
立
と
民
間
の
利
用
料
差
額

の
助
成
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
最
大
４
千
円

を
６
千
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
公
立
学
童

保
育
の
み
が
実
施
し
て
い
た
多
子
世
帯
の
利

用
料
助
成
分
を
民
間
学
童
保
育
に
も
適
用
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
地
区
及
び
大
中
山
地
区
の
各
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
大
沼
多
目
的
会

館
で
実
施
し
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
、

地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
と
、
親
子
交
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
な
な
っ
ぷ

る
」
を
活
用
し
積
極
的
に
子
育
て
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
児
童
や
家
庭
に
対
し
て

は
、
昨
年
開
設
し
た
「
七
飯
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
下
、
庁
内
関
係
部
局
が

連
携
し
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保

な
ど
必
要
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

基
金
（
仮
称
）
」
の
創
設
を
検
討
し
、
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
方
針

に
お
い
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
へ
の
新
入

学
時
に
必
要
な
教
材
等
の
学
用
品
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
の
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
社
会
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
広
島
へ
の
平
和

大
使
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
開
し
、
平

和
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
町
内
中
学
生

６
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
コ
ー
ド
町
へ

の
海
外
交
流
派
遣
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
香
川

県
三
木
町
を
は
じ
め
つ
な
が
り
の
あ
る
自

治
体
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
助
言
、
保

健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
事
業
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
及
び
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
に
寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
子
育
て
に
必
要
な
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
成
長
の
確
認
と
と
も
に
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
す
る
５
歳

児
健
診
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
町
内
幼
保
職
員
・
教
育
委
員
会
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
健
診
後

の
ケ
ア
や
就
学
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
う
な
ど
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
や
属
性
・
世
代
を
問

わ
ず
「
相
談
支
援
」
「
参
加
支
援
」
「
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施

す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
や

共
助
の
促
進
を
図
る
た
め
、
要
援
護
者
支
え

合
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
な
ど
を
効
果
的

に
活
用
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
七
飯
町
第
５
期
総
合

保
健
福
祉
計
画
の
分
野
別
計
画
で
あ
る
「
第

５
期
地
域
福
祉
計
画
」
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
、

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
、
「
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
と

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
々
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
行
う
健

康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の

健
康
増
進
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

方
々
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
主
体
的
に
健
康
活
動
に
取
り
組
む

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

の
支
援
や
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
援
助
と
外
出
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
生
活
支
援
や
、
見
守
り
活
動
の
強
化
の

ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
補
助
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
総

合
的
な
相
談
支
援
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
自
己

負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
、
疾
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
増
加
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
な
が

ら
、
健
全
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
６ 

と
も
に
歩
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
議
会
が
協
力
し
合
い
、
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
の
声
を
生
か
し

た
町
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

「
町
民
の
声
を
生
か
し
て
創
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
町
政
運
営
の
参

考
あ
る
い
は
町
政
に
反
映
す
る
た
め
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

高
騰
等
の
歳
入
・
歳
出
両
面
に
お
け
る
影
響

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
の
経
費

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
重
要
施
策
の
推
進
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
第
６
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
積
極
的
な
確
保
と
し
て
は
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
有
利
な
補
助
金
の
確

保
や
徴
収
す
べ
き
歳
入
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
経
営
の
視
点

に
立
ち
、
未
利
用
資
産
の
売
払
い
や
利
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
、

町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す

が
、
町
民
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
と
な
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
施
策
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
施
策
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
「
町
民
の
声

を
生
か
し
て
創
る
七
飯
町
」
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
議

会
議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
と
積
極

的
に
対
話
し
、
協
調
と
融
和
に
よ
っ
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
５ 

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
等
に

関
係
す
る
外
食
産
業
は
上
向
き
基
調
の
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
等
の
影

響
を
含
め
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
食
料
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
中
、
担
い
手
の
確
保

や
、
集
出
荷
予
冷
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
産
地
の
差
別
化
と
高
品
質
で
安
全
、

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
や

七
飯
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
財
源
と

し
た
、
木
育
支
援
活
動
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

源
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
す
る
民
有
林
の
整
備
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
森
林
組
合
と
連
携
し
各
種

町
有
林
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
・
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
治
山
事
業
の
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漁
業
資
源

の
確
保
に
注
視
し
つ
つ
、
大
沼
環
境
保
全
対

策
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
水
質
改
善
に
資
す
る
活
動
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
産
業

振
興
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
「
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
給
」
及
び

「
商
工
業
経
営
安
定
資
金
融
資
利
子
補
給
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
拡
大
と
町
内
企
業
へ

の
活
力
を
与
え
、
域
内
循
環
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
な
な
え
赤
松
街
道
納
涼
祭
」、
「
な
な

え
町
グ
ル
メ
発
表
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
な
ど
と
協
力
し
、
創
業
支
援
事
業

及
び
函
館
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
に
お
け
る
事
業
な
ど
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
産
品
の
開
発
を
進
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
定
し
た

財
源
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
な
え
町
物
産

振
興
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
物
産
振
興
を
推

進
す
る
た
め
「
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
大
沼
国
定
公
園
を
中

心
と
し
た
優
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
今
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
」
を
見

据
え
て
、
体
験
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
大
沼
体
験
観
光
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

沼
湖
水
ま
つ
り
」
、
「
大
沼
函
館
雪
と
氷
の
祭

典
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用

し
、
食
・
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
求
職
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
国
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
く
ほ
か
、
南
渡

島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
に
対
し
て
通
年
雇
用
化
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
通
年
雇
用
に

必
要
な
資
格
や
技
術
向
上
を
図
る
た
め
の

技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
就
労
と
雇
用
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
教
育

課
題
解
決
の
た
め
、
全
教
職
員
の
創
意
が
発

揮
で
き
る
協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
減
少
に
伴
い
校
内
で
各
教
科
等
の

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
渡
島
教
育
局
や
渡
島
教
育
研
究
所
、
七

飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
学
校
経
営
の
改
善
等
に
努
め
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
学
校
を
目
指
す
に
は
、
地

域
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
中
学
校
区
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体

的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

⑵
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け

た
指
導
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
育
ち
と
９
年
間
の
学
び
の

連
続
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
重

点
教
育
目
標
達
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
活
用

す
る
力
を
育
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
確
立
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き

各
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま

す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

　

実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
中
で
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な

活
動
を
推
進
し
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
や
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
等
の
充
実

　

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
一
方
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
「
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
対
応
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

解
決
を
図
り
ま
す
。

　

「
七
飯
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
、
昨
年
度
改
定
さ
れ
た
「
北
海
道
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
も
７
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
児
童
生
徒
か
ら
標

語
を
募
集
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
虐
待
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
深
め
ま
す
。

⑸
生
徒
指
導
の
充
実

　

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

指
導
主
事
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
指
導
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
と

連
携
し
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
へ
の
通
級
や
各
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
等
に
課
題
が
あ
る
場
合

は
、
町
長
部
局
と
連
携
を
と
り
対
応
し
ま
す
。

　

校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
「
七
飯
町
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
巡
回
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

拡
充
等
に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

　

七
飯
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

は
、
低
い
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
生
活
習

慣
の
改
善
と
併
せ
て
、
学
校
体
育
の
充
実
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
、
が

ん
教
育
等
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各

学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
多

様
な
個
性
を
引
き
出
す
た
め
、
個
々
の
実
態

や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
適
切
で
一
貫

し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
や
町
立
学
校
に
お
け
る
校

種
間
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
で
適
正
就
学
に
向
け
た
相

談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

　

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま

え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
教
育
大
綱
と
し
て
策
定
し
た
教

育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
育

む
教
育
を
、
さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
あ
っ
て
は
「
夢
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
は
努
力
す
る
、
夢
を
も
つ
こ
と
が
今

を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
基
本
に
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
夢
と
希
望
を

抱
き
続
け
ら
れ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
卒
業
生
の
入
学
者
数
の
拡
大
、

定
員
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
担
当
部
局
と

連
携
は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
七
飯
高
校
の
魅
力
化
ア
ッ
プ

の
取
組
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

型
事
業
へ
の
着
手
も
予
定
し
て
お
り
、
事
務

事
業
、
施
設
管
理
の
見
直
し
は
必
須
の
課
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
影
響
に
配

慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

所
管
施
設
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ 

教
育
基
本
方
針

　

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成

す
る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
本
年
度
も
学
校
教

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備
、
地
域

色
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文
化
財
の

保
護
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委

員
会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１ 

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の

連
携
や
教
育
委
員
会
議
の
公
開
、
情
報
発
信
、

教
育
行
政
方
針
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
を

行
い
、
地
域
に
根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２ 

幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
期
の
教
育
は
、
能
力
開
発
、
身
体
育

成
、
人
格
形
成
、
情
操
と
道
徳
心
の
涵
養
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
す
。
教
職
員
の
資
質

向
上
は
も
と
よ
り
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育
施

設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
幼
児
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
自
然
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
児
童
生
徒

の
学
び
が
保
障
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
特
別
活
動
と
し
て
見
直
し

を
図
っ
た
学
校
行
事
等
に
つ
い
て
、
教
育
活

動
と
し
て
の
意
義
を
学
校
・
地
域
が
共
有
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の
成
長
を
支
援

し
ま
す
。

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
自
治
会
と
連
携
し
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
中
山
老
人
大
学
は
、
本
年
度
開

講
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
教
育
行
政
方
針
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ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日
本
全
体
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
内
１

７
９
市
町
村
の
内
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
社
会
増
と
な
っ
た
35
市
町

村
に
は
七
飯
町
も
含
ま
れ
、
上
位
５
番
目
と

な
る
な
ど
、
４
年
連
続
で
社
会
増
を
継
続
し

つ
つ
、
人
口
減
少
を
微
減
に
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観

光
に
お
い
て
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の
育
成
、
持
続
可
能

な
雇
用
体
制
や
人
材
確
保
な
ど
、
生
産
人
口

の
確
保
に
努
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ

っ
て
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
堅
実
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
七
飯
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
に
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
、
教
育
の
充
実
、
産
業

の
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
波
及
効
果
が

大
き
い
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
人
口
減

少
の
進
行
を
微
減
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
、
具
体
的

な
施
策
を
引
き
続
き
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
。

②
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を

整
え
る
。

③
食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産

業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④
七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び

込
み
・
呼
び
戻
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
七
飯

町
が
進
む
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
後
期
５
年
間
の
３
年
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
の
着
実
な
取
組
を

継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
に
臨
む
に
当
た
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
「
主
要
施
策
の
推
進
」
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
１
１
３
億
３
千
４

百
万
円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ 

主
要
施
策
の
推
進

　

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯

町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

第
１ 

安
全
・
便
利
な
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
交
通

網
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
１
路
線
の

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
関
連
で
３
橋
梁

の
修
繕
事
業
、
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
道
負
担
金
事
業
で
１
橋
梁
の
架

替
関
連
事
業
、
単
独
事
業
で
15
路
線
の
改
良

舗
装
及
び
排
水
整
備
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
七

飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
本
坑
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
早
期
完
成
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園
鹿
部
線
、

大
沼
公
園
線
、
大
野
大
中
山
線
及
び
七
飯
大

野
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

北
海
道
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

の
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か
、

藤
城
川
、
水
無
沢
川
及
び
蒜
沢
川
の
砂
防
事

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
２
河
川
の
浚
渫
工
事
、

１
河
川
の
排
水
路
整
備
な
ど
を
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保

全
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
や
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
未
来
に
つ
な
げ
成
長
し
続
け
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
町

外
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
七
飯
町

の
移
住
・
定
住
人
口
や
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
移
住
体
験
の
提
供
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
と
連
携
し
、
湖
水
や
流
入
河
川
の
監
視

と
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
現
場
の
状
況

に
合
っ
た
改
善
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
浄
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
分
別
の

徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
再
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
等

に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
事
業
を
順
次
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
訂
さ
れ
た
七

飯
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
七
飯
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

更
新
並
び
に
耐
震
化
を
行
う
ほ
か
、
隔
月
検

針
・
請
求
の
実
施
等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
水
道
料
金
の
適
正
化
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
更
新
を
効
率
的
に

進
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
の
汚
水
処
理
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

新
汚
水
処
理
方
式
の
選
定
に
必
要
と
な
る

調
査
・
設
計
等
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
等
の

概
算
建
設
費
用
の
算
出
や
懸
案
事
項
等
の

整
理
・
協
議
を
行
い
、
将
来
の
汚
水
管
路
更

新
等
を
見
据
え
た
下
水
道
事
業
の
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
七
飯
総
合
公

園
（
あ
か
ま
つ
公
園
）
の
噴
水
内
防
水
層
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
層
ひ
び
割
れ
補
修
の

ほ
か
、
階
段
手
摺
設
置
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
や
生
活
の

変
化
に
よ
る
様
々
な
健
康
課
題
に
向
け
て
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

的
に
自
ら
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
や
食
生

活
の
改
善
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
に
及

ぶ
「
第
４
期
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
従
前
ま
で
の
健
康
施
策
に

加
え
、
新
た
に
50
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
自
己
負
担
額

を
半
額
助
成
し
、
免
疫
低
下
に
よ
る
疾
患
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
に
よ
る
自
殺
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
、
役
場
窓
口
業
務
に
関

わ
る
職
員
が
町
民
の
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ

ン
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
、
人
材
育
成
事
業

と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」
を
新

た
に
導
入
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
実
施
結
果
を

基
に
、
よ
り
効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
施
策
の
展
開
に
向
け
て
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
既
存
交
通
手
段
に
加
え
、

新
た
な
交
通
手
段
の
可
能
性
を
含
め
た
総

合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
つ
つ
、
町
民
を
は
じ
め
、
人
々
の
移

動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
七
飯
町
空

家
等
対
策
計
画
」
を
更
新
し
、
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
空
き
家
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
な
ど
の
活
用
を
促
し
、
昭
和
55
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
と
周

辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危

険
な
特
定
空
家
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
Ｂ
団
地

９
号
棟
及
び
本
町
上
台
団
地
５
号
棟
の
屋
根
や

外
壁
の
改
修
工
事
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
そ
し
て
関
係
諸
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々

と
変
化
す
る
交
通
事
故
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
加
す
る
中
で
、
運
転
操
作
ミ
ス

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
継
続
し
、
交
通

安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
未
登
録
や
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
自
動
車
等
の
運
行
に
係

る
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
発
行
）
を
、

役
場
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所
で
も
取
り
扱

え
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に

向
け
、
警
察
や
地
域
及
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、

外
灯
組
合
や
町
内
会
等
、
関
係
団
体
と
協
働

し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
及
び
救
急
に
つ
い
て
は
、
七
飯
消
防

署
に
令
和
６
年
度
整
備
予
定
の
油
圧
救
助

器
具
購
入
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
、
引
き
続
き
、
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
や
災
害
時
な
ど
の

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
た
「
町
政
だ
よ
り
七
飯
町
」
や
毎
月
発
行

す
る
町
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
、
各
種
届
出
・
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
戸
籍
関
係
証

明
書
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
等
で

の
健
康
保
険
証
の
利
用
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
の
確
定
申
告
に
加
え
て
、
転
出

届
や
転
入
・
転
居
の
受
付
予
約
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
２ 

快
適
な
ま
ち

　　

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
連
携
し
て
、
人
身
被
害
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
農
業
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
大
沼
の
豊

　　

第
４ 

育
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、
町
内
外
で
運
営
さ
れ
て
い
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
状
況
な
ど

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
保
育
選
択
の
相

談
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
を
支
給
し
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
保
育
園
の
完
全
給
食
化
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
や
生
活
相
談
な

ど
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
立
及
び
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が

連
携
し
、
公
立
と
民
間
を
合
わ
せ
た
受
入
れ

可
能
数
と
利
用
者
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
立
と
民
間
の
利
用
料
差
額

の
助
成
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
最
大
４
千
円

を
６
千
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
公
立
学
童

保
育
の
み
が
実
施
し
て
い
た
多
子
世
帯
の
利

用
料
助
成
分
を
民
間
学
童
保
育
に
も
適
用
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
地
区
及
び
大
中
山
地
区
の
各
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
大
沼
多
目
的
会

館
で
実
施
し
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
、

地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
と
、
親
子
交
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
な
な
っ
ぷ

る
」
を
活
用
し
積
極
的
に
子
育
て
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
児
童
や
家
庭
に
対
し
て

は
、
昨
年
開
設
し
た
「
七
飯
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
下
、
庁
内
関
係
部
局
が

連
携
し
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保

な
ど
必
要
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

基
金
（
仮
称
）
」
の
創
設
を
検
討
し
、
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
方
針

に
お
い
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
へ
の
新
入

学
時
に
必
要
な
教
材
等
の
学
用
品
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
の
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
社
会
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
広
島
へ
の
平
和

大
使
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
開
し
、
平

和
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
町
内
中
学
生

６
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
コ
ー
ド
町
へ

の
海
外
交
流
派
遣
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
香
川

県
三
木
町
を
は
じ
め
つ
な
が
り
の
あ
る
自

治
体
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
助
言
、
保

健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
事
業
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
及
び
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
に
寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
子
育
て
に
必
要
な
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
成
長
の
確
認
と
と
も
に
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
す
る
５
歳

児
健
診
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
町
内
幼
保
職
員
・
教
育
委
員
会
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
健
診
後

の
ケ
ア
や
就
学
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
う
な
ど
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
や
属
性
・
世
代
を
問

わ
ず
「
相
談
支
援
」
「
参
加
支
援
」
「
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施

す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
や

共
助
の
促
進
を
図
る
た
め
、
要
援
護
者
支
え

合
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
な
ど
を
効
果
的

に
活
用
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
七
飯
町
第
５
期
総
合

保
健
福
祉
計
画
の
分
野
別
計
画
で
あ
る
「
第

５
期
地
域
福
祉
計
画
」
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
、

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
、
「
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
と

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
々
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
行
う
健

康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の

健
康
増
進
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

方
々
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
主
体
的
に
健
康
活
動
に
取
り
組
む

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

の
支
援
や
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
援
助
と
外
出
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
生
活
支
援
や
、
見
守
り
活
動
の
強
化
の

ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
補
助
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
総

合
的
な
相
談
支
援
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
自
己

負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
、
疾
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
増
加
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
な
が

ら
、
健
全
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
６ 

と
も
に
歩
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
議
会
が
協
力
し
合
い
、
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
の
声
を
生
か
し

た
町
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

「
町
民
の
声
を
生
か
し
て
創
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
町
政
運
営
の
参

考
あ
る
い
は
町
政
に
反
映
す
る
た
め
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

高
騰
等
の
歳
入
・
歳
出
両
面
に
お
け
る
影
響

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
の
経
費

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
重
要
施
策
の
推
進
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
第
６
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
積
極
的
な
確
保
と
し
て
は
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
有
利
な
補
助
金
の
確

保
や
徴
収
す
べ
き
歳
入
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
経
営
の
視
点

に
立
ち
、
未
利
用
資
産
の
売
払
い
や
利
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
、

町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す

が
、
町
民
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
と
な
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
施
策
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
施
策
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
「
町
民
の
声

を
生
か
し
て
創
る
七
飯
町
」
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
議

会
議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
と
積
極

的
に
対
話
し
、
協
調
と
融
和
に
よ
っ
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
５ 

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
等
に

関
係
す
る
外
食
産
業
は
上
向
き
基
調
の
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
等
の
影

響
を
含
め
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
食
料
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
中
、
担
い
手
の
確
保

や
、
集
出
荷
予
冷
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
産
地
の
差
別
化
と
高
品
質
で
安
全
、

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
や

七
飯
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
財
源
と

し
た
、
木
育
支
援
活
動
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

源
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
す
る
民
有
林
の
整
備
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
森
林
組
合
と
連
携
し
各
種

町
有
林
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
・
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
治
山
事
業
の
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漁
業
資
源

の
確
保
に
注
視
し
つ
つ
、
大
沼
環
境
保
全
対

策
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
水
質
改
善
に
資
す
る
活
動
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
産
業

振
興
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
「
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
給
」
及
び

「
商
工
業
経
営
安
定
資
金
融
資
利
子
補
給
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
拡
大
と
町
内
企
業
へ

の
活
力
を
与
え
、
域
内
循
環
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
な
な
え
赤
松
街
道
納
涼
祭
」、
「
な
な

え
町
グ
ル
メ
発
表
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
な
ど
と
協
力
し
、
創
業
支
援
事
業

及
び
函
館
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
に
お
け
る
事
業
な
ど
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
産
品
の
開
発
を
進
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
定
し
た

財
源
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
な
え
町
物
産

振
興
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
物
産
振
興
を
推

進
す
る
た
め
「
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
大
沼
国
定
公
園
を
中

心
と
し
た
優
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
今
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
」
を
見

据
え
て
、
体
験
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
大
沼
体
験
観
光
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

沼
湖
水
ま
つ
り
」
、
「
大
沼
函
館
雪
と
氷
の
祭

典
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用

し
、
食
・
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
求
職
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
国
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
く
ほ
か
、
南
渡

島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
に
対
し
て
通
年
雇
用
化
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
通
年
雇
用
に

必
要
な
資
格
や
技
術
向
上
を
図
る
た
め
の

技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
就
労
と
雇
用
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
教
育

課
題
解
決
の
た
め
、
全
教
職
員
の
創
意
が
発

揮
で
き
る
協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
減
少
に
伴
い
校
内
で
各
教
科
等
の

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
渡
島
教
育
局
や
渡
島
教
育
研
究
所
、
七

飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
学
校
経
営
の
改
善
等
に
努
め
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
学
校
を
目
指
す
に
は
、
地

域
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
中
学
校
区
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体

的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

⑵
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け

た
指
導
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
育
ち
と
９
年
間
の
学
び
の

連
続
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
重

点
教
育
目
標
達
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
活
用

す
る
力
を
育
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
確
立
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き

各
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま

す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

　

実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
中
で
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な

活
動
を
推
進
し
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
や
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
等
の
充
実

　

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
一
方
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
「
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
対
応
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

解
決
を
図
り
ま
す
。

　

「
七
飯
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
、
昨
年
度
改
定
さ
れ
た
「
北
海
道
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
も
７
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
児
童
生
徒
か
ら
標

語
を
募
集
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
虐
待
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
深
め
ま
す
。

⑸
生
徒
指
導
の
充
実

　

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

指
導
主
事
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
指
導
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
と

連
携
し
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
へ
の
通
級
や
各
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
等
に
課
題
が
あ
る
場
合

は
、
町
長
部
局
と
連
携
を
と
り
対
応
し
ま
す
。

　

校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
「
七
飯
町
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
巡
回
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

拡
充
等
に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

　

七
飯
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

は
、
低
い
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
生
活
習

慣
の
改
善
と
併
せ
て
、
学
校
体
育
の
充
実
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
、
が

ん
教
育
等
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各

学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
多

様
な
個
性
を
引
き
出
す
た
め
、
個
々
の
実
態

や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
適
切
で
一
貫

し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
や
町
立
学
校
に
お
け
る
校

種
間
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
で
適
正
就
学
に
向
け
た
相

談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

　

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま

え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
教
育
大
綱
と
し
て
策
定
し
た
教

育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
育

む
教
育
を
、
さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
あ
っ
て
は
「
夢
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
は
努
力
す
る
、
夢
を
も
つ
こ
と
が
今

を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
基
本
に
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
夢
と
希
望
を

抱
き
続
け
ら
れ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
卒
業
生
の
入
学
者
数
の
拡
大
、

定
員
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
担
当
部
局
と

連
携
は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
七
飯
高
校
の
魅
力
化
ア
ッ
プ

の
取
組
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

型
事
業
へ
の
着
手
も
予
定
し
て
お
り
、
事
務

事
業
、
施
設
管
理
の
見
直
し
は
必
須
の
課
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
影
響
に
配

慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

所
管
施
設
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ 

教
育
基
本
方
針

　

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成

す
る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
本
年
度
も
学
校
教

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備
、
地
域

色
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文
化
財
の

保
護
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委

員
会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１ 

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の

連
携
や
教
育
委
員
会
議
の
公
開
、
情
報
発
信
、

教
育
行
政
方
針
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
を

行
い
、
地
域
に
根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２ 

幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
期
の
教
育
は
、
能
力
開
発
、
身
体
育

成
、
人
格
形
成
、
情
操
と
道
徳
心
の
涵
養
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
す
。
教
職
員
の
資
質

向
上
は
も
と
よ
り
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育
施

設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
幼
児
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
自
然
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
児
童
生
徒

の
学
び
が
保
障
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
特
別
活
動
と
し
て
見
直
し

を
図
っ
た
学
校
行
事
等
に
つ
い
て
、
教
育
活

動
と
し
て
の
意
義
を
学
校
・
地
域
が
共
有
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の
成
長
を
支
援

し
ま
す
。

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
自
治
会
と
連
携
し
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
中
山
老
人
大
学
は
、
本
年
度
開

講
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
教
育
行
政
方
針
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ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日
本
全
体
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
内
１

７
９
市
町
村
の
内
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
社
会
増
と
な
っ
た
35
市
町

村
に
は
七
飯
町
も
含
ま
れ
、
上
位
５
番
目
と

な
る
な
ど
、
４
年
連
続
で
社
会
増
を
継
続
し

つ
つ
、
人
口
減
少
を
微
減
に
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観

光
に
お
い
て
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の
育
成
、
持
続
可
能

な
雇
用
体
制
や
人
材
確
保
な
ど
、
生
産
人
口

の
確
保
に
努
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ

っ
て
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
町
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
健
康
寿
命
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
堅
実
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第

２
期
七
飯
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
に
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
、
教
育
の
充
実
、
産
業

の
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
波
及
効
果
が

大
き
い
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
人
口
減

少
の
進
行
を
微
減
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
よ
り
、
具
体
的

な
施
策
を
引
き
続
き
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
。

②
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を

整
え
る
。

③
食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産

業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④
七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び

込
み
・
呼
び
戻
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
七
飯

町
が
進
む
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
後
期
５
年
間
の
３
年
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
事
業
の
着
実
な
取
組
を

継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
に
臨
む
に
当
た
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
「
主
要
施
策
の
推
進
」
で
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
１
１
３
億
３
千
４

百
万
円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ⅲ 

主
要
施
策
の
推
進

　

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町

政
運
営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯

町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

第
１ 

安
全
・
便
利
な
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
交
通

網
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
１
路
線
の

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
関
連
で
３
橋
梁

の
修
繕
事
業
、
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
道
負
担
金
事
業
で
１
橋
梁
の
架

替
関
連
事
業
、
単
独
事
業
で
15
路
線
の
改
良

舗
装
及
び
排
水
整
備
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
七

飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
本
坑
工
事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
早
期
完
成
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園
鹿
部
線
、

大
沼
公
園
線
、
大
野
大
中
山
線
及
び
七
飯
大

野
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

北
海
道
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

の
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か
、

藤
城
川
、
水
無
沢
川
及
び
蒜
沢
川
の
砂
防
事

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
２
河
川
の
浚
渫
工
事
、

１
河
川
の
排
水
路
整
備
な
ど
を
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令和５年度
Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
を
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
引
下
げ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
平
時
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
お
り
、
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
正
常
化
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
飯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

前
文
に
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
七
飯
町
は
、

温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
式
農
法
を
基
盤
と
し

た
近
代
農
業
発
祥
の
歴
史
を
持
つ
町
で
す
。

ま
た
、
七
飯
町
は
、
秀
峰
駒
ヶ
岳
と
大
沼
国

定
公
園
を
擁
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
も
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）
私
た
ち
は
、
町
民
憲
章

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
職
員
一
人
一
人

が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

律
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
常
に
改
善
・

改
革
を
実
現
し
、
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
七
飯
町
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
と
も
に
培
っ
た
知
識

や
経
験
の
ほ
か
、
40
年
余
り
の
行
政
経
験
を

生
か
し
て
、
「
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
七
飯

町
」
の
実
現
の
た
め
、
「
町
民
の
声
を
生
か

し
て
創
る
七
飯
町
」
を
基
本
に
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

様
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ 

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

　

当
初
予
算
編
成
は
、
町
長
就
任
後
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
主
な
も
の
と
し
て
編
成
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
函
館
新
幹
線
総
合

車
両
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
な

る
２
０
３
０
年
に
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
こ
の

地
域
に
鉄
道
関
連
事
業
を
中
心
と
し
た
雇

用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
七
飯
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
函
館
北
斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
、
距
離

に
し
て
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
札
幌
延

伸
は
、
札
幌
ま
で
の
移
動
時
間
が
約
１
時
間

と
な
る
な
ど
大
幅
な
時
間
短
縮
を
も
た
ら

し
、
七
飯
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が
札
幌

の
大
学
に
通
学
す
る
こ
と
や
、
大
学
卒
業
後

に
は
七
飯
町
に
地
元
就
職
す
る
可
能
性
も
、

夢
の
よ
う
で
す
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑
着
工
な
ど
の

高
速
道
路
網
整
備
に
よ
り
、
今
後
、
益
々
、

七
飯
町
が
南
北
海
道
の
交
通
の
要
衝
に
な

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
流
通
拠
点
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
、
町
内
の
企
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
地
の
利
を
活
か
し
て
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、

雇
用
拡
大
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保

全
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
や
ふ
る
さ
と

の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
未
来
に
つ
な
げ
成
長
し
続
け
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
町

外
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
七
飯
町

の
移
住
・
定
住
人
口
や
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
移
住
体
験
の
提
供
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
と
連
携
し
、
湖
水
や
流
入
河
川
の
監
視

と
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
現
場
の
状
況

に
合
っ
た
改
善
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
浄
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
分
別
の

徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
再
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
等

に
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
事
業
を
順
次
進
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
訂
さ
れ
た
七

飯
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
七
飯
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

更
新
並
び
に
耐
震
化
を
行
う
ほ
か
、
隔
月
検

針
・
請
求
の
実
施
等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
水
道
料
金
の
適
正
化
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、
既
存
施
設
の
更
新
を
効
率
的
に

進
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
の
汚
水
処
理
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

新
汚
水
処
理
方
式
の
選
定
に
必
要
と
な
る

調
査
・
設
計
等
を
さ
ら
に
進
め
、
施
設
等
の

概
算
建
設
費
用
の
算
出
や
懸
案
事
項
等
の

整
理
・
協
議
を
行
い
、
将
来
の
汚
水
管
路
更

新
等
を
見
据
え
た
下
水
道
事
業
の
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
七
飯
総
合
公

園
（
あ
か
ま
つ
公
園
）
の
噴
水
内
防
水
層
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
層
ひ
び
割
れ
補
修
の

ほ
か
、
階
段
手
摺
設
置
工
事
を
施
工
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
や
生
活
の

変
化
に
よ
る
様
々
な
健
康
課
題
に
向
け
て
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

的
に
自
ら
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
や
食
生

活
の
改
善
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
に
及

ぶ
「
第
４
期
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
従
前
ま
で
の
健
康
施
策
に

加
え
、
新
た
に
50
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
自
己
負
担
額

を
半
額
助
成
し
、
免
疫
低
下
に
よ
る
疾
患
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
方
針
に
よ
る
自
殺
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
、
役
場
窓
口
業
務
に
関

わ
る
職
員
が
町
民
の
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ

ン
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
、
人
材
育
成
事
業

と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」
を
新

た
に
導
入
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
実
施
結
果
を

基
に
、
よ
り
効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
施
策
の
展
開
に
向
け
て
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
既
存
交
通
手
段
に
加
え
、

新
た
な
交
通
手
段
の
可
能
性
を
含
め
た
総

合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
つ
つ
、
町
民
を
は
じ
め
、
人
々
の
移

動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
七
飯
町
空

家
等
対
策
計
画
」
を
更
新
し
、
実
態
調
査
に

基
づ
い
た
空
き
家
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
な
ど
の
活
用
を
促
し
、
昭
和
55
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
と
周

辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危

険
な
特
定
空
家
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
Ｂ
団
地

９
号
棟
及
び
本
町
上
台
団
地
５
号
棟
の
屋
根
や

外
壁
の
改
修
工
事
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
そ
し
て
関
係
諸
団
体
等
と
連
携

を
密
に
し
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々

と
変
化
す
る
交
通
事
故
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
加
す
る
中
で
、
運
転
操
作
ミ
ス

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
継
続
し
、
交
通

安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
未
登
録
や
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
自
動
車
等
の
運
行
に
係

る
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
発
行
）
を
、

役
場
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所
で
も
取
り
扱

え
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に

向
け
、
警
察
や
地
域
及
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、

外
灯
組
合
や
町
内
会
等
、
関
係
団
体
と
協
働

し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
及
び
救
急
に
つ
い
て
は
、
七
飯
消
防

署
に
令
和
６
年
度
整
備
予
定
の
油
圧
救
助

器
具
購
入
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
、
引
き
続
き
、
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
や
災
害
時
な
ど
の

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
た
「
町
政
だ
よ
り
七
飯
町
」
や
毎
月
発
行

す
る
町
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に

推
進
し
、
各
種
届
出
・
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
戸
籍
関
係
証

明
書
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
等
で

の
健
康
保
険
証
の
利
用
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
税
の
確
定
申
告
に
加
え
て
、
転
出

届
や
転
入
・
転
居
の
受
付
予
約
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
２ 

快
適
な
ま
ち

　　

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
連
携
し
て
、
人
身
被
害
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
農
業
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
大
沼
の
豊

　　

第
４ 

育
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、
町
内
外
で
運
営
さ
れ
て
い
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
状
況
な
ど

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
保
育
選
択
の
相

談
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
を
支
給
し
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
保
育
園
の
完
全
給
食
化
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
や
生
活
相
談
な

ど
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
立
及
び
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が

連
携
し
、
公
立
と
民
間
を
合
わ
せ
た
受
入
れ

可
能
数
と
利
用
者
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
立
と
民
間
の
利
用
料
差
額

の
助
成
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
最
大
４
千
円

を
６
千
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
公
立
学
童

保
育
の
み
が
実
施
し
て
い
た
多
子
世
帯
の
利

用
料
助
成
分
を
民
間
学
童
保
育
に
も
適
用
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
地
区
及
び
大
中
山
地
区
の
各
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
大
沼
多
目
的
会

館
で
実
施
し
て
い
る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
、

地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
と
、
親
子
交
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
世
代
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
な
な
っ
ぷ

る
」
を
活
用
し
積
極
的
に
子
育
て
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
児
童
や
家
庭
に
対
し
て

は
、
昨
年
開
設
し
た
「
七
飯
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
下
、
庁
内
関
係
部
局
が

連
携
し
子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保

な
ど
必
要
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

基
金
（
仮
称
）
」
の
創
設
を
検
討
し
、
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
方
針

に
お
い
て
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
へ
の
新
入

学
時
に
必
要
な
教
材
等
の
学
用
品
の
購
入

に
対
し
て
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
社
会
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
の
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
社
会
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
広
島
へ
の
平
和

大
使
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
開
し
、
平

和
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
町
内
中
学
生

６
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
コ
ー
ド
町
へ

の
海
外
交
流
派
遣
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
香
川

県
三
木
町
を
は
じ
め
つ
な
が
り
の
あ
る
自

治
体
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
助
言
、
保

健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
事
業
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
及
び
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
に
寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
子
育
て
に
必
要
な
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
成
長
の
確
認
と
と
も
に
、

就
学
に
向
け
た
準
備
を
目
的
と
す
る
５
歳

児
健
診
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
町
内
幼
保
職
員
・
教
育
委
員
会
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
健
診
後

の
ケ
ア
や
就
学
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
う
な
ど
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
や
属
性
・
世
代
を
問

わ
ず
「
相
談
支
援
」
「
参
加
支
援
」
「
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施

す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
や

共
助
の
促
進
を
図
る
た
め
、
要
援
護
者
支
え

合
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
な
ど
を
効
果
的

に
活
用
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
七
飯
町
第
５
期
総
合

保
健
福
祉
計
画
の
分
野
別
計
画
で
あ
る
「
第

５
期
地
域
福
祉
計
画
」
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
、

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
、
「
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
障
が

い
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
と

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の

方
々
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
行
う
健

康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の

健
康
増
進
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

方
々
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に

お
い
て
主
体
的
に
健
康
活
動
に
取
り
組
む

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

の
支
援
や
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
援
助
と
外
出
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
生
活
支
援
や
、
見
守
り
活
動
の
強
化
の

ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
補
助
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
総

合
的
な
相
談
支
援
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
自
己

負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
、
疾
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
、
増
加
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
な
が

ら
、
健
全
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

第
６ 

と
も
に
歩
む
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
と
議
会
が
協
力
し
合
い
、
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
の
声
を
生
か
し

た
町
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

「
町
民
の
声
を
生
か
し
て
創
る
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
町
政
運
営
の
参

考
あ
る
い
は
町
政
に
反
映
す
る
た
め
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

高
騰
等
の
歳
入
・
歳
出
両
面
に
お
け
る
影
響

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
・
修
繕
等
の
経
費

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
重
要
施
策
の
推
進
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
第
６
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
積
極
的
な
確
保
と
し
て
は
、

国
や
北
海
道
か
ら
の
有
利
な
補
助
金
の
確

保
や
徴
収
す
べ
き
歳
入
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
経
営
の
視
点

に
立
ち
、
未
利
用
資
産
の
売
払
い
や
利
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
、

町
民
待
望
の
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
着
手
し
ま
す

が
、
町
民
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
と
な
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
施
策
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
施
策
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
「
町
民
の
声

を
生
か
し
て
創
る
七
飯
町
」
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
議

会
議
員
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
と
積
極

的
に
対
話
し
、
協
調
と
融
和
に
よ
っ
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

第
５ 

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

　

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
正
常
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
等
に

関
係
す
る
外
食
産
業
は
上
向
き
基
調
の
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
等
の
影

響
を
含
め
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
食
料
の
安

定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
中
、
担
い
手
の
確
保

や
、
集
出
荷
予
冷
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
産
地
の
差
別
化
と
高
品
質
で
安
全
、

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
や

七
飯
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
財
源
と

し
た
、
木
育
支
援
活
動
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

源
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
す
る
民
有
林
の
整
備
に
向
け
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
飯
町
森
林
組
合
と
連
携
し
各
種

町
有
林
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
・
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
治
山
事
業
の
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漁
業
資
源

の
確
保
に
注
視
し
つ
つ
、
大
沼
環
境
保
全
対

策
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
水
質
改
善
に
資
す
る
活
動
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
産
業

振
興
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
「
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
保
証
料
補
給
」
及
び

「
商
工
業
経
営
安
定
資
金
融
資
利
子
補
給
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
拡
大
と
町
内
企
業
へ

の
活
力
を
与
え
、
域
内
循
環
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
な
な
え
赤
松
街
道
納
涼
祭
」、
「
な
な

え
町
グ
ル
メ
発
表
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
な
ど
と
協
力
し
、
創
業
支
援
事
業

及
び
函
館
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
に
お
け
る
事
業
な
ど
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
産
品
の
開
発
を
進
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
定
し
た

財
源
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
な
え
町
物
産

振
興
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
物
産
振
興
を
推

進
す
る
た
め
「
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
大
沼
国
定
公
園
を
中

心
と
し
た
優
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
今
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
」
を
見

据
え
て
、
体
験
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
大
沼
体
験
観
光
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

沼
湖
水
ま
つ
り
」
、
「
大
沼
函
館
雪
と
氷
の
祭

典
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用

し
、
食
・
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
特
定
求
職
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
国
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
く
ほ
か
、
南
渡

島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
に
対
し
て
通
年
雇
用
化
へ
の
働
き

か
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
通
年
雇
用
に

必
要
な
資
格
や
技
術
向
上
を
図
る
た
め
の

技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し
、
就
労
と
雇
用
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ

た
社
会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
教
育

課
題
解
決
の
た
め
、
全
教
職
員
の
創
意
が
発

揮
で
き
る
協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

教
員
の
減
少
に
伴
い
校
内
で
各
教
科
等
の

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
渡
島
教
育
局
や
渡
島
教
育
研
究
所
、
七

飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
学
校
経
営
の
改
善
等
に
努
め
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
に
と
っ
て

働
き
甲
斐
の
あ
る
学
校
を
目
指
す
に
は
、
地

域
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
中
学
校
区
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体

的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

⑵
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け

た
指
導
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
育
ち
と
９
年
間
の
学
び
の

連
続
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
重

点
教
育
目
標
達
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
編
成
・
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
活
用

す
る
力
を
育
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
確
立
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き

各
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま

す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

　

実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
中
で
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な

活
動
を
推
進
し
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
や
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
等
の
充
実

　

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
一
方
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
「
い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
対
応
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

解
決
を
図
り
ま
す
。

　

「
七
飯
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
つ

い
て
、
昨
年
度
改
定
さ
れ
た
「
北
海
道
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
も
７
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
児
童
生
徒
か
ら
標

語
を
募
集
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
虐
待
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
深
め
ま
す
。

⑸
生
徒
指
導
の
充
実

　

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

指
導
主
事
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
指
導
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
と

連
携
し
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
へ
の
通
級
や
各
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
等
に
課
題
が
あ
る
場
合

は
、
町
長
部
局
と
連
携
を
と
り
対
応
し
ま
す
。

　

校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
「
七
飯
町
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
巡
回
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

拡
充
等
に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

　

七
飯
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

は
、
低
い
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
生
活
習

慣
の
改
善
と
併
せ
て
、
学
校
体
育
の
充
実
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
、
が

ん
教
育
等
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各

学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
多

様
な
個
性
を
引
き
出
す
た
め
、
個
々
の
実
態

や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
適
切
で
一
貫

し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
や
町
立
学
校
に
お
け
る
校

種
間
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
で
適
正
就
学
に
向
け
た
相

談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

　

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

の
あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま

え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
七
飯
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
教
育
大
綱
と
し
て
策
定
し
た
教

育
振
興
基
本
計
画
（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可

能
な
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
育

む
教
育
を
、
さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
あ
っ
て
は
「
夢
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
は
努
力
す
る
、
夢
を
も
つ
こ
と
が
今

を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
基
本
に
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
夢
と
希
望
を

抱
き
続
け
ら
れ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
卒
業
生
の
入
学
者
数
の
拡
大
、

定
員
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
担
当
部
局
と

連
携
は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
七
飯
高
校
の
魅
力
化
ア
ッ
プ

の
取
組
を
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

一
方
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大

型
事
業
へ
の
着
手
も
予
定
し
て
お
り
、
事
務

事
業
、
施
設
管
理
の
見
直
し
は
必
須
の
課
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
影
響
に
配

慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
年
度
か
ら

所
管
施
設
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ 

教
育
基
本
方
針

　

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成

す
る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
本
年
度
も
学
校
教

育
の
充
実
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
施
設
整
備
、
地
域

色
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文
化
財
の

保
護
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委

員
会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
む
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１ 

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の

連
携
や
教
育
委
員
会
議
の
公
開
、
情
報
発
信
、

教
育
行
政
方
針
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
を

行
い
、
地
域
に
根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２ 

幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
期
の
教
育
は
、
能
力
開
発
、
身
体
育

成
、
人
格
形
成
、
情
操
と
道
徳
心
の
涵
養
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
す
。
教
職
員
の
資
質

向
上
は
も
と
よ
り
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育
施

設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
幼
児
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　　

第
３ 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
自
然
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
直
面
し
て
も
、
児
童
生
徒

の
学
び
が
保
障
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
特
別
活
動
と
し
て
見
直
し

を
図
っ
た
学
校
行
事
等
に
つ
い
て
、
教
育
活

動
と
し
て
の
意
義
を
学
校
・
地
域
が
共
有
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の
成
長
を
支
援

し
ま
す
。

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
自
治
会
と
連
携
し
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
中
山
老
人
大
学
は
、
本
年
度
開

講
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

　

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

青
少
年
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
の
文
化

体
験
な
ど
青
少
年
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

能
力
、
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
付
け
る

う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
取
組
を
一
層
推
進
し
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
連
携
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑷
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち　

七

飯
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容

は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
に
誇

り
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い
て
暮
ら
す
た
め
に

必
要
な
「
夢
」
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
七
飯
町
を
知
る
た

め
の
学
び
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑸
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど

各
分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
文
化
芸

術
団
体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と

し
た
芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑹
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

　

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長

い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町

民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
保
存
整
備
と
積
極

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴

史
館
に
お
い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企

画
展
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

⑺
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

老
朽
化
が
目
立
つ
七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
及
び
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
庁

内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル

ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向

け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

し
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
、

第
70
回
目
と
な
る
大
沼
湖
畔
駅
伝
競
走
大

会
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
４
名
の
団
体

戦
か
ら
１
チ
ー
ム
２
名
の
ペ
ア
駅
伝
に
競

技
方
法
を
改
め
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
や
選
手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

ま
す
。

Ⅳ 

む
す
び

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
知
恵
と
工
夫
と
創

造
で
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
も

っ
て
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生
涯
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
異
文
化
理

解
に
必
要
な
交
流
活
動
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
教
育
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協

議
会
」
を
継
続
し
て
支
援
し
、
小
学
校
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
の
充
実
や
中
高
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

10
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、

教
職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
継

続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
事
件
・
事
故
・
自
然

災
害
等
に
対
処
す
る
た
め
「
危
機
管
理
共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
常
に
見
直
す
と
と
も
に
、

実
践
的
な
防
災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

11
食
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
が
食
の
大
切
さ
を
学
び
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
教
育
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う

え
か
ら
も
、
町
費
に
よ
る
地
元
産
食
材
を
使

用
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
、
学
校
給
食
費
会
計
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

12
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

①
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
教
育
施
設
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
早
い
段
階
で
の

維
持
補
修
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
七
飯
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

②
学
校
備
品
の
整
備
・
充
実

　

学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
本

年
度
も
計
画
的
に
教
材
備
品
、
情
報
機
器
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
利
用
促
進

　

奨
学
金
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
、
若
年
層

の
七
飯
町
へ
の
定
住
移
住
を
促
進
す
る
た

め
、
新
設
し
た
「
奨
学
金
等
償
還
支
援
事
業
」

の
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
事
務
職
員
の
共
同
事
務
室
化
に
つ
い
て

　

学
校
事
務
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
新
設
し
た
共
同
学
校
事
務
室
の
機

能
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
小
中
学
校
図
書
室
の
地
域
へ
の
開
放
に
つ

い
て

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

引
き
続
き
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
促
進
に
つ
い
て

　

高
度
な
情
報
化
時
代
の
到
来
に
あ
た
り
、

七
飯
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校

へ
の
新
入
学
時
に
購
入
が
必
要
な
教
材
等

の
学
用
品
に
つ
い
て
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

第
４ 

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
４
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
（
令

和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
町
民
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学

習
推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
ふ
る

さ
と
教
育
の
充
実
、
文
化
意
識
の
向
上
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習

　

老
朽
化
が
目
立
つ
社
会
教
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
も
計
画
的
な
改

修
と
効
率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
庁
内
外
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

老
人
大
学
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
も
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
え
る
生

七
飯
町
施
政
方
針

令和５年度
七
飯
町
教
育
行
政
方
針

令和５（２０２３）年4月号



33億4,670万円

予算の種類

令和５年度 ～ 施政方針に沿って各種事業を紹介します ～予算の主な事業

特別会計等
令和５年度　90億2,148万円 歳

  出

民生費
43.9　　億円

職員費
14.4億円

公債費
12.9億円その他

1.6億円

土木費
8.8億円

衛生費
8.7億円

教育費
8.3億円

消防費
6.2億円

総務費
5.1億円

商工費
2.2 億円

農林水産業費
1.2億円

〈内訳〉
議　会　費
労　働　費

峠下４号線改良事業
橋りょう長寿命化事業
久根別川広域河川改修事業
各地区道路新設改良等工事
河川環境整備等事業
軍川下流排水路整備事業
七飯町地域公共交通活性化協議会負担金

民　生　費：高齢者や障がい者、子どものための福祉など
職　員　費：職員給与や職員研修など
公　債　費：町債など借入金の返済
土　木　費：町道・河川や公園の維持管理など
衛　生　費：ごみ・し尿処理、予防接種や各種健診など
教　育　費：学校や公民館の整備など

消　防　費：防災、消火・水防に係る経費など
総　務　費：財産管理や企画、税務、戸籍事務など
商　工　費：産業の振興や観光など
農林水産業費：農林業、水産業の振興など
そ　の　他：議会の運営（議会費）、労働者の就労
　　　　　　支援（労働費）や不測時の支出など

有害鳥獣対策
河川水質検査事業
お試し移住体験事業
合併処理浄化槽設置整備補助事業
リサイクル推進対策事業
渡島廃棄物処理広域連合負担金
南渡島衛生施設組合負担金

休日夜間の医療体制確保
成人保健疾病予防対策事業
母子保健疾病予防対策事業
母子保健対策事業
成人保健対策事業

七飯町空家等対策計画実態調査
特定空家・旧耐震基準空家解体事業補助金
公営住宅整備事業
高齢者運転免許証自主返納事業
ＩＣＴ関連業務外部委託事業
行政手続のオンライン化の実施
地域コミュニティＦＭ広報番組の放送

700万円
140万円
9,200万円
300万円
2,391万円
117万円
93万円

公共施設照明ＬＥＤ化改修事業
水道施設・管路整備事業(水道事業)
処理場更新事業(大沼下水浄化センター)
下水道管渠整備事業
流域下水道事業(函館湾浄化センター)
公園維持管理事業
地域環境整備工事

重層的支援体制整備事業
総合保健福祉計画策定事業
長寿敬老祝金品贈呈
高齢者入浴補助事業
障がい者の就労支援事業

災害復旧費・予備費1.0億円
0.4億円 0.2億円

■安全・便利なまち　　～生活基盤分野～

■快適なまち　　～環境保全分野～

■ふれあい・安心のまち　　～保健・医療・福祉分野～
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3,770万円
8,530万円
3,938万円
1億909万円
3,000万円
3,200万円
475万円

4,358万円
4億2,117万円
8,553万円
5,804万円
2,136万円
2,260万円
220万円

855万円
272万円
685万円
520万円
282万円

3億2,725万円
8,788万円

4,620万円
1,261万円
210万円
500万円
4,530万円

795万円
1,463万円
5,655万円
1,440万円
2,529万円

　一般会計に対し、特定の事業のために設けられた
会計を特別会計といいます。
　当町の特別会計は国民健康保険・後期高齢者医
療・介護保険と企業会計（原則町税を収入財源と
せず、独立採算制を追求する企業的事業を行うた
めの会計）である水道事業会計・下水道事業会計
があり、令和５年度の特別会計及び企業会計予算
の概要は下記のとおりです。

会　計　名 予　算　額 対前年度
増減率

特別会計 66億4,010万円
31億9,710万円
4億8,800万円
29億5,500万円
23億8,138万円
10億6,582万円
13億1,556万円
90億2,148万円

▲ 1.9%
国 民 健 康 保 険 ▲ 5.1%
後期高齢者医療 0.2%
介 護 保 険 1.4%

10.9%企業会計
水 道 事 業 17.3%
下 水 道 事 業 6.2%
合　　　計 1.2%

一般会計

（▲ 3.4％）

歳出総額
113.3億円
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歳
  入

 

町税
29.6億円

地方交付税
36.0 億円

その他
17.6億円

国庫支出金
15.6億円

道支出金
10.3億円

町債
4.2億円

〈内訳〉
地 方 譲 与 税
各 種 交 付 金
分担金及び負担金
使用料及び手数料

保育所等完全給食実施事業
認可外保育施設保護者負担軽減補助金
放課後児童対策事業
子ども・子育て支援給付事業
奨学金等償還支援事業助成金
新入学児童学用品負担軽減補助金
ＧＩＧＡスクールの推進

813万円
928万円
9,688万円

7億9,567万円
30万円
200万円
799万円

2,664万円
4,244万円
2,703万円
2,449万円
693万円
690万円
4,048万円

　
　

草地畜産基盤整備事業
経営所得安定対策推進事業
森林環境譲与税関連事業
町有林管理等事業
ななえ赤松街道納涼祭への支援
地域活性化起業人制度の活用
ふるさと納税事業費

　2,353万円
491万円
1,751万円
1,704万円
200万円
1,464万円
5,905万円

233万円
358万円
50万円

200万円
45万円
105万円

2,623万円
350万円
147万円
100万円
600万円
300万円
300万円

　

人事評価制度の運用
町有バスの運行
公共施設照明ＬＥＤ化基礎調査委託

　
　
　

学習支援員・特別支援教育支援員の配置
スクールバスの運行
七飯中学校長寿命化改修事業
学校給食の支援・充実
生涯学習社会の充実
図書館・スポーツセンター建替「基本構想」等策定
スポーツの振興

　

道の駅「なないろ・ななえ」指定管理費
ＰＲ動画・ＰＲ番組作成事業
環駒ヶ岳広域観光振興の推進
体験観光の推進
観光イベントへの支援
大沼国定公園美化清掃負担金
特定求職者を雇用する事業者への補助

　
　

活力のあるまちづくり推進事業助成金
町内会連合会補助金
各種統計業務

　
　
　

諸収入（繰越金含む）
寄　附　金
繰　入　金
財 産 収 入

1.2億円
7.7億円
1.6億円
2.1億円

1.9億円
1.1億円
1.8億円
0.2億円

■育むまち　　～子育て・教育・文化分野～

■活気とにぎわいのまち　　～産業振興分野～

■ともに歩むまち　　～行財政分野～

　

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
が
、
第
１
回
定
例
会
で
決

ま
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
引
き
続
き
、
限
ら
れ
た
予
算

で
効
率
的
な
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
事
業
の
優
先

順
位
を
見
極
め
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
事
業
に
お
金
を
使
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

ま
ち
の
予
算
は
？

令和４年度政策編成後予算総額※

令和５年度当初予算総額

206億5,551万円

203億5,549万円

前年度比 億3 2万円   減

令和５年度　当初予算※令和４年度は町長選挙が
執行されたため、６月定例
会で政策的経費を盛り込ん
だ補正予算後の金額

一般会計

（▲ 3.4％）

歳入総額
113.3億円
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問い合わせ／住民課国保年金係　☎６５－２５１３

新型コロナウイルス感染症にかかる傷病手当金についての
対象期間が令和５年５月７日までとなります

申請ができる方　▶　次の３つの条件全てに当てはまる方
①新型コロナウイルス感染症の療養のため仕事ができないこと（ＰＣＲ検査の結果が陽性の方や、新型コロナウイルス
感染症への感染が疑われる発熱等の症状がある方が、本人の療養のため仕事ができないこと）
②仕事を４日以上休んでいること
③休んだ期間について給与等がもらえないこと

問い合わせ／政策推進課地域活性係　☎６５－５７９２

　３月３１日まで申請受付を行っていた実証実験について、たくさんの方から申請い
ただきまして、誠にありがとうございます。
　ハイヤー・タクシー利用券の使用期限は５月３１日までとなっています。申請され
た方に郵送した利用券や添付した文書にも記載していますが、利用券の使用に関する
注意点を改めてご確認いただきまして、引き続き利用券をご利用いただき、実証実験
にご協力願います。
　　　　　　　　　使用期限　▶　令和５年５月３１日まで
　
　　　利用券の使用に関する注意点　
・各事業者の混雑状況などによっては、配車に時間がかかったり、対応ができない場合がありますので、あらかじめご了承願い
ます。

・利用券が届いたら、冊子の表紙に氏名と住所を記載してください。
・不正使用防止の観点から再発行は行いませんので、大切に保管してください。
・冊子の表紙に氏名と住所を記載した方以外の使用はできません。知人や親族などへ譲渡することもできません。
・本人以外の使用など利用券の不正使用が判明した場合は、利用券を交付した後であっても交付を取り消し、すでに使用されて
いる場合は、その料金を町に返還していただく場合もあります。
・利用料金を超える金額分の利用券を使用することはできません。（利用券の使用に対してお釣りはでません。）
・この利用券の割引は、ハイヤー又はタクシー事業者が実施する他の割引と併用することができます。
・この事業は、ハイヤー又はタクシーを利用する際の目的や乗降地域などを調査する実証実験の一環として行うものであるため、
運転手さんから聞き取りがあった場合にはご協力をお願いします。

　七飯町の国民健康保険に加入されている被用者の方（会社員等）が、新型コロナウイルス感染症の療養のため仕事を休んだと
き、町から「傷病手当金」が受け取れることがあります。
　このほど対象になる期間が延長になりました。

　令和５年５月８日以降、新型コロナウイルス感染症の取り扱いが変更になることにより、同日以降に感染した方への傷病手当
金の支給はなくなります。
　令和５年５月７日以前に感染した方への傷病手当金の申請には、お勤め先の事業主や医療機関等の証明が必要になります。申
請されるときは国保年金係へ事前にご相談ください。
　また、傷病手当金が申請できるようになった日から２年を過ぎると、時効により申請できなくなりますのでご注意ください。

－ 七飯町ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験 －
「七飯町ハイヤー・タクシー利用券」使用に関する注意点

【変更前】令和２年１月１日から令和５年３月３１日まで
【変更後】令和２年１月１日から令和５年５月　７日まで

令和５（２０２３）年4月号 16

－ 令和５年度の１年間は、すべての方が自己負担なしでワクチン接種を受けられます －

問い合わせ／七飯町新型コロナウイルスワクチン接種対策本部（七飯町保健センター内）　　☎６６－５６７０
※かけ違いによる間違い電話が多数発生しています。電話をおかけの際は番号を確認し、お間違いのないようお願いします。

　初回接種（１・２回目接種）を完了した次の方を対象に、５月から８月に
オミクロン株（ＢＡ．４－５）対応２価ワクチンを接種します。

　まだ令和４年秋開始接種を受けていない方のうち令和５年春接種の対象でない方（１２歳以上の健常な若年者）で、令和４年
秋開始接種を希望される場合には、必ず令和５年５月７日までに接種してください。
　令和５年５月８日から開始される春接種の接種体制やスケジュールについては、詳細が決まり次第、広報ななえや町ホームペ
ージ等でお知らせします。

 　七飯町では４月中旬以降ワクチンが供給され次第開始します。対象となるお子さまには順次接種券を発送します。

①高齢者（６５歳以上）　　　　　　　　　　　　　　春接種の接種券を順次発送
②基礎疾患を有する方（１２～６４歳）
③医療従事者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請が必要

　開票

詳細は
町ＨＰへ →

（厚生労働省の資料より抜粋）

（厚生労働省の資料より抜粋）

新型コロナワクチン接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

５月８日から春接種を開始します

令和４年秋開始接種は令和５年５月７日で終了します

５歳から１１歳のお子さまの追加接種がオミクロン株対応２価ワクチンになります
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問い合わせ／健康推進課保健予防係（七飯町保健センター内）　☎６６－２５２２

詳細は七飯町ホームページでご確認ください　→帯状疱疹について「帯状疱疹予防.jp」　→

－ コロナ禍で心身のストレスから免疫力が低下している５０歳以上の方へ －
帯状疱疹ワクチンが半額で接種できます
４月１日から帯状疱疹ワクチン予防接種費用の助成を実施します。

接種を希望される方は、町内指定医療機関へ直接予約をしてください。

帯状疱疹とは？
　
帯状疱疹とは水ぶくれを伴う赤い発疹が帯状にでる皮膚の疾患で、８０歳までに約３人に１人がかかる
と言われています。皮膚症状が治った後も５０歳以上の約２割の方に長い間痛みが残る帯状疱疹後神経
痛になる可能性があります。

種　　　類 生ワクチン
（乾燥弱毒生水痘ワクチン）

不活化ワクチン
（乾燥組換え帯状疱疹ワクチン）

販売名
接種回数
予防効果
　
特徴
　

助成対象
費用（自己負担額）

ビケン
１回
５０％
１回で済む
料金が安い

５，０００円

シングリックス
２回
９０％

予防効果が高い
免疫が低下している方も接種可

１回につき１０，０００円
野畔の花クリニック

小児科ひよこクリニック
ななえ新病院

ななえ耳鼻咽喉科クリニック
望ヶ丘医院

はるこどもクリニック
丸山内科医院

三木内科泌尿器科クリニック
宮村内科医院
向井クリニック

○
○
○
○
○
○
○
－
○
○

○
○
○
－
○
○
○
○
○
○

接
種
で
き
る
医
療
機
関

（
町
内
指
定
医
療
機
関
に
限
り
ま
す
）

５０歳以上の七飯町に住民票がある方

令和５（２０２３）年4月号 18

４月　９　日は北海道知事及び北海道議会議員選挙
４月２３日は七飯町議会議員選挙の投票日です　

問い合わせ／七飯町選挙管理委員会　☎６５―２５１１

　次の３箇所で期日前投票及び不在者投票ができます。

　今年は統一地方選挙の年です。投票日は、北海道知事及び北海道議会議員選挙が
４月９日（日）、七飯町議会議員選挙が４月２３日（日）となっています。私たち
にとって、明日の北海道・七飯町を住み良いものにする最も身近で大切な選挙です。
　投票日は、町内２１箇所の投票所で午前７時から午後８時まで投票できますので、
必ず投票しましょう。

　当日投票できない方は

選挙区分
　
告示日
投票日

選挙人名簿
の登録要件

住所

年齢

北海道 七飯町
議会議員選挙知事選挙 議会議員選挙
４月１８日（火）
４月２３日（日）
令和５年１月１７日
までに転入届をした方
平成１７年４月２４日
までに生まれた方

３月３１日（金）

令和４年１２月３０日
までに転入届をした方

３月２３日（木）

令和４年１２月２２日
までに転入届をした方

４月９日（日）

　
平成１７年４月１０日までに生まれた方

会場

　
七飯町役場

　
大中山出張所
大沼出張所

期日前投票・不在者投票のできる期間及び時間
選挙区分

期間 時間

８：３０～２０：００

　
８：３０～１７：１５

　
８：３０～２０：００

３月２４日（金）～　４月　８日（土）
４月　１日（土）～　４月　８日（土）
４月１９日（水）～　４月２２日（土）

４月　３日（月）～　４月　８日（土）
　

４月１９日（水）～　４月２２日（土）

　七飯町の選挙人名簿に登録されており、道内の他の市町
村に転出した方が北海道知事及び北海道議会議員選挙の投
票を行う場合は、「引き続き北海道の区域内に住所を有す
る旨の証明書」を掲示するか、「引き続き北海道の区域内
に住所を有することの確認」を受けなければ投票するこ
とができません。
　七飯町議会議員選挙については、七飯町から転出した方
は投票をすることができません。

　転出者が投票するときは
　七飯町公式ホームページで投票速報及び開票速報をお知
らせします。

　開票は、自由に参観することができますので、参観され
る方は会場にお越しください。
【北海道知事及び北海道議会議員選挙】
日　時　▶　４月９日（日）２１：００～
会　場　▶　七飯町スポーツセンター
【七飯町議会議員選挙】
日　時　▶　４月２３日（日）２１：００～
会　場　▶　七飯町スポーツセンター

　投・開票速報

北 海 道 知 事
北海道議会議員
七飯町議会議員
北 海 道 知 事
北海道議会議員
七飯町議会議員

　開票

七飯町　　
選挙管理委員会

ＨＰ　　→

右記のＱＲコードから
両選挙の制度概要へ
アクセスできます。
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　10:00～11:30
水13:30～15:00
金10:00～11:30
　13:30～17:15
　10:00～11:30
水10:00～11:30
木13:30～15:00
　13:30～17:15
　10:00～15:00

子 育 て 支 援 セ ン タ ー
〈申込・問い合わせ〉
本町子育て支援センター　　☎・FAX ８３ー６３２１
大中山子育て支援センター　☎・FAX ６４ー５５３５
　全ての支援事業は新型コロナウイルスの状況により変更・中止となる
場合があります。また、感染拡大防止のため人数制限を設け開催します
ので、詳しくはお問い合わせください。

サロン自由開放

わくわくルーム

子育て相談
サロン自由開放

すくすくルーム

子育て相談
ちびっこ広場

毎週 月・水

毎週 水・金

毎週 月～金
毎週 月・木

毎週 水・木

毎週 月～金
毎週 月 ※4/24「子どもの日制作」を予定

本
町

沼大

大
中
山

行事名 日程 時間 対象

内容 日程 時間 会場 定員 申込等

0 歳から就学前までの乳幼児と保護者

2 歳未満の乳幼児と保護者

育児に関する不安や疑問をお持ちの方
0 歳から就学前までの乳幼児と保護者

1 歳 6 か月未満の乳幼児と保護者

育児に関する不安や疑問をお持ちの方
0 歳から就学前までの乳幼児と保護者

　着替え、飲み物
　4/4火～13木
　各支援センター

4/23日
10：00～12：00 大中山子育て支援センター

対象：町内在住の就学前までの幼児と父親（祖父）

期…申込期間　料…料金　持…持ち物　 申…申込先

※大沼の会場は大沼多目的会館（ポロトポント）

内容 日程 時間 会場 定員 申込等

タイルアート
講師：中板 綾子 氏

4/25火 10：00～11：30 七飯町文化センター
スペース201

10人

対象：町内在住の就学前までの乳幼児の保護者

子どもの日制作

着替え、飲み物、汚れ物を入れる袋希望者は申込時にお申し出ください

※天気が良ければ外あそびもしますの
　で、外で遊べる服装で来てください。

※天気が良ければ外あそびもしますの
　で、外で遊べる服装で来てください。 申

持託児

持
期

　着替え、飲み物
　4/4火～13木
　各支援センター

5/14日
10：00～12：00 大中山子育て支援センター なし

なし

母の日プレゼント制作

申

持
期

　エプロン
　500円
　4/4火～13木
　各支援センター
期
申

料
持

お花見遠足（森町）
※雨天中止

5/9火 【バス移動】
・大中山コモン　　　　9：20集合（9：30発）
・七飯町文化センター　9：30集合（9：40発）

15組

　着替え、飲み物、
　汗拭きタオル
　4/4火～13木
　各支援センター
期
申

持

予約・問い合わせ／子育て支援課児童相談係（七飯町保健センター内）　☎６６－２５２１

日　　時　▶　５月９日（火）１３：３０～１６：００
会　　場　▶　七飯町保健センター
対　　象　▶　離婚を考えている方、ひとり親家庭及び寡婦（夫）
料　　金　▶　無料

相談内容　▶　求人情報提供、家族関係、離婚前に知って
おきたいこと、養育費、各種支援制度情報
提供など（秘密厳守）

予約期限　▶　５月２日（火）１７：００まで

　専門の相談員が、お仕事や生活のことで悩んでいる方をサポートするため、巡回相談を
実施します。
　相談会を実施する「母子家庭等就業・自立支援センター」は、母子家庭・父子家庭の皆さまが安心して暮らすことができるよ
うに、就労や生活に関わる様々な相談支援を行っている機関です。下記までご予約のうえ、気軽にご相談ください。

－ ひとり親になるとどうなりますか？ －
養育費や親権等相談してみませんか

令和５（２０２３）年４月号 20

「児童扶養手当」・「特別児童扶養手当」の
手当額が変更になります

問い合わせ／住民課医療児童助成係　☎６５－２５１３

講習日程　▶　５月９日（火）から６月２０日（火）までの毎週火曜日・木曜日（全１３回）
　　　　　　（講師の都合等により日時等変更する場合があります。）
時　　間　▶　１０：００～１２：００
会　　場　▶　北斗市総合文化センター（かなで～る）
講座内容　▶　子どもの世話、発育、病気、遊び、食生活とアレルギー、心の発達、子育ての心、発達障がいの理解、安全と事故
　　　　　　など
定　　員　▶　１５名
受　講　料　▶　無料（ただし、団体託児の提供者として登録を希望される方は、テキスト代として２，０００円がかかります。）
申込方法　▶　下記まで電話にてお申し込みください。
申込期限　▶　４月２４日（月）まで
そ　の　他　▶　講座受講中は無料で託児を行います。託児を利用する場合は、おやつ、飲み物をご持参ください。

　南渡島ファミリー・サポート・センターとは、援助を受けたい「依頼会員」と、援助
を行いたい「提供会員」（託児サポーター）の会員制の組織で、地域の人が子育て家庭
を支援していく仕組みです。
　ファミリー・サポート・センターでは、援助を行う提供会員（託児サポーター）とし
て、必要最低限の知識を身につけるための講座を開催します。養成講座終了後、提供会
員として活動することができます。

南渡島ファミリー・サポート・センター
　　　　　 養成講座【託児サポート】受講生募集

申込・問い合わせ／南渡島ファミリー・サポート・センター　☎７３－９５０２

令和５年４月分より、児童扶養手当と特別児童扶養手当の手当額が次のとおり改定されます。

■児童扶養手当

　
※改定後の最初の支給日は原則、令和５年５月からとなります。
　
■特別児童扶養手当

　
※改定後の最初の支給日は原則、令和５年８月からとなります。

区　分

全部支給

一部支給

児童数
１人目
２人目

３人目以降
１人目
２人目
３人目以降

令和５年３月分まで
４３，０７０円
１０，１７０円
 　６，１００円

１０，１６０円～４３，０６０円
　５，０９０円～１０，１６０円
　３，０５０円～　６，０７０円

令和５年４月分から
４４，１４０円
１０，４２０円
 　６，２５０円

１０，４１０円～４４，１３０円
　５，２１０円～１０，４１０円
　３，１３０円～　６，２４０円

区　分
１　級
２　級

令和５年３月分まで
５２，４００円
３４，９００円

令和５年４月分から
５３，７００円
３５，７６０円

健康・子育て
Health・Childcare
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今月は…疲れにくい身体を
　　　　　つくるための食事

アスパラガスの
　　　　　豚バラ巻

問い合わせ／健康推進課保健管理係（七飯町保健センター内）　☎６６－２５２２

【材料】（１人分）
・アスパラガス……… ３本
・豚バラ肉……………50ｇ

【調味料】
A日本酒………大さじ１
Aオイスターソース
　………………大さじ1/2
Aしょう油……大さじ1/2
・塩……………適量

【作り方】
①アスパラガスの根元の切口を２～３㎜切り落とす。茎の固
い部分の皮をピーラーでむき、塩を入れたフライパンで２
分弱茹でる。はかま（茎についている三角の部分）は食べ
られるので取り除く必要はありませんが、気になる場合は
茹でてから手で引っ張って取る。

②豚バラ肉に塩を振り下味をつけ、①のアスパラガスを1本
ずつ包む。

③Aの調味料をあわせてタレを作っておく。フライパンに②
を並べて肉の色が変わるまで焼いたら、あわせたタレを回
しかけ照りがでるまでサッと煮詰める。
④タレが馴染んだら器に盛り、完成。

　アスパラガスはアミノ酸の一種であるアスパラギン酸が含
まれているので、疲労物質を分解したり新陳代謝を促進する
働きがあるため、疲労回復や体力アップに役立ちます。アス
パラガスは脂肪分も少なく、毎日食べても問題ない食材なの
で、先月号のレシピとあわせて献立に積極的にとり入れて、
疲れにくい身体をつくりましょう。

　管理栄養士が七飯町保健センターもしくはご自宅に訪問し、栄養相談を行います。自分にとって今一番必要な栄養素は何
か一緒に確認しましょう！栄養・食事で気になることがあれば、いつでもご相談ください。

栄養相談随時受付中

塩分
1.9g

235
kcal

【【作り作り作り作り 】方】方】方】
①アスパラガスの根元の切口を２～３㎜切り落とす。茎の固
い部分の皮をピーラーでむき、塩を入れたフライパンで２

含
る
ス
の

　　　今月号のレシピを主
菜にした「簡単ヘル
シーレシピ」も町内

公共施設で配布しています。

令和５（２０２３）年４月号 22

令和５年度
会計年度任用職員（保育所・学童）
　　　　　　　　　を募集しています
　七飯町では、次のとおり会計年度任用職員を
募集しています。
　詳細については、町ホームページに掲載して
いる募集要項をご参照ください。
　
募集職種・要件等　▶　高校卒業以上で心身ともに健康な方
①保育士（月給）
【資　　格】保育士資格のある方
【業務内容】保育業務
【業務場所】大中山保育所
②調理員兼用務員補助員（時間給）
【資　　格】調理師免許があれば尚可
【業務内容】調理業務（乳児食含む）、清掃業務
【業務場所】大中山保育所
③放課後児童支援員補助員（時間給）
【資　　格】保育士、教諭等の資格があれば尚可
【業務内容】学童保育業務（子どもの健康管理、安全の確保、

学習活動への援助、遊びへの支援）に従事
【業務場所】町内学童保育クラブ５か所（大中山・本町・藤

城・峠下・大沼町）のいずれか
　　　　　　※応募者による就労場所の選択はできません。

採用人数及び募集期間　▼　
・若干名
・令和５年３月１３日より随時受付（採用人数が予定人数
に達した時点で受付を終了します。）
応募方法　▶　履歴書（市販のもの）を郵送又は持参してく

ださい。
※１　提出された履歴書は返却しません。
※２　宛名は子育て支援課子育て支援係宛としてください。
選考方法及び試験日時　▶　面接試験
※履歴書受付後、試験日をご連絡します。
雇用期間　▶　令和６年３月３１日まで

申込・問い合わせ／〒０４１－１１１１
　　　　　　　　　七飯町本町６丁目１番５号
子育て支援課子育て支援係（七飯町保健センター内）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎６６－２５２１

問い合わせ／健康推進課保健管理係（七飯町保健センター内）　☎６６－２５２２

GW
ゴールデン

ウィーク期間中の
診療体制

　夜間における子どもの急な病気やけがなどの際に、看護
師や小児科医師が電話により助言を行っています。

受付時間　▶　１９：００～翌日８：００（毎日）
※医師が直接診察して治療を行うものではなく、あくまで
電話による家庭での一般的対処などに関する助言を行う
ものです。緊急性のある子どものための電話相談ですの
で、育児相談はご遠慮ください。

　急病など、もしものときに２４時間体制で受診可能な医
療機関を検索することができ、電話による医療機関の案内
なども行っています。（医療相談は行っていません。電話
番号のお間違いのないようお願いします。）

【北海道小児救急電話相談】 【北海道救急医療・広域災害情報システム】

町HP

【休日当番医】

　
【函館市夜間急病センター】函館市五稜郭町２３番１号

（函館市総合保健センター内２階）

時　間

　９　：００
～

１５：００

休日・祝日
５月３日（水）

　
５月４日（木）

　
５月５日（金）

医　療　機　関
向井クリニック　　　
函館脳神経外科　　　
七飯クリニック　　　
野畔の花クリニック　

電話番号
６６－２８８８

　
６６－６１１１

　
６７－５１１１

時　間
１９：３０～深夜０：００

診　療　科　目
内科・小児科・外科

電話番号
３０－１１９９

＃８０００
　
０１１－２３２－１５９９

　　短縮ダイヤル
ＩＰ・ひかり電話・
　　　　　ＰＨＳから

０１２０－２０－８６９９

０１１－２２１－８６９９

全道どこからでも
　　　フリーダイヤル
携帯電話・ＰＨＳから

健康・子育て
Health・Childcare
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問い合わせ／七飯町教育委員会学校教育課教育支援係　☎６６－２０６７

就学に関するお悩み
　　　　　相談してみませんか？
　七飯町教育委員会では、教育上特別な支援や配慮が必要
なお子様に、より良い学校教育を受けていただくために、
また、お子様の教育について心配や悩みをお持ちの保護者
のために、就学相談を随時受け付けています。
　保護者とお子様の意向を尊重しながらお話をうかがい、
そのなかでお子様にとって最適な学びの場を一緒に考えて
いきます。

・落ち着いていることが苦手
・整理、整とんが苦手
・物事にこだわってしまうことが多い
・ことばの意味を理解することが苦手

・話すことが苦手
・製作活動が苦手
・友だちとのトラブルが多い
・場の状況や雰囲気に関わらず、話をする　等

～ 教育委員会には、教育・発達に関する専門家を含めた委員で構成する教育支援委員会が設置されています。 ～

～ バードカーヴィング教室の他、英会話講座も開催していますので、ご興味のある方はお問い合わせください。 ～

このような心配はありませんか？

まずは教育委員会（下記の連絡先）までご相談ください。

主催・申込・問い合わせ／一般財団法人北海道大沼国際交流協会（大沼国際セミナーハウス内）　☎６７－３９５０
　onuma-seminar@rouge.plala.or.jp

　木材を彫り、色付けして野鳥の彫刻を作ります。

会　　場　▶　大沼国際セミナーハウス（七飯町字大沼町127－1）
講　　師　▶　三浦　薫　氏（高等学校元美術教師）
定　　員　▶　各クラス１０名
受 講 料　▶　一般５,０００円／当協会賛助会員４,５００円(共に基本材料費含む)
申込期限　▶　４月３０日（日）※定員になり次第締切
持 ち 物　▶　切り出しナイフ(小刀)、彫刻刀セット(５本程度)、筆記用具、ラジオペンチ、お持ちの方は面相筆
　　　　　　※道具をお持ちでない方には貸出できますので、お申し込み時にお知らせください。

バードカーヴィング教室 受講生募集
令和５年度・春

初級クラス

制 作 物

開催日時

中級クラス

１３種からお好きな鳥を選び制作
※初めての方はシジュウカラを制作

１８種からお好きな鳥を選び制作
※制作する鳥の大きさによって、追加材料費が加算
　されます

５月９日（火）～６月１３日（火）の毎週火曜日
（全６回）
１３：００～１６：００

５月１２日（金）～６月１６日（金）の毎週金曜日
（全６回）
１３：００～１６：００

選べる鳥の種類についてはお問い合わせください。

教育・文化
Education・Culture
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問い合わせ／七飯町教育委員会学校教育課教育支援係　☎６６－２０６７

問い合わせ／七飯町教育委員会学校教育課教育支援係　☎６６－２０６７

問い合わせ／七飯町学校給食センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎６５－２３０２

－ 地場産物を学校給食に －
「プレミアムななえデー」

新入学児童の学用品費用を町が一部負担します

小学６年生を対象にコンコード学習が行われました！

　町では、子育て世帯を支援するため、小学校１年生児童が新入学時に購入する学用品
費用の一部を負担します。負担する内容は、保護者が学校を通じて購入する学用品につ
いて１０，０００円を上限に町が負担するものです。また、対象となる児童は、町内に
住所を有し町立小学校に初めて入学する児童となります。

　町の一部負担について、保護者の皆様に行っていただく特段の手続きはございません。なお、負担の対象となる学用品につ
いては、入学する学校により異なりますのでご了承ください。

　２月２８日（火）の学校給食は、七飯産の食材をふんだん
に活用した「プレミアムななえデー」として、北海道産牛肉
消費拡大強化対策実行委員会様より寄贈された『はこだて大
沼牛』７２ｋｇを使用したビーフシチューや山川牧場の牛乳、
福田農園産の「王様しいたけ」を使用したオムレツを提供し
ました。
　子どもたちからは、「ビーフシチューはコクがあっておい
しかった！」「お肉がやわらかくてトロトロだった！」など
の声が上がり、みんな笑顔でたくさんおかわりしていました。
　はこだて大沼牛は平成２１年度から毎年寄贈されており、
過去にはカレーライスや肉じゃが等の食材として提供され、
毎年大好評となっています。
　北海道産牛肉消費拡大強化対策実行委員会様、ありがとう
ございました。

　町内の小中高等学校の教職員で組織する「七飯町小中高英
語教育連携協議会」が、児童の国際理解教育の推進のため、
コンコード町出身の町国際交流員であるジャックさんを招い
て、小学６年生を対象に姉妹都市であるアメリカ・コンコード
町の文化や学校生活を学ぶ「コンコード学習」を行いました。
　授業を受けた児童たちは、時差があることや気候が似てい
ることなど、コンコード町に関する知識や理解を深めたほか、
給食のメニューが選べることや教科が多いことなど七飯町と
は違った学校生活を知って驚いていました。授業後の児童か
らは「コンコード町へ行ってみたい」や「交流してみたい」
といった感想がありました。七重小学校での授業の様子

教育・文化
Education・Culture
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　北海道の魅力ある食品を広くＰＲする「北のハイグ
レード食品」に、一流シェフやカリスマバイヤーなど
食のプロが集う北海道「食のサポーター」による選考
を経て、七飯町の特産品が見事選定されました。

　２月８日（水）、七飯町花卉生産出荷組合とＪＡ新はこだて七飯営
農センターは、大切な人に花を贈る「フラワーバレンタイン」企画と
して、同ＪＡ内や関係機関の女性職員に対し、町内産の花で作った花
束を約２７０束進呈しました。来年はぜひ皆さんも大切な方に花束を
贈ってみませんか？

　環駒ケ岳広域観光協議会（七飯町・森町・鹿部町）と株式会社ブロイハウス大沼のコラ
ボ商品が４月から販売開始されます。
　後味には桜の香りが残り、アルコール度数１０％と高め。ワインのように時間をおいて
熟成させても味わえるためお土産や贈り物にもおすすめです。

問い合わせ／商工労働観光課商工労働係　☎６５－２５１７

問い合わせ／農林水産課農水振興係　☎６５－５７９３

問い合わせ／商工労働観光課観光係　☎６５－２５１７

北のハイグレード食品に
　　　　　　選定されました！

バレンタインデーに
　　　　　　　生産者から花束の進呈

【北のハイグレード食品２０２３】

販売先　▶　道の駅なないろ・ななえにて好評販売中
※仕入れ状況などにより在庫がない場合がございます。

（箱館醸蔵有限会社）
ガロはちみつ「盛夏」

（大沼ガロ・ハーブガーデン）

かんこま地ビール
　　　　　　販売開始！

販売先　▶　道の駅なないろ・ななえ
容　量　▶　７２０ml
価　格　▶　２，５００円（税込）

お知らせ
Information

令和５（２０２３）年4月号 26

申込・問い合わせ／Ｔ・Ｋ ＤＯＧ ＳＣＨＯＯＬ（担当：加藤知宏）　☎８３－８５３４

－ ワンちゃんと一緒に絵本をよもう！ －
読書介助犬プログラムを
　　　　　　　　　開催します
　こどもの読書離れに様々な効果をもたらす読書介助犬。
幼児期では、犬と一緒に絵本を読んでもらう事で、犬の体
温を感じてリラックスすることができるだけではなく、犬
の動作をまねて落ち着いて絵本を聞くことができると言わ
れています。
　かわいいワンちゃんたちと一緒に絵本にふれあってみま
せんか？ご参加をお待ちしています。

日　　時　▶　４月２３日（日）１０：００～１０：４５
会　　場　▶　Ｔ・Ｋ ＤＯＧ ＳＣＨＯＯＬ
　　　　　　（字東大沼１５８－２）
参 加 費　▶　無料

対　　象　▶　生後１歳～未就学児のお子様と保護者
定　　員　▶　１０組（先着順）
申込方法　▶　下記まで電話にてお申し込みください。
申込期限　▶　４月２０日（木）まで

ちひろ

　戦国末期、採掘最盛期を迎える
石見銀山。
　渦巻く欲望と死に抗って生きる
女の生涯を、官能の薫りと共に描
き上げた著者渾身の大河長篇！
　第１６８回直木賞受賞作。

「新生活」特集
問本町地域センター図書室　☎６４－０００６

問大中山コモン図書室　☎６５－９７１１

本町地域センター図書室

「楽」特集
大中山コモン図書室

図図　図　書図　書　図　書　室図　書　室　図　書　室　よ図　書　室　よ　図　書　室　よ　り図　書　室　よ　り

本町地域センター図書室より
～今月のおすすめの１冊～ミニ展示コーナー

【著】千早　茜

「しろがねの葉」

こどもの読書週間が
はじまります！

　４月２３日（日）から５月１２日（金）までは
「こどもの読書週間」です。
　本町地域センター図書室と大中山コモン図書室で
は「えほんと遊ぼうコーナー」として大型絵本やし
かけ絵本を展示します。ぜひ、ご来場ください。

開館時間　▶　９：００～１７：００
　　　　　　　　　　（日曜・祝日を除く）

教育・文化
Education・Culture
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申請・問い合わせ／政策推進課地域活性係　☎６５―５７９２

問い合わせ／七飯町町内会連合会事務局（七飯町社会福祉協議会）　☎６５－２０６７
　　　　　　七飯町政策推進課地域活性係　☎６５－５７９２

未来に向かって輝く
七飯町をみんなで作りましょう！
　　　　－ 七飯町町内会加入のご案内 －

七飯町活力のあるまちづくり推進事業助成金助成団体を募集します

　七飯町の各町内会では、住民の方が協力し合って住みよい生
活環境をつくり、地域福祉の向上と親睦交流を図ることを目的
として、様々な活動をしています。町内会に未加入の場合は、
是非ご加入くださるようお願いします。
　役場や出張所では転入手続きの際、転入先の町内会名と連絡先をお知らせしていますが、ご自分がお住まいの地域の町内会
がわからない場合は、下記までお問い合わせください。
　なお、町内会員の皆様から納めていただいている会費は、町内会の各種活動をはじめ、皆様が日常利用するごみステーショ
ンの設置・補修などに使われています。また、外灯組合もしくは町内会に納めていただいている外灯料は地域の防犯灯・街路
灯の電気料金の支払いなどに使われています。

　事業申請を検討されている団体は、政策推進課の窓口に
申請用紙などを用意していますので、ご利用ください。

初期活動支援助成金

継続活動支援助成金

イベント活動支援助成金

地域環境整備活動支援助成金

新しく取組を始める公益的な事業の支援

継続事業を発展的に拡大して行う公益的な
事業の支援

１０万円
（対象経費の８０％以内、１年当たり）

５０万円
（対象経費の８０％以内、１年当たり）

２００万円
（対象経費の５０％以内）

３０万円
（対象経費の１００％以内）

新たに取り組むイベント事業の支援

地域の道路、側溝、河川、公共の建物などの
環境整備を行う公益的な事業の支援

町ホームページからもダウンロードできます→

種　類 内　容 限度額

お知らせ
Information

　「ドメスティック・バイオレンス」とは英語の「domesticviolence」をカタカ
ナで表記したもので、略して「ＤＶ」と呼ばれることもあります。「ドメスティッ
ク・バイオレンス」の用語については、明確な定義はありませんが、日本では「配
偶者や恋人など親密な関係にある、またはあった者から振るわれる暴力」という意
味で使用されることが多く、配偶者からの暴力を防止し、被害者の保護などを図る
ことを目的として制定された「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」は、「ＤＶ防止法」と呼ばれるこ
ともあります。身体的な暴力だけでなく、怒鳴る、脅す、電話や外出を制限する、生活費を渡さないなど、言葉によるものや
自由を奪うことも暴力にあたります。

令和５（２０２３）年4月号 28

問い合わせ／政策推進課地域活性係　☎６５―５７９２

ＤＶ被害者に対する相談窓口はこちら
　国、地方公共団体、民間団体を問わず、ＤＶに悩んでいる方が相談できる窓口が開設されています。ＤＶの被害にあってい
る方はもちろん、地域や近所でＤＶの被害を見たり聞いたりした場合もお知らせください。

相談窓口 連絡先電話番号 時間等

－ ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは？ －

ＤＶ相談ナビダイヤル
※道内からの電話は、北海道立女性相談援助セン
　ターにつながります。

ＮＰＯ法人 ウィメンズネット函館

配偶者暴力相談支援センター
（北海道渡島総合振興局環境生活課）

七飯町政策推進課地域活性係
※相談内容などを考慮し、関係部署と連携します。

北海道立女性相談援助センター

＃8008
※道内からの電話相談時間は、北海
　道立女性相談援助センターと同じ
　です。

0120－279－889
メール及びチャット
は次のＱＲコードか
らご利用ください。

電話は２４時間対応
メールは２４時間受付
チャットの受付は12:00～22:00

9:00～17:00（平日）

10:00～17:00（平日）

011－666－9955

47－5789

65－5792

33－2110

北海道警察函館方面本部警察相談センター ２４時間対応＃9110（緊急時は110番へ）

女性の人権ホットライン（函館地方法務局） 8:30～17:15（平日）

8:30～17:15（平日）

0570－070－810

9:00～17:00、17:30～20:00（平日）
9:00～18:00（年末年始を除く土日祝日）

ＤＶ相談＋（プラス）
※内閣府が設置しており、メールやチャットでも
　相談を受け付けています。英語、中国語、韓国
　語等１０か国語に対応しています。

コロナ禍における女性のための相談窓口について
　町では、新型コロナウイルスの影響による経済的理由などから生理用品を購入できないなど、様々な不安を抱える女性
への相談支援の拡充や居場所、生理用品の提供を行う女性のための相談窓口を設置する「女性つながりサポート事業」を
令和３年８月より実施してきたところです。
　この度、令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行されることに加え、この事業における相
談件数も減少していることから、令和５年３月３１日をもって事業を終了させていただくこととしました。
　引き続き、経済的理由による相談などがある場合には、各種窓口にご相談ください。

相談窓口 連絡先電話番号 時間等
生活就労サポートセンターおしま
七飯町社会福祉協議会
七飯町福祉課地域福祉係　※生活困窮などに関すること

22－0220
65－2067
65－2514

9：00～17：00（平日）
8：30～17：15（平日）
8：30～17：15（平日）

お知らせ
Information
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　町内には１９箇所の指定避難所がありますが、実際に災害が発生した際に、全ての指定避難所が自動
的に開設される訳ではありません。したがって「この地域にお住まいの住民は、災害時には必ずこの避
難所に避難する」という決まりはありません。災害の状況によって、より安全な場所に所在する指定避
難所を開設します。例えば、水害時は低地の指定避難所は使用しない、駒ヶ岳の火山噴火時は大沼地区

の指定避難所は使用しないことなどが考えられます。
　町では、避難情報に合わせ開設している避難所の情報もお知らせしますので、町民の皆さんは、防災行政無線や公式
ＬＩＮＥ、くらしの情報アプリ、ＮＨＫデータ放送等で、それらの情報を確認し、行動してください。
　雪解けが進み、本格的な雨のシーズンになる前に、防災ハザードマップで指定避難所の場所や情報収集手段について
確認してください。また、七飯町ホームページやくらしの情報アプリからＷＥＢ版防災ハザードマップを見ることもで
きます。是非活用してください。

問い合わせ／情報防災課防災車両係　☎６５－５７９７

防衛省・自衛隊からのお知らせ
防衛省・自衛隊は、令和５年度一般曹候補生及び自衛官候補生の採用試験を次の日程で行います。

一般曹候補生 自衛官候補生

３月１日（水）～５月９日（火）

【１次試験】５月１９日（金）～２２日（月）
【１次試験合格発表】６月８日（木）
【２次試験】６月１７日（土）～２０日（火）
　　　　　　（いずれか１日を指定）
【最終合格発表】７月２０日（木）

【試験】５月１３日（土）～１５日（月）
【合格発表】試験日にお知らせします。

年間を通じて行っています。

１８歳以上３３歳未満の方

自衛隊函館地方協力本部 函館地区隊　☎５３－６２４１
メールでの資料請求は　email: recruit1-hakodate@pco.mod.go.jp

募集
種目

受験
資格

受付
期間

試験日

問い
合わせ

避難時は開設している指定避難所を確認しましょう

お知らせ
Information

令和５（２０２３）年4月号 30

農業委員・農地利用最適化推進委員を
　　　　　　　　　　　　　　募集します
　農地の権利移動などに係る許認可や農地の担い手への集積などの活動を行う
「農業委員」及び農地利用の最適化の推進に向けた諸活動を行う「農地利用最
適化推進委員」を募集します。熱意と識見のある方の応募をお待ちしています。

推薦・応募・問い合わせ／七飯町農業委員会事務局（七飯町役場庁舎内）　☎６５－２５１９

農業委員

１４人 ６人

令和５年７月２０日～令和８年７月１９日

七飯町に住所を有する方を基本としますが、町外にお住まいの方もご応募できます。ただし、
七飯町が設置する他の執行機関の委員の方はご応募できません。

４月３日（月）～５月１日（月）

①地域からの推薦　②農業者などの組織する団体からの推薦　③一般応募
農業委員会事務局にて推薦書及び応募用紙を配布しますので、期間内に提出してください。
また、七飯町ホームページからもダウンロードが可能です。

委嘱日～令和８年７月１９日

農地利用最適化推進委員

募集人数（定数）

任　　　　　　期

推薦・応募資格

推薦・応募方法

推薦・応募期間

お知らせ
Information
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町内２団体 様

・七飯レクリエーション協会　様（雛飾り）
・おしゃべりサロン　様（千羽鶴）（共に大中山小学校へ）

寄 贈 者
公益社団法人　函館法人会　七飯支部　様

薬用ハンドソープ ５０本　他（町立各学校へ）
寄 贈 品

寄 贈 者
トランジションタウン七飯　様

書籍「子どもはミライだ！子どもが輝く発酵の世界」
（著：オオタヴィン）８冊（町立各学校へ）

寄 贈 品

寄 付 者
光現寺 寒修行者一同　様

七飯町社会福祉協議会
寄 付 先

寄 贈 者
町内２事業者　様

学校給食用食材（２月分）
・箱館醸蔵有限会社　様（米粉６０kg、酒かす１２kg）
・北海道産牛肉消費拡大強化対策実行委員会　様
　（牛肉（はこだて大沼牛）７２kg）

寄 贈 品

寄 贈 者

寄 贈 品

寄 贈 者
一般社団法人　函館地区トラック協会　様

近未来ドライバー花の種　１，４１０箇（町立各小学校へ）
寄 贈 品

問い合わせ／環境生活課自然環境係　☎６７－５８５５

環境省SNS

ゼロカーボンとサステナブルファッション
　「サステナブルファッション」とは、衣服の生産から着用、廃棄に至るプロセスにおい
て、将来にわたり持続可能であることを目指し、生態系を含む地球環境や関わる人・社会
に配慮した取組のことを言います。
　日本の衣類廃棄量は年間約１００万トンです。洗濯表示を確認する、適切にケアする、
先のことを考えて買うなど、気に入った１枚を長く大切に着ることもサステナブルなファ
ッションとの付き合い方で、ゼロカーボン政策に貢献することができます。
　環境省では、ホームページで「サステナブルファッション」普及啓発のための情報発信
をしています。ゼロカーボンに関し参考になる記事が掲載されていますので、皆さんも一
度ご覧になってください。

8

お知らせ
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自転車人身事故の損害賠償

七七飯七飯交七飯交番七飯交番か七飯交番から七飯交番からの七飯交番からの
お

七飯交番からの
お知

七飯交番からの
お知ら

七飯交番からの
お知らせ

七飯交番からの
お知らせ

進学・進級時における少年の非行・犯罪被害防止と有害環境の浄化
－ さしのべる 手のぬくもりを どの子にも －

問い合わせ／函館中央警察署　　　　　☎５４－０１１０
　　　　　　函館中央警察署七飯交番　☎６５－２０１７

2／1～2／28 累計（前年比）
発 生
負 傷 者
死 亡

４
４
０

件
名
名

6
7
0

件（－02）
名（－02）
名（±00）

【交通事故死ゼロ日数】　２月２８日現在　６１８日

〈交通事故発生件数〉

　万引きをするほか、万引きの見張りや命令も犯罪にな
ります。盗んだ物を買うことや、もらうことも犯罪にな
ります。

　自転車は幼児から高齢者まで幅広い層が手軽に利用できる交通手段ですが、特に最近は日常の移動のほか、節約や健康意識
の高まりなどを受けて利用が拡大しています。
　しかし、その利用拡大に伴い、交通ルールを守らない危険な走行をする自転車利用者も見受けられます。
　その中で、今回は自転車人身事故の損害賠償について考えてみましょう。

　自動車を所有されている方は自賠責保険のほか、損害保険会社が取り扱う保険に加入している方が大半だと思いますので、
事故を起こしても自身で賠償金を支払うケースはほとんどないと思いますが、自転車人身事故についても年齢に関わらず同様
に賠償義務が生じ、金額も高額化しています。
　近年は様々な損害保険会社でも自転車に関する保険を取り扱っており、北海道のホームページでは自転車損
害賠償保険を取り扱っている損害保険会社を紹介しています。
　交通事故を起こさないことが前提ですが、これを機会に一度、現在加入している損害保険会社に相談してみ
るなど、自身やご家族の自転車保険加入について考えてみてはいかがでしょうか。

　ＳＮＳで募集されている高額アルバイトで、現金や書
類を受け取ったり、ＡＴＭから現金を引き出したりする
「受け子」「出し子」は犯罪です。

万引きは犯罪！

　２０歳未満の飲酒や喫煙は、心身への悪影響が大きい
ので禁止されています。お酒やたばこを勧められてもき
っぱりと断りましょう。

お酒やたばこは２０歳になってから

・「身体に害がない」などの間違った情報に流されず、
正しい知識を持ちましょう。

・大麻の使用を誘われたら、最初にきっぱり断ることが
大切です。断りづらいときは、その場から離れましょう。

大麻は脳に影響を与える違法な薬物です！

特殊詐欺に加担しない！　　　　　　　　　
　　　　　軽はずみな行動が重大な犯罪に！

問い合わせ／住民課交通防犯係　☎６５－２５１２

あなたやご家族の身にいつ起こるかわからない！

事例１　賠償金約９，４００万円
男子高校生（当時１７歳）が夜間に無灯火で走行中、パトカーに追跡された。たばこを所持していた為、発覚を免れよ
うと、時速４３キロで逃げている途中、男子高校生を止めようと前方で待ち構えていた警察官と衝突。
転倒した警察官はびまん性脳挫傷などで約２か月後に死亡した。（高知地方裁判所、令和２年２月４日判決）
事例２　賠償金約９，５００万円
男子小学生（当時１１歳）が夜間、帰宅途中に自転車で走行中、歩道と車道の区別のない道路において、歩行中の女性
（６２歳）と正面衝突。女性は頭蓋骨骨折等の傷害を負い、意識が戻らない状態となった。（神戸地方裁判所、平成２
５年７月４日判決）

近年発生した自転車人身事故の賠償辞令

新入学（園）期の交通安全期間が　
実施されます

運 動 期 間　▶　４月６日（木）～１４日（金）
運動の重点　▶　新入学（園）児童・園児の交通事故防止

北海道ＨＰ

お知らせ
Information
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日頃の悩みを
相談してみませんか
日頃の悩みを
相談してみませんか

をを
せんかせんか相談してみませんかかせんか定例法律相談定例法律相談

■相談担当者／函館弁護士会所属弁護士
■日　　　時／4月24日（月）  13：00～16：00（予約優先）
■場　　　所／七飯町文化センター　スペース１０４
●予約・問い合わせ／函館弁護士会　☎４１－０２３２

　金銭の貸借や相続問題、離婚、近隣トラブル、交通事故等、
様々な悩みに函館弁護士会所属の弁護士が応対します。
　相談時間は30分で事前予約制となっていますので、相談を希
望される方は、事前に函館弁護士会へ予約を行ってください。
　また、相談は無料で相談内容は秘密厳守です。どうぞお気軽
にご相談ください。

日頃の悩みを日頃の悩みををを 定例定例法律相談定例法律相談定 律定例法律相談

皆様の声を
行政に届けます
皆皆様皆様の皆様の声皆様の声を皆様の声を
行政に届けますます行政に届けますすます行政に届けますまます 定例行政相談定定例定例行定例行政定例行政相定例行政相談定例行政相談

■相談担当者／七飯町行政相談委員
■日　　　時／4月11日（火）、25日（火） １０：００～１２：００
■場　　　所／七飯町文化センター　スペース２０３
●問い合わせ／総務課総務係
　　　　　　　　　　　　　　 ☎６５－５７９１（直通）

　皆様からの国等の仕事に関する苦情などの相談をお受けし、
助言や関係行政機関への通知などを行っています。
　相談は無料で、皆様の暮らしに関することを広く受け付けて
いますので、お気軽にご相談ください。 　令和５年４月１日付けで、片山正史氏、瀬戸秀幸氏が

総務大臣から行政相談委員に再委嘱されました。

七七飯七飯町七飯町行七飯町行政七飯町行政相七飯町行政相談七飯町行政相談委七飯町行政相談委員七飯町行政相談委員の七飯町行政相談委員の紹七飯町行政相談委員の紹介七飯町行政相談委員の紹介

、

希

軽

人権擁護委員はあなたの町の身近な相談相手人権擁護委員はあなたの町の身近な相談相手人権擁 委員はあなたの町の身近な相談相手人権擁護委員はあなたの町の身近な相談相手人権擁 委 はあなたの町の身近な相談相手人権擁護委員はあなたの町の身近な相談相手

人権困りごと心配ごと相談人人権人権困人権困り人権困りご人権困りごと人権困りごと心人権困りごと心配人権困りごと心配ご人権困りごと心配ごと人権困りごと心配ごと相人権困りごと心配ごと相談人権困りごと心配ごと相談

■相談担当者／七飯町人権擁護委員
■日　　　時／4月10日（月）１３：００～１５：００
■場　　　所／七飯町文化センター　スペース２０１
●問い合わせ／総務課総務係　☎６５－５７９１（直通）

　近隣住民とのトラブルや、ＤＶなど家庭内における問題を
はじめとする身近な人権問題の困りごと、心配ごとに七飯町
人権擁護委員が応じます。
　相談は無料で、相談の内容は秘密厳守です。どうぞお気軽
にご利用ください。

町HP

　

「
七
重
学
校
」
は
、
町
の
歴
史
・
文
化
を
学

び
あ
い
、
と
も
に
郷
土
愛
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
七
飯
町
教
育
委
員
会
が
後
援
す
る
生

涯
教
育
で
、
七
飯
町
郷
土
史
研
究
会
が
毎
年
開

催
し
、
過
去
３
９
０
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
こ
の
町
の
歴
史
を
学
び
、
語
り
合

い
ま
せ
ん
か
？

▼
期
間
／
５
月
９
日
㈫
〜
12
月
５
日
㈫

▼
会
場
／
七
飯
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ス
ペ
ー
ス
２
０
１（
野
外
研
修
も
あ
り
）

▼
募
集
人
員
／
15
名
程
度

▼
参
加
費
用
／
３
，
５
０
０
円

▼
申
込
期
限
／
４
月
30
日
㈰
ま
で

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／

　

七
飯
町
郷
土
史
研
究
会　

研
修
部
長　

蛯
名

　

☎
・　

65
―
５
９
６
３

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
す
ず
ら
ん
・
ひ
ま
わ
り
コ
ー

ト
利
用
者
の
会
で
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
会
員
を
募
集
中
で
す
。

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
の
で
、
多
数
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
日
／
ひ
ま
わ
り
コ
ー
ト
（
大
中
山
）

毎
週
月
・
水
・
金

　
　
　
　
　

す
ず
ら
ん
コ
ー
ト
（
本
町
）

毎
週
火
・
木
・
金

▼
時
間
／
各
コ
ー
ト
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
／

　

ひ
ま
わ
り
コ
ー
ト　
逸
見　
☎
64
―
２
１
５
１

　

す
ず
ら
ん
コ
ー
ト　
川
越　
☎
64
―
５
３
８
０

お知らせ
Information

令和５（２０２３）年4月号35

①マイナンバーカード交付
②マイナンバーカード交付申請
③マイナポイント申込（2月末までにカードを申請された方）
④その他マイナンバーカードに関する手続き

【窓口でできること】

　

不
法
投
棄
や
利
用
者
増
に
よ
る
交
通
量
増
大

に
起
因
す
る
騒
音
、
粉
塵
、
安
全
上
の
問
題
な

ど
、
周
辺
環
境
の
悪
化
が
顕
著
と
な
っ
た
た
め
、

中
島
水
源
（
横
津
岳
湧
水
・
字
中
島
２
１
１
―

13
）
は
、
２
月
28
日
を
も
っ
て
、
や
む
を
得
ず

一
般
開
放
を
停
止
し
、
現
地
へ
の
立
入
を
禁
止

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
町
内
の
農
業
者
の
み
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
事
と
し
て
お
り
、
一
般
開
放
の
再
開
に

向
け
て
は
、
課
題
解
決
ま
で
し
ば
ら
く
お
時
間

を
頂
戴
す
る
事
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
給
排
水
係　

☎
65
―
５
７
９
６

　

こ
れ
ま
で
の
遺
族
会
は
父
母
、
兄
弟
姉
妹
及

び
妻
が
主
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
は
遺
児
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
が
、
戦
後
78
年
を
経
過
し
、
遺
児
も
高
齢

と
な
り
、
遺
族
の
状
況
把
握
や
運
営
が
困
難
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、
遺
族
の
皆
様
と
協

議
を
行
う
に
あ
た
り
、
当
会
に
在
籍
し
て
い
た

な
ど
の
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
左
記
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
遺
族
会
よ
り
文
書
案
内
等
が
届
い
て

い
る
方
は
連
絡
不
要
で
す
。

問
七
飯
町
戦
没
者
遺
族
会
事
務
局

　

☎
65
―
２
５
１
４

令和５（２０２３）年4月号 34

おお
知
お
知
ら

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
か
ら
「
北
海
道
銀
行
」
の
窓
口
で

納
税
・
納
入
通
知
書
に
よ
る
税
、
使
用
料
及
び

手
数
料
等
を
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、
別
途
、
取

り
次
ぎ
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
８
８
０
円
消
費

税
込
）
が
発
生
し
ま
す
。

　

な
お
、口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、引
き

続
き
手
数
料
の
負
担
な
し
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

【
ご
注
意
】

　

お
手
持
ち
の
納
税
・
納
入
通
知
書
裏
面
等
に

「
納
付
場
所
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
４
月
１
日
以
降
に
「
北
海
道
銀
行
」
の

窓
口
で
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、
別
途
、
取
り
次

ぎ
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
会
計
課
会
計
係　

☎
65
―
５
９
４
６

４
月
１
日
か
ら「
北
海
道
銀
行
」で
の

窓
口
納
付
は
取
り
次
ぎ
手
数
料
が

　
　
　
　
　
　
　　

発
生
し
ま
す

中
島
水
源（
横
津
岳
湧
水
）

　
　
一
般
開
放
を
停
止
し
ま
し
た

　

固
定
資
産
税
納
税
者
の
方
に
対
し
、
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

▼
実
施
期
間
／
４
月
３
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈬

　
　
　
　
　
　

（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
／
税
務
課
課
税
係（
１
階
⑤
番
窓
口
）

▼
縦
覧
で
き
る
方
／

①
納
税
者
及
び
同
居
親
族
②
納
税
者
の
相
続
人

③
納
税
管
理
人　
　
　
　

④
納
税
者
の
代
理
人

▼
持
参
す
る
も
の
／

・
本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）

※
右
記
②
〜
④
の
方
の
場
合
は
、
さ
ら
に
左
記

の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
相
続
人
―
戸
籍
謄
本
等
相
続
人
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類

・
代
理
人
―
納
税
者
か
ら
の
委
任
状（
任
意
様
式
）

・
法
人
―
委
任
状
又
は
社
員
証

問
税
務
課
課
税
係　

☎
65
―
２
５
１
５

テ
ー
マ
「
老
い
と
フ
レ
イ
ル
」

　
　
　

＝
心
と
体
の
健
康
に
つ
い
て
＝

▼
座
長
／
函
館
お
お
む
ら
整
形
外
科
病
院

　
　
　
　

大
村
和
久 

氏

▼
日
時
／
４
月
15
日
㈯
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

▼
会
場
／
天
然
温
泉
ゆ
う
ひ
の
館　

ま
つ
ぼ
っ

く
り

▼
会
費
／
１
０
０
円（
お
茶
菓
子
代
、
資
料
代
）

▼
参
加
者
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

▼
主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
介
護
医
療
支
援
機

構　

Ｎ
Ａ
Ｏ
み
ち
く
さ

■
後
援
／
七
飯
町
、
七
飯
町
社
会
福
祉
協
議
会

問
天
然
温
泉
ゆ
う
ひ
の
館　

☎
64
―
１
１
２
６

令
和
５
年
度

土
地・家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

　
　
　
　
　
　
　
　

 

縦
覧
期
間

町
内
に
在
住
し
て
い
る

戦
没
者
遺
族
の
方
を
探
し
て
い
ま
す

地
域
サ
ロ
ン・ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
会

　次のとおり窓口を開設しますので、平日や日中にご来
庁できない方などお気軽にお越しください。

マイナンバー夜間窓口

問い合わせ／住民課総合窓口係　☎６５－２５１２

役場住民課19：30まで4月5日・19日（水）夜間

町HP

お知らせ
Information



　…役場　　…文化センター　　…大中山コモン　　…大沼多目的会館　　…大中山多世代交流地域センター
　…大沼婦人会館　　…歴史館　　…スポーツセンター　　…トルナーレ　　…あかまつ公園（七飯総合公園）
　…保健センター　　…本町子育て支援センター　　…大中山子育て支援センター　　…休日当番医

役
婦 歴 ス ト あ
保 本 大 休

文 コ 沼 山

こ
の
広
報
紙
は
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の

用
紙
を
使
用
して
い
ま
す
。

■
発
行
／
七
飯
町
　
■
編
集
／
政
策
推
進
課
広
報
統
計
係

〒
041-1192  七

飯
町
本
町
6丁
目
1番
1号
  ☎

0138-65-2511
■
印
刷
／
さ
く
ら
共
同
作
業
所

■
七
飯
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
https://www.town.nanae.hokkaido.jp

広
報
な
な
え
Vol.

※　・　のイベント及びちびっこ広場について詳しくはp.21をご確認ください。本 大

日　SUN 月　MON 火　TUE 水 WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

　七つの輪は、緑色で豊かさを示し、
各集落が円く、しかも、固く団結し
末永く発展することを象徴している。

■表紙の広報ななえの文字は、特産品の「りんご」
をイメージした文字です。■「広報ななえ」の録音
CD（福祉課）もあります。■広告の内容について
は各掲載事業者へお問い合わせください。

赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

   1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 5／1 2 3 4 5 6

●町   章

人口のうごき

納税相談は税務課収納係（窓口番号⑤）までお問い合わせください。
☎65－2515

世帯数●14,109世帯（±　0）
人　口●27,868  人（－16）

男●12,881人（－13）
女●14,987人（－　3）

5 月 1 日（月）です
令和5年2月末現在
（　）内は先月比

　
国 民 年 金●

　
……３月分

七飯町の情報を、各種ＳＮＳで発信しています

LINEInstagramYouTubeTwitterFacebook町公式アプリ
①　８:４０ ～ 　８:４５
②１７:４６ ～ １７:５１

「ＦＭいるか」ラジオ番組
町政だより＜七飯町＞

～ 今月の放送予定 ～
   ４月   ７日（金）
   ４月２１日（金）【両日】

納付期限は…

友引7
休望ヶ丘医院
☎65－8111　9：00～15：00

令
和
５（
2023）年

４
月
１
日
発
行

789

2023
APR.

令和5年

本大
大

本保
本
大

大

沼
大
本

沼
大
本

沼
大
本

文
本

沼 文

保

文

大

本

沼
大

役
山
沼

文

本 本

本

本
大
保

大
大
保

本

本
本
大

役

本
大

大
大文

役

休

休

休

休

休 休 休 休

■健康相談は、保健センター ☎66－2511へ
■介護に関する相談は、地域包括支援センター ☎66－2488へ
■困りごと・心配ごと相談、行政相談は総務課 ☎65－5791へ
■文化センターのご利用は、 ☎66－2066へ
■スポーツセンターのご利用は、 ☎65－4116へ

広
報スマホで

マチを好きになるアプリ

無　
料

ちびっこ広場
サロン自由開放
サロン自由開放
北海道知事・
北海道議会議員選挙
期日前投票
（～4月8日）

乳児健診
12：00～12：45

サロン自由開放
すくすくルーム

・新入学（園）期の
交通安全期間 
（～4月14日）
【p.32参照】 
 

わくわくルーム

行政相談
10：00～12：00
  
  

サロン自由開放
わくわくルーム
すくすくルーム
３歳児健診
12：00～12：45 
  
 

わくわくルーム

小児科ひよこ
クリニック
☎65－1311 
9：00～15：00

ちびっこ広場
サロン自由開放
サロン自由開放

サロン自由開放
わくわくルーム
すくすくルーム
マイナンバーカード 
夜間窓口
17：15～19：30
【p.34参照】

わくわくルーム

本わくわくルーム行政相談
10：00～12：00
乳児健診
12：00～12：45
子育て講座
「タイルアート」
10：00～11：30

サロン自由開放
すくすくルーム
離乳食教室（初期食）
予約制
10：15～11：30 
  
 

大
大
サロン自由開放
すくすくルーム

4

サロン自由開放
わくわくルーム
すくすくルーム
七飯町議会議員選挙
期日前投票
（～4月22日）
マイナンバーカード夜間窓口　17：15～19：30

望ヶ丘医院
☎65－8111
9：00～15：00

向井クリニック
☎66－2888
9：00～15：00

・北海道知事・
北海道議会議員選挙
7：00～20：00 
  

サロン自由開放
わくわくルーム
すくすくルーム

野畔の花クリニック
☎67－5111 
9：00～15：00

函館脳神経外科
七飯クリニック
☎66－6111
9：00～15：00

向井クリニック 
☎66－2888
9：00～15：00

ちびっこ広場
サロン自由開放
サロン自由開放

・税金・年金等の納付
期限【下記参照】

ななえ新病院
☎65－2525
9：00～15：00

・七飯町議会議員選挙
7：00～20：00 
あそんでSUNDAYパパ
10：00～12：00

ちびっこ広場
サロン自由開放
サロン自由開放
法律相談
13：00～16：00

七飯耳鼻咽喉科クリニック
☎66－2677 
9：00～15：00

サロン自由開放
すくすくルーム

ちびっこ広場
サロン自由開放
サロン自由開放
人権困りごと
心配ごと相談
13：00～15：00

休なるかわ病院
☎65－7131
9：00～15：00

役
山
沼


